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[image: そして異端の創換術師　現代魔術師、千年前に転移させられたので新たな歴史を創る]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　ソブルム魔ま導どう学院の研究所が揺れたのは、ある寒い早朝の事だった。

「……地震か？」

　エリオット＝ハンクスは今しがた書いていた魔ま導どう工学のレポートを放り出し、書棚から離れた。揺れはかなり大きく、分厚い書物や機材が次々と崩れてゆく。

　窓の外を覗のぞくと、白装束を着た人影が複数見えた。まだ日が昇り切っていないので見づらいが、精霊を従えていたり、錬れん金きん銃や魔法剣で武装しているようだ。

「何だあいつら……？」

　ソブルム魔ま導どう学院は、エリオットの住むシルジア皇国の都心部にあり、様々な分野の最先端魔法技術を教える最高学府である。

　人類の英知を集結させたと言っても過言ではないこの学院は、魔力塔から供給される膨大な魔力により、災害や外部からの攻撃に対する魔法壁マジツクシールドが無数に張り巡らされているのだ。

　その一画たる研究所に異変があれば、いくら人の少ない早朝であっても大騒ぎになるだろう。

　ソブルム魔ま導どう学院の学生は、有事に国家を守る軍人として駆り出される事もある。不測の事態において取るべき行動は、エリオットも訓練で何度も学んでいた。

　急いで身支度を整え、廊下を出て隣の研究室へ向かう。

「アーシェ！　無事か！」

　ドアをぶち破る勢いで開け放つと、そこには銀毛の猫を肩に乗せる半裸の少女がいた。

　濡ぬれたブロンドの髪から水を滴らせ、猫耳と尻尾をピコピコと動かす。下着一枚の上に、ソブルム魔ま導どう学院の制服である金の鷲わしの紋章が刺し繡しゆうされたガウンを羽織っている。本来腰に付けるはずの短剣は手に持っていた。

　エリオットの幼なじみの獣人であり、同輩の学生であり、ソブルム魔ま導どう学院の首席魔術師でもあるアーシェ＝ミスティ＝アークライトだ。

　徹夜で研究室に泊まり、さっきまでシャワーを浴びていたらしい。

「し、閉めて！　ドア閉めて！」

「そんな事言ってる場合か！　逃げるぞ！」

「ひゃっ!?」

　着替えや肩掛け鞄かばんを引っつかみ、彼女の手を引いて非常口へ向かう。

　アーシェは困惑したように頰を染めて眉根を寄せた。

「あの……エリオ？　何かあったの？」

「白装束を着た武装集団がこの研究所を取り囲んでいた。何が起きてるかは知らないが、安全な場所まで逃げた方がいい」

「白装束……？」

　その時、不意に視界が暗転した。暗闇の中、ぶつからないよう足を止める。

「な、何？　何も見えないんだけど……」

「落ち着け、照明が消えただけだ。出口はすぐそこだから心配は──」

　エリオットは言葉を切った。困惑のままに、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

「これは……」

「これって？」

　暗がりの中、アーシェはガウンで体を隠しながら顔を覗のぞき込こんで来る。

「いや……どこへ避難したものかと思って」

「避難先なら演習場だよ。訓練で何度もやったじゃない」

「演習場と言われてもな……見ろよ」

　エリオットは出口と思おぼしき光へ顔を向けた。

　黒雲に覆われた空、広大な草原と森。まるで昔からそこに生えていたと言わんばかりに草木が生え、叩たたき付つけるような雨が大地を濡ぬらす。

　冷たい湿気と土の匂いの中、洞穴の中から外を見つめる。

「学院が……街が……ない？」

　さっきまであったはずの本校舎や研究所、街の風景などはどこにもなく。

　しかし遠目に薄うっすらと見える魔力塔だけが、エリオットの知る形でそびえていた。








第一章　時空の異端者









「誰もいないな……」

　水の滴したたる洞窟を歩きながら、エリオットはつぶやいた。

　人の手が加わっているのか、見たところそれなりに奥行きがあるらしく、道が分岐して入り組んでいる。

　さっきまで研究所にいたはずだが、どういうわけか今は山の斜面にできた穴の中にいるようだった。

　ソブルム魔ま導どう学院の研究所は、二階建てで地下に魔力炉を配置した円筒形の建造物だ。間違ってもこのような洞窟ではない。

「エリオ、どうだった？」

　岩場で佇たたずんでいると、着替え終えたらしいアーシェが小走りでやって来た。使い魔の猫が振り落とされないよう肩にしがみついている。

「ダメだな。人っ子一人見当たらない」

　ソブルム魔ま導どう学院では、通常四年間魔法について勉強し、卒業して学位授与された後は一般魔術師として社会に巣立っていく。しかし中には卒業後も学院に残って、更に三年間高度な魔法を研究する事を希望する学生達たちもいた。

　そういった学生達たちを集めたのがソブルム魔ま導どう学院の研究所であり、将来の教授や博士、士官候補生を育成する高等教育機関である。

　そんな研究所には、学生や教員を合わせて百名ほどが配属されていた。エリオット達たちはその二年生である。

　上級生や下級生とはあまり交流がないし、同級生でも全員が知り合いというわけではないが、高度な専門知識を持つ人間ばかりだから、他に誰かいれば心強い味方になっただろう。

　だがこの洞窟には、エリオットとアーシェ以外の人影は見当たらなかった。異変が起きた当時は早朝で、泊まり込みの学生くらいしかいなかったのが関係しているのだろうか。

「他に誰もいないって事？　白装束の人ひと達たちは？」

「わからん。ここには俺おれ達たち二人しかいないみたいだ」

「ココちゃんもいるよ」

　アーシェが銀毛の背を撫なでると、猫の首元にぶら下がる青い鉱石が揺れた。猫らしく鳴いたり、毛づくろいをしたりはしない。ただ目を丸く見開き、無感情に暗闇を観察している。

「使い魔を頭数に入れても状況は変わらないだろ」

「ココちゃんは使い魔じゃないもん。私の友達だもん」
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「……わかった、訂正しよう。どうやら俺おれ達たち二人とお友達一匹しかいないみたいだ」

「心が込められてない気がする」

「そう言われてもな……。今は俺おれ達たちの身に何が起こってるのかもわからないんだぞ」

「そうだけど──うっ」

　アーシェが急に胸を押さえてうずくまった。急激に息が荒くなり、顔は紅潮、額にも脂汗が浮かんでいる。

「発作か？　ちょっと待ってろ」

　持って来たアーシェの鞄かばんを漁あさり、小瓶を取り出す。

　中身は錠剤タイプの魔法薬だ。およそ四十錠入っており、それを一錠飲むと、ほどなく発作は治まってゆく。

　アーシェは生まれつき心臓が弱く、一日一錠月霊草ムーンリーフという薬草から作られた魔法薬を飲んで発作を抑えなければ命が危うくなる。そのため、こうしてエリオットがそばで介助する事がよくあった。

　とっさの状況であまり多くの物は持って来られなかったが、アーシェの魔法薬が入った鞄かばんを確保出来たのは、普段から気を付けていたおかげと言える。

「あ、ありがと……」

「気にするな。お前の事はおばさんに頼まれてるからな」

　その言葉に、アーシェの表情が暗くなる。ココを胸に抱き締め、顔をうつむかせた。

「これってさ……テロとかなのかな？」

「わからん。テロかもしれないし、ただのケンカかもしれない。あるいはどこかの国が戦争を仕掛けてきたという事も考えられる」

　そう言いつつも、エリオットは自分の言葉に疑問を抱いていた。

　洞穴の外を覗のぞき、激しい雨と薄い霧に包まれた魔力塔を眺める。

　いっそ、周辺一帯が草木一本ないほどの更地になっていれば、まだ理解できただろう。だが魔力塔は残っていて、他は草原と森である。学院や街が破壊された形跡はない。

「戦争って……この平和なご時世にどこの国が仕掛けてくるの？」

「知らん。まぁ戦争は言い過ぎだがな。世界最先端を誇るソブルム魔ま導どう学院の魔法技術を盗もうとする奴やつらは多いし、怪しげなカルト組織が活動している噂うわさも聞く。何よりこの異常事態が魔法によるものだって事は間違いない」

　アーシェは半眼で見上げてくる。

「……何か知ってる風に言うね？」

「こいつが魔力を感知したんだ」

　エリオットは左手首にはめた腕輪を見せる。青い鉱石がはめ込まれた金属の輪に、細かな幾何学模様が浮かんでいる。

「感知の腕輪センス・リングだっけ？　人の気配を察知する魔道具の。学内の売店で見た気がする」

「外装を流用したから似てるが、少し違う。俺が独自に開発した超感覚の腕輪パラフ・リングだ。装着者以外の魔法を感知すると模様がわずかに光って、距離と方角を知らせてくれる」

「へぇ、便利そう」

「何の魔法が使われたかまではわからないけどな」

「ビミョーな魔道具だね」

「それを言うならアーシェの短剣だってそうだろ。野菜も切れないなまくら刀じゃないか」

　彼女の腰の短剣を指差す。赤い鉱石を磨いて刀身にした、いわゆる装飾剣だ。何の魔力も込められておらず、刃物としての実用性もない。

「スピちゃんは剣じゃなくて魔法の杖つえみたいなものだからいいの」

「……スピちゃん？」

「スピネルの鉱石で作ったからスピちゃん」

「変な名前」

「私の道具にケチを付けないでよ」

「お前もな」

　互いに苦笑し、それから深いため息を吐いた。

「空間転移魔法って事はないかな？　あの魔力塔は外観が似ているだけで、実は別物とか」

「……あるかもしれない。というか、忌いま々いましい事にそっちの可能性の方が高そうだ」

　エリオットは腕組みしながら、

「少なくとも、ここはシルジア皇国じゃないな。もしそうなら魔力塔や魔ま導どう衛星を介して学院なり何なりと連絡が取れるはずだ」

　遠距離の人間と意思疎通をする方法として、念話魔法や念書魔法がある。ソブルム魔ま導どう学院で一年以上学んだ魔術師なら誰もが習得しているもので、距離はそれほど届かないが、魔道具による中継があれば世界の果てほど離れていても会話や文字のやり取りが出来ると言われている。

　しかし先ほど念話魔法を使ったところ、どことも繫つながらなかった。念書魔法も同様で、ソブルム魔ま導どう学院や学生仲間、隣国のオーレリア魔法国連邦に住む友人などとも連絡が取れない。魔力塔が見える場所にあるのに中継が出来ないとなれば、全ての中継機能が一度に壊れたか、エリオット達たち以外の全人類が死滅したか、はたまた似た別の遠い場所へ転移したか。

「でも空間転移魔法ってまだ研究中のはずなんだよね。研究室仲間の子が言ってたけど、転移先の座標指定で誤差が大きいらしくて、地面に埋まったり空中に投げ出されたりするから安全運用が出来ないとか何とか」

「だが、周囲の景色が変わっている事を考えると一番あり得そうだろう」

「じゃあ仮にそうだとして、これからどうするの……？」

　不安気なアーシェにガウンを引っ張られる。

「帰る方法を探すしかないだろ。いつまでもこんな洞窟にいるわけには──」

　不意にエリオットは言葉を切った。

「どうしたの？」

「……誰かいる」

「え？　でもココちゃんは何も──」

「シッ」

　アーシェに目配せをして、ポーチに入れていた親指大の青い鉱石を複数取り出す。

　それらを投げた瞬間、鉱石は輝きを放った。

「創換魔法アセンブル〈岩石の狼グラナイトウルフ〉！」

　鉱石が宙に浮遊したまま、無数の魔法陣が展開される。洞窟を構成する岩が分解され、それぞれの鉱石にまとわりつく。数秒を待たずして、五体の獰どう猛もうな狼おおかみの彫像が生成された。

「ちょ、ちょっと！　洞窟が崩れたらどうするの!?」

「後で補強する！　捕らえろ！」

　指示を飛ばした直後、グラナイトウルフが虚こ空くうに向けて飛びかかる。

「っ!?」

　──否。そこは虚こ空くうではなかった。

　陽かげ炎ろうのごとく空間が揺らぎ、逃げるように何かが動く。

　それを見てか、今まで大人しかった使い魔のココが毛を逆立てた。主人に位置を教えるように揺らぎへ向けて唸うなり声を上げる。

「逃がさないよ！　付与魔法エンチヤント〈電離加熱アークプラズマ〉」

　アーシェの短剣が白く放電し、猛烈な熱気を放つ。短い刀身を一振りすると、刃が届かないはずの岩壁が赤熱して崩れた。

「お前も崩してるじゃないか」

「後で補強しておいて！」

　叫びながらアーシェはグラナイトウルフ達たちと連携し、何者かを挟み撃ちにする。

「止まりなさい！　それ以上進んだら黒焦げになりますよ！」

　追い詰めたのは透明化していた人間だった。

「おやおや、見つかってしまいましたか」

　緊迫感のない笑い声と共に空気が揺れ、長身瘦そう軀くの姿が徐々に浮かび上がる。

　白いサーコートを羽織り、書物を手にした細目の男だ。胸元にはソブルム魔ま導どう学院の教授を示す大おお鷲わしの紋章が刺し繡しゆうされている。

「サイラス先生……？」

　アーシェが目を見開く。

　そこにいたのはソブルム魔ま導どう学院研究所の所長であり、エリオット達たちの師でもある壮年の魔術師サイラス＝オルブライトだった。

「いやはや、私の負けだよ。優秀な学生を持つというのも困りものだね」

　降参するように両手を上げ、柔和に微ほほ笑えむ。だがエリオットはサイラスを油断なく見つめたまま動かない。

「どうしたのかね？　彼らを下げてくれたまえ」

「だったら魔法を解け」

　そう言い放つと、サイラスの眉がピクリと動いた。

「ちょ、ちょっとエリオ！　先生には敬語を使わないとダメだよ！」

「彼女の言う通りだよ。それに透明化アンシーンなら既に解いただろう？」

「俺は魔法を解けと言ってるんだ」

　エリオットが刺すような目つきで睨にらむと、サイラスは諦めたように肩を竦すくめる。

　その途端、彼の周囲に光の粒子が舞った。

　短い髪は赤毛のロングへ、肩幅も丸みを帯びたものになり、ほっそりとした少女のシルエットへと変わってゆく。

　サイラスに化けていたのは、ソブルム魔ま導どう学院の学生服を身に着け、左手中指に指輪をはめた見知らぬ少女だった。右股のホルスターには錬れん金きん銃も見える。服装も自在のようだ。

「お、女の子だったの……？」

　狸たぬきのように尻尾を膨らませ、何度も瞬またたきをするアーシェ。エリオットも内心驚いていたが、表情には出さない。

「驚いたわねー。どうして変身している事がわかったの？」

「質問は俺がする。お前は何者だ？」

「あたしはラキア。ラキア＝レヴェットよ」

「隠れていたのはお前一人か？」

「そうだけど」

「なぜサイラス先生に化けていた？」

「だってあんた達たちが敵か味方かわからなかったもの。味方だとわかったら変身を解けばいいし、もし敵だったとしても、権威も力もあるサイラス先生の姿ならハッタリが効くかなって」

　アーシェは怪け訝げんな顔で尋ねる。

「あの、ラキアさん……だっけ？」

「呼び捨てで良いいわよ。堅苦しいのは嫌いだから」

「……ラキアさん。あなたが空間転移魔法を使ったの？」

　ラキアはひらひらと手を振り、笑みを返す。

「空間転移魔法なんて使えないわよ。あたしの専門は幻術だもの」

「それを証明するものは？」

「学生証ならあるけど、見る？」

　ラキアはガウンの胸ポケットから一枚のカードを取り出す。顔写真や所属する魔法科など、個人情報が記載されたものだ。

　そこに書かれていた内容は、確かに彼女の言葉通りだった。

　ソブルム魔ま導どう学院に所属する幻術科の学生のようだ。現住所は皇都内のアパートになっているが、国籍が違っている。どうやら外国人らしい。

「オーレリア魔法国連邦国籍……お隣りさんからの留学生なのか」

「ええ、そうよ」

「あの国にも魔法学校はあるだろうに、わざわざ留学を？」

「オーレリアの学校ってどれもレベルが低いもの。天下のソブルム魔ま導どう学院に入れるなら誰だって行きたいと思うわよ」

「噓うそだな」

　ばっさり切り捨てると、ラキアの笑みがほんの一瞬、硬いものへと変化する。

「……何を根拠に噓うそだと？」

「この学生証が根拠だ。魔法で細工してあるだろう」

「してないわ。言いがかりはやめてちょうだい」

「次に噓うそを吐いたらこいつらをけしかける。よく考えて喋しやべった方がいい」

　五体のグラナイトウルフがにじり寄る。

　そこまでやると、ようやくラキアは観念したように嘆息した。

「……あんた本当に怖いわね。どうしてわかったの？　あたしが使ったのは無生物さえも欺く最先端の幻げん惑わく魔法なんだけど」

「質問は俺がすると言ったはずだ。なぜ噓うそを吐いた？」

　ラキアはほんのわずかに間を空け、ためらうように言った。

「……あたしが産業スパイだからよ」

　そうして指を鳴らすと左手の指輪が淡く光り、学生証が変化する。顔付きも目の色も異なる別人のものだ。どうやら顔写真を弄いじっていたらしい。

「学院を取り囲んでいた白装束の連中はなんだ？　あれもお前の仲間か？」

「白装束って？」

　目をぱちくりさせるラキア。

　エリオットが右手を挙げると、グラナイトウルフが岩石で出来た牙を剝むく。

「ほ、ほんとに知らないのよ！　あたしはこれを盗み出すために学院へ侵入しただけだし！」

　慌てた様子で見せてきたのは手の平ほどの古ぼけた本だ。表紙に赤い宝石が埋め込まれ、その周りに大おお鷲わしの紋章が刻まれている。

「それ……ソブルムの書？」

「そうよ」

　アーシェの問いかけにあっさりとうなずく。

　ソブルム魔ま導どう学院の創立から現在まで、およそ五百年。

　その間に開発されてきた、ありとあらゆる魔法の研究データが詰め込まれた魔道書だ。もしその知識が流出すれば世界のパワーバランスが変わるとも言われるほどの代物である。

「そいつを渡せ。お前が持っていて良いものじゃない」

「……それは出来ないわ」
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「いいのか？　今渡しておいた方が怪け我がをせずに済むぞ」

「言っておくけど、こればっかりは全力で抵抗させてもらうわよ……。やるなら腕の一、二本は覚悟する事ね」

　ソブルムの書を胸元に隠し、目を細めて睨にらむラキア。右みぎ股ももの錬れん金きん銃を抜き、トリガーに指をかける。

　本気で命のやり取りになりそうな空気を感じ、エリオットは肩を竦すくめた。魔道書の奪還は後回しにした方が良さそうだ。

「お前の本当の名前は？」

「だから、ラキア＝レヴェットよ。弄いじったのは顔写真と一部のプロフィールだけ。ちなみにその写真の女の子はあたしと同じくオーレリア出身。今どうしてるかは知らないわ」

「外の様子がおかしいのはお前のせいか？」

「いいえ。さっきも言ったけど、空間転移魔法は専門外なの。それにあたしも早く帰りたいのよ。産業スパイは情報を持ち帰ってこそでしょう？」

　しれっとそんな事を言うラキア。もはや体裁を取り繕う気もないようだ。ちらっと腕輪を見てみたが、光を放ってはいない。

「……」

　エリオットはわずかに逡しゆん巡じゆんし、グラナイトウルフを分解、砂に戻した。

「許してくれるのかしら？」

「許すかどうかは学院のお偉いさん達たちが決める事だ。俺がどうこうする問題じゃない。それに、今は非常事態だからな」

　エリオットは手を差し出す。

「俺はエリオット＝ハンクス。専門は創換術だ」

「私はアーシェ＝ミスティ＝アークライト。専門は付与魔術。で、この子がココちゃん」

「使い魔まで紹介するのか？」

「ココちゃんはお友達だって言ってるじゃない」

「使い魔兼お友達だろ。わかってるって」

　木の実を食べるリスのように頰を膨らませるアーシェ。

「エリオット君とアーシェちゃんに、猫のココちゃんね。よろしくにゃ」

　幻術で頭に耳を生やし、猫の真ま似ねをするラキア。エリオットとアーシェは困ったように顔を見合わせる。

「それはそうと、どうやってあたしの幻術を見破ったのかしら？　後学のために教えて欲しいんだけど」

「俺が教えると思って聞いてるのか？」

「なによ、教えてくれたっていいじゃない。今は非常事態でしょ？　情報を共有しておいた方がいいんじゃない？」

「産業スパイになんでそんな事を教えないといけないんだ」

「えぇー、けち！　いじわる！　ちょっとくらいいいじゃない。あ、わかった。ほんとはテキトーに言ったんでしょ？　カマかけってやつ？」

　喚わめき散らすラキア。うるさい事この上ない。エリオットはため息を漏らした。

「……腕輪が教えてくれたんだよ」

　そう言って左手首の腕輪を掲げる。

「これは……感知の腕輪センス・リング？」

「感知の腕輪センス・リングじゃない。超感覚の腕輪パラフ・リングだ。虫の知らせや第六感と呼ばれるものを魔ま導どう工学で再現した。いわば、これは腕輪の形をしたオートマギアなんだよ」

「オートマギアって何？」

「……まぁ、ゴーレムみたいなものと思ってくれ」

　ラキアは感心したように笑みを浮かべた。

「ふぅん。あたしの幻術を見破るなんて、なかなかすごい魔道具ねぇ。それにさっきの召喚術？　普通なら一体しか召喚獣を使役できないはずなのに、どうやったのかしら？」

「召喚術じゃない。さっきも言ったが、俺は創換術師だ」

　創換術とは、召喚術と錬金術を組み合わせ、高度に発展させた魔法である。

　通常の召喚術は、召喚者の魂を依より代しろとして魔獣や精霊などを異界から喚よび出す。普通は一人一つしか魂を持たないから、必然的に使役できる召喚獣も一体だけとなる。

　しかし創換術では、錬金術により作製した魔ま導どう核を魂の代わりとし、召喚術で異界に記録したデータを喚よび出し、この世界に存在する物質を創り換えてゴーレムを生み出す。

　錬金術のようにあらかじめゴーレムを用意しておく必要がなく、召喚術のように魂の依より代しろも必要ない。エリオット自身が考案し開発したため使い手が他にいない、まさに先端中の先端といえる魔法技術である。

　エリオットは魔ま導どう核をつまんで見せる。

　透き通った正八面体の中に、無数の記号や魔法陣が浮かんだ青い鉱石だ。

「こいつが俺の研究の成果物、魔ま導どう核だ。錬金術で何千何万もの術式を書き込んで、擬似的に魂を再現した。ゴーレムは逐一命令を与えないと単純動作しか出来ないが、魔ま導どう核を埋め込めば、術式次第で召喚獣並に複雑な自律動作も可能になる」

「オートマギアとゴーレムでは何か違うの？」

「実質的な違いはない。だがゴーレムという単語は無能の代名詞に使われる事もあって誤解される可能性があるからな。俺は魔ま導どう核を埋め込んだゴーレムを魔導機械オートマギアと名付けた」

「なるほどねー。面白い魔法だけど、それってあたしに話しちゃって良かったのかしら？」

「概要を知った程度で真ま似ね出来るほど簡単な魔法じゃない。それに今話した内容は近々召喚術学会で公開する予定だ、どうせすぐに知れ渡る。お前の持ってるソブルムの書にも記録されてるぞ」

「あらそう……それなら安心ね」

　しきりに魔ま導どう核を観察するラキア。そっと伸ばされた手をかわし、エリオットはポーチの中に魔ま導どう核を仕舞い込んだ。

「そんな事より、俺おれ達たちが今いる場所がどこだかわかるか？」

「そうねぇ……。現在地はわからないけれど、調べる方法ならあるわね」

「それは？」

「あれよ」

　ラキアは外に見える巨大な魔力塔を指差し、ウィンクを飛ばす。

「魔力塔には管理者が常時いるはずよ。だからあそこに行って聞いてみればいいんじゃないかしら」

　エリオットは雷鳴轟とどろく曇天を仰ぎ見た。大粒の雨が絶えず地面を打っており、池のようなぬかるみを無数に作っている。

「さすがにこの雨では難しいな」

「さっきのオートマギアってので調査するのは？」

「俺の手元に魔ま導どう核は五個しかないんだ。新しく作る事も出来なくはないが、相応の設備が要るから紛失する危険は避けたい」

「それならココちゃんにお願いするのは？　猫なら帰って来られるわよね」

　ラキアは銀毛の猫に目を向ける。

　だが当の使い魔は全く意に介さず、周囲の警戒を続けていた。

「いや、正確に言うとココは猫じゃなくてな……」

「どういう意味？　どこからどう見ても猫じゃない」

　訝いぶかしげに眉を寄せるラキア。気持ちはわからないでもないのだが。

「ココちゃんはエリオが作ったオートマギアなの」

　アーシェがココを抱き上げた。無抵抗のまま手足が伸び、ふさふさの毛の上で首輪の鉱石を揺らす。

　魔ま導どう核だ。

「この青い鉱石がココちゃんの本体。猫の体は器ね。だから持ち主の元へ帰って来るほどの知性はないの」

「……というわけでな、雨が止やむまで調べに行くのは難しいんだ」

「あ、それなら止やませようか？」

　平然と言うアーシェ。

「付与魔術でそんな事出来るのか？」

「私を誰だと思ってるの」

「……首席魔術師様だな」

「そうでしょ」

　尖とがった耳をピコピコと動かしながら、それなりに大きな胸を張るアーシェ。皮肉が通じていないようだ。

「というか、許可なく天候を操作するのって学則違反じゃなかったか？」

「誰が罰するの。学院もないのに」

「それはそうだが……」

「悪意がないんだから、せいぜい口頭注意くらいで済むよ。そんなの帰ってからいくらでも聞いてあげる」

　アーシェは赤い刀身の短剣を天高く掲げ、

「付与魔法エンチヤント〈乱気流タービユランス〉！」

　──一いつ閃せん。

　凄すさまじい暴風が剣先から放たれた。分厚い雲に穴が空き、渦を巻いて流れる。

　まるで木漏れ日のように雨雲の隙間から陽光が差し込み、濡ぬれた大地を明るく照らした。それと共に、滝のごとき雨模様が噓うそみたいに晴れてゆく。

　アーシェは「ふぅっ」と額の汗を拭い、

「ほい、晴れたよ」

「……すごい魔力ねぇ」

　引きつった表情で固まるラキア。

　付与魔術というのは普通、物体や空間に魔法を付与するだけの地味なものだ。これほどの大出力で風を起こす力を剣に込めるなど、ソブルム魔ま導どう学院の中でもアーシェ以外には出来ない芸当である。

「本気でやりやがった……さすが純血の獣人はハンパないな」

「純血？　獣人は混血化が進んで純血種は絶滅したって聞いていたけれど？」

　ラキアが目を瞬まばたかせてそんな事を言う。

「絶滅してないぞ。俺の知る限りではアーシェ一人しかいないが」

「そ、私が世界で最後の純血種。ミスティの名は幻想種、つまり純血種を意味するの」

　短剣を振りながらアーシェは得意顔になる。

　歴史上、獣人の集落は五百年以上前に全て滅んだそうだ。

　獣人は例外なく高い魔力を持つため魔ま導どう文明の発展に大きく寄与したが、長命ゆえに繁殖が遅く、人間よりも数が増えにくい。そして時代が進むうちに混血種が増え、純血種が先細りになっていったらしい。

「ってそんな話はいいから、魔力塔を調べてよ」

「わかったわかった。創換魔法アセンブル〈軽銀の蜂ワスプ〉」

　エリオットの声に呼応するように鉱石が光り、鈍色の蜂が生み出される。

「あら、可か愛わいい。何これ？」

　ラキアがホバリングする軽銀の蜂ワスプを指で突いている。

「偵察用のオートマギアだ。魔導端末グリモアにこいつの視界を映し出す」

「へぇ、便利ねぇ。創換術って何でも作れるの？」

「作れるのは俺があらかじめデータを作成しておいたものだけだ。それより一緒に見てくれ」

　そう言って、エリオットはポケットから手のひらサイズの石板を取り出す。

　シルジア皇国の国民の九割以上が保有すると言われる汎用魔ま導どう端末──グリモアだ。魔法銀や魔鉱石などの錬れん金きん触媒で構成され、念話や遠視など様々な情報系魔法を行使する際の補助を担になう魔道具である。

「行け」

　エリオットの命令で、軽銀の蜂ワスプは洞窟の外に向かって羽ばたいた。

　映像が天高く舞い上がり、見る間に地面から離れてゆく。やがて雲の高さを超え、遙はるか上空から大地を見下ろした。

「魔力塔のふもとの森に建物が見えるな。あれは……まさかブラムド古城か？」

　小高い丘の上にある魔力塔のふもとに古風な城が映っている。

　シルジア皇国は大都市であり、魔力塔の周囲には近代的建築物がたくさんある。だがその中に重要文化財として、ブラムド古城という崩れかけの城が残っていた。

　かつてシルジア皇国を建国した偉人、アレン＝ブラムド＝シルジア公爵が住んでいたと言われる城塞跡地だ。

　けれどそのブラムド古城はなぜか壊れておらず、しかもどこか真新しくさえ見える。

「どういう事だ……？　空間転移魔法で遠方に飛ばされたにしては見知った城や魔力塔があるし、周辺の地形がほぼ同じなのもおかしい」

　アーシェも似たような疑問を抱いたらしい。怪け訝げんな眼まな差ざしで、しきりに耳と尻尾をパタパタ動かしている。

「エリオ、ちょっと南西の方角を拡大できないかな？」

「それはできるが、何か面白いものでもあったか？」

「いいから拡大してみて」

　言われた通りに軽銀の蜂ワスプを操作し、焦点を調整する。するとその先にも別の都市が見えた。

　街を覆うように壁で囲われ、大勢の人間が忙せわしなく動いている。ほとんどが全身金属鎧よろいをまとい、腰に帯剣している。

　中心には城があり、赤黒二色で描かれた竜の旗を掲げていた。ブラムド古城よりも大きくて立派だが、現代建築ではあり得ないほど古めかしい建造物だと一目見ただけでエリオットにもわかった。

「ずいぶん古風な建物だな。それに金属鎧よろいを着た兵士なんて演劇でしか見た事ない。防御魔法も掛かってなさそうだし、学院の制服の方が何倍も強いぞ」

「この旗も見た事ないわ。どこの国旗かしら？」

「ちょっと待ってね、今調べてるとこだから」

「調べるって、国旗の百科事典でも持ってるのか？」

「データに決まってるでしょ。私の魔導端末グリモアには娯楽書から魔道書まで、およそ千三百冊分の書籍データが入ってるの」

「エッチな本も？」

「そ、そんなの入れてないもん！」

　ラキアの茶々に赤くなるアーシェ。それを誤魔化すように自分の魔導端末グリモアを操作している。

　ラキアも一緒になって画面を覗のぞいているが、見つけるのになかなか手間取っているようだ。エリオットは軽銀の蜂ワスプの視界をぐるりと一周させ、周辺の風景を一望する。

　その時、ふと森の中に人影が映った。

　二人の男女が一心不乱に走っている。片やフード付きのケープを羽織った少女、片や金属の軽けい鎧がいにマントを羽織った騎士だ。

　彼らは何かに追われるように時折背後を振り返っている。

　その先には全身鎧よろいで身を固め、馬上で槍やりや剣を構える騎兵達たちがいた。一人は魔術師なのか、革かわ鎧よろいを着て古めかしいデザインをした木の杖つえを持っている。

「これは……」

　嫌な予感が脳裏を過ぎる。

　その予想に反する事なく、騎士が立ち止まって剣を抜いた。距離があるため声は聞こえないが、動きからすると少女を逃がそうとしているようだ。

　そして──

「っ!!」

　騎士が刃に倒れたのを目まの当あたりにして、エリオットは青い鉱石を握り締めた。

「創換魔法アセンブル〈岩石の狼グラナイトウルフ〉！」

　岩から生み出された狼おおかみの彫像にまたがると、アーシェとラキアが驚いたように顔を上げた。

「ちょっと、エリオ！　どこ行くの!?」

「緊急事態だ！　人が襲われてる！」

「人がいたの？」

「ああ、一人斬られた！　助けに向かう！」

「だったらちょっと待って。付与魔法エンチヤント〈追い風テイルウインド〉！」

　アーシェが短剣を向けた先、グラナイトウルフが淡く光る。速度を上昇させる魔法をかけてくれたようだ。

「先に行って。私わたし達たちも追いかけるから！」

「わかった！　軽銀の蜂ワスプの視界をそっちにも繫つないでおく！」

　そう叫んで上空のオートマギアへ魔力を送り、情報を二人の端末へリンクさせる。

　そして二人をその場に残し、グラナイトウルフは大地を蹴った。

　風に背を押され、濡ぬれた草原を疾走する。制服の防御魔法が自動で発動し、衝撃波を伴った泥や鋭い草葉を弾く。

（速え……音速超えてるんじゃないか？）

　自分が風そのものになったかのような凄すさまじい速度だ。もし制服の防御魔法がなければ、たちまち全身傷だらけになっていただろう。

　軽銀の蜂ワスプから得た情報を分析し、魔導端末グリモアに表示されたポイントを辿たどって突き進む。

　そうして樹木を背にする少女の姿を視認するなり、地面を抉えぐりながら停止。グラナイトウルフから飛び降りる。

「そこまでだ！」

　突如現れたエリオットに、騎兵達たちの馬がいなないた。

「な、なんだぁ？」

「お前らの鎧よろい、さっき竜の旗の城で見た奴やつらと同じだな。何者だ？」

「他人に名を尋ねるなら、まず貴様から名乗れ！」

　いきなり斬り掛かって来るかとも思ったが、意外にも対話に応じてくれる。ただの悪漢というよりは、訓練された人間のような雰囲気だ。

「なるほど、確かに。俺はソブルム魔ま導どう学院の学生で、エリオット＝ハンクスだ」

「ソブルム……？　よくわからんが、なぜ我らの邪魔立てをする！」

「犯罪を防ごうとするのは当然の事だろ。それより俺は名乗ったぞ、お前らも名乗れ」

「我らはローエンブルク聖王国第三魔ま導どう騎士団の者だ！」

「……ローエンブルク？　聞いた事がないな。まぁ何でもいいんだが、お前らの罪は傷害、殺人──未遂なら懲役数年ってところか？　ここが外国なら皇国法とは違うかもしれないが……とにかく今ならその程度で済むぞ。わかったら大人しく降伏しろ」

　それを聞いた騎兵達たちが顔を見合わせる。

「こいつ何言ってやがる？」

「油断するな。恐らく奴やつは召喚術師だ」

　魔術師らしき男がグラナイトウルフを睨にらみ付つける。

「召喚術師……にしては見た事がない魔獣を従えているな。黒妖犬ヘルハウンドの亜種か？」

「何だって構わねえさ。邪魔する奴やつは消せばいい」

　騎兵達たちは得物を握り締め、魔術師を守りつつエリオットの周りを取り囲む。典型的な攻撃の布陣だ。敵意溢あふれる動きに、グラナイトウルフが岩石の牙を剝むいた。

「……降伏するつもりがないなら強硬策を取らせてもらうが？」

「好きにせよ。召喚獣を使役出来るのは貴様だけじゃない──召喚魔法サモン〈人喰い鬼オーガ〉！」

　木の杖つえを掲げた魔術師の足元に魔法陣が浮かび上がるや、青白い肌の巨人が姿を現す。

　粘土を雑に捏こねて作ったような醜悪な顔、筋骨隆々な巨体。その身の丈は大人よりも二回り以上大きい。

　それを見た少女は涙を流して震えていた。何しろ相手はグラナイトウルフが子犬に見えるほど大きな人喰い鬼オーガだ。怯おびえても仕方がないだろう。

「オーガか……。積極的に人を襲い主食とする習性を嫌われ、何百年か前に絶滅させられた種族って習ったはずだが。今も喚よび出せる術師がいたのか」

「何をわけのわからん事を言ってやがる！」

　いきり立つ騎兵を制し、魔術師は冷たい目を向けてくる。

「小僧、そこをどけ。女を渡せば貴様は殺さないでおいてやる」

「嫌だと言ったら？」

「ならば死ね！　オーガよ、そいつを喰くい殺せ！」

「グルォォォォォ!!」

　醜悪な巨人が雄お叫たけびを上げ、がむしゃらに突進して来る。

　エリオットは腰のポーチへ手を突っ込み──

「創換魔法アセンブル〈水晶の騎士クオーツナイト〉！」

　放り投げた魔ま導どう核が光り、周囲の鉱物がまとわり付いた。

　異界のデータにより構成されたのは、水晶で出来た三体の騎士だ。オーガに匹敵する巨体を持ち、タワーシールドで敵の拳を防いでいる。

「バ、バカな！　召喚獣を複数体喚よび出しただと!?」

　更にオーガの拳が振り下ろされたが、クォーツナイトは何の痛つう痒ようも感じない。体格差はほぼなく、質量はこちらの方が上なのだ。敵の行動は地面を殴っているのに等しい。

「オーガを殺せ」

　そんな命令に無言で応え、クォーツナイトは人間一人ほどはあろうかという大剣を一いつ閃せんさせる。たったそれだけでオーガの胴体は分断され、光の粒子となって消えていった。

「あ……あり得ない！　なぜ一人の術師が多重召喚など出来る!?　異界の法則を捻ねじ曲まげたとでも言うのか!?」

「そんな常識に囚とらわれてるといつまで経たっても進歩しないぞ」

　クォーツナイトが一歩前へ踏み出す。

「ひ……ひぃぃっ!?」

　魔術師の表情が恐怖に歪ゆがみ、震える足で後ずさる。もはや戦意は失うせたようだ。騎兵達たちと共に脱だつ兎とのごとく背を向けて逃げる。

「奴やつらを殺さないよう捕まえろ」

　その命令で、グラナイトウルフが錬れん金きん銃から放たれる弾丸のごとき速度で駆けた。アーシェの魔法が効いているなら一体で充分だろう。

「さて、こっちは無事か？」

　エリオットは踵きびすを返かえし、少女の前に屈かがんだ。

　見たところ少女は年下で、中等部生くらいだろう。くすんだ茶色の髪は一括くくりにされ、同色の瞳で見上げてくる。

　何度も刃を向けられたのか、ケープや服は裂け、右肩から背中にかけて大きな切り傷があった。このまま放っておけば死ぬかもしれないが、幸いアーシェが治癒魔法を使える。

「あんた名前は？」

「……フラミリス……です……」

　息を荒げ、かすれる声で告げる少女──フラミリス。エリオットは応急手当を施しながら、

「フラミリスさんか。もう大丈夫だ。これくらいの怪け我がならすぐ治る」

「わたくしの事より……護衛の彼を……」

「護衛？」

「はい……わたくしを守るために戦った騎士です……」

　言われて先の光景が脳裏を過ぎる。

　馬上から剣で斬られ、槍やりで一突きにされた騎士。さすがに彼が生きているとは思えないが、今ここで正直に話す気にはなれない。

「……そっちは俺の仲間が救助に向かってる。だから心配するな」

　そう言うと、フラミリスは安心したように微ほほ笑えみ、意識を手放してしまった。

「エリオ、大丈夫!?」

　背後から投げかけられた声で振り返ると、短剣を構えるアーシェの姿が見えた。ラキアも一緒のようだ。

「良いいところに来た。この娘を治療してやってくれ」

「うん！」

　アーシェは急いでフラミリスに駆け寄り治癒魔法をかける。肩に乗るココがぴょんと飛び降りた。

「結構な重傷だね。気絶してるみたいだけど、身元はわからない？」

「わからん。とりあえず名前はフラミリスだそうだ」

「そっか。じゃあ治療が終わったら持ち物とか調べてみる」

「一応聞くが、騎士の方は？」

「……」

　アーシェは無言で応え、代わりにラキアが首を横に振る。やはり間に合わなかったらしい。

「遺体はどうしてる？」

「大丈夫、幻げん惑わく魔法で隠蔽しておいたから獣に荒らされる心配はないわ」

「そうか……。ならいい」

　見知らぬ人間とはいえ、人死にが出るのは気分の良いいものではない。エリオットは頭を振って騎士の最さい期ごの姿を意識の外へ追いやる。

「ところでエリオット君、襲撃犯の一味はどうしたの？」

「グラナイトウルフが倒した。全員気絶させてすぐ近くに集めてある」

「そう。ならそっちはいいわ。後はこの娘をどうするかだけれど……」

「通報しようにも、他と連絡が取れないんじゃな」

　嘆息するエリオット。

　その時ふと、先ほどから無言を貫いているアーシェの姿が目に留まった。もう治療は終わったみたいだが、身元確認しているようにも見えない。

「そんな……噓うそでしょ……」

「何かわかったのか？」

「……これ見て」

　アーシェはフラミリスの胸元をはだけて見せた。

「お、おい、何やって──」

　目を逸そらそうとして、止まる。

　大きくはだけられたフラミリスの胸元。そこには鍵の形をした銀色のあざが浮かんでいた。

　シルジア皇国において、皇位継承権を持つ人間が生まれつき体のどこかに持っているとされるあざ──『鍵の紋章』だ。現在の皇帝は左手の甲にある。

「つまり……その娘は皇族って事か？」

「そうなるね。でもフラミリスなんて名前の皇族、聞いた事が──いえ、待って？」

　アーシェは何やら考え込むように口元に手を当てる。

「……エリオ、襲撃犯はどこの誰だったの？」

「詳しくはわからんが、ローエンブルクの魔ま導どう騎士団とか何とか言ってたな」

「ローエンブルク……って、まさかローエンブルク聖王国？」

　ブツブツとつぶやきながら魔導端末グリモアを操作し、真剣な眼まな差ざしで画面を見つめるアーシェ。書籍データで何かを確認しているようだ。

「国旗のデザインも合ってる……。魔力塔付近のお城がブラムド古城だとして、そこから南西にあるし」

「ラキア、そんな国あったか？　皇国の南西はオーレリア魔法国連邦の領土だろ」

「あたしも知らないわねー」

　エリオットの問いに、ラキアが頰に指を当てて首を捻ひねる。

　そんな無知を糾弾するように目を細め、アーシェは重い口調で告げた。

「ローエンブルク聖王国は千年前……魔ま導どう大戦期に滅亡した国だよ」







　アーシェの説明は次のようなものだった。

　千年前、大陸にはローエンブルク聖王国を含む三つの大国と、無数の小国があった。

　各大国は神獣と呼ばれる強大な存在を一体ずつ保有しており、互いに覇権を巡って争っていた時代を特に『魔ま導どう大戦期』と呼ぶ。

　エリオット達たちが住むシルジア皇国はこの時代、アレン＝ブラムド＝シルジア公爵を君主とした国家──シルジア公国を名乗っており、有象無象の弱小国として大国から搾さく取しゆされる側だったという。ラキアの祖国であるオーレリア魔法国連邦などは影も形もない。

　フラミリス＝シルジアは、アレン＝ブラムド＝シルジア公爵の娘であり、シルジア皇国初代皇帝の姉だそうだ。

　エリオットは額に手を当ててため息を吐いた。

「信じ難がたい話だが……要するにここは千年前の世界って事か？」

「少なくとも千年以上前、ね。この娘がフラミリス＝シルジア本人で、襲撃犯がローエンブルク聖王国の人間なら、大戦が始まる前だと思う」

「たまたま似ているだけって可能性もあるんじゃないか？」

「確かにそれは否定できない……。でもそれを正しいと論じるためには、より多くの仮定を必要とするよ。私わたし達たちが千年前の世界に転移したという仮説と、たまたま外観がそっくりな魔力塔やお城があり、偶然にも初代皇帝の姉と同名の女の子がいて、千年前の記録に似通った別のまったく知らない場所に転移したという仮説。二つを比べれば、前者の方が思考節約の原理に沿ってると思う」

「よくわからん。俺にもわかる言葉で言ってくれ」

「たまたま似てるだけの可能性は低すぎるって言ってるの！」

　ジト目で睨にらむアーシェ。まるで宿題を忘れた生徒を[image: 叱]る教師のようである。

「しかしなぁ……。俺はさっきフラミリスって娘やローエンブルクの連中と普通に会話が出来たぞ」

「それがどうしたの？」

「だから、千年も経たっていたら言葉がかなり変わるんじゃないかって事だ。シルジア皇国でも地域によっては方言があるし、遠方の国じゃ違う言語で話すと聞く。でも今さっき会話したところ、特に違和感なく意思疎通が出来た。言葉の訛なまりすらなさそうだった」

「この辺りには数百年も生きる獣人がたくさん住んでいたんだよ。地方ならともかく、皇都付近じゃ言葉なんてそうそう変わらないよ」

「……そういや獣人がいたか」

　エリオットは肩を落とした。わずかに期待を寄せていただけに、こうもたやすく否定されてはゲンナリするというものだ。

「ねぇ、神獣って何？」

　横で眺めていたラキアが口を挟んだ。

「ローエンブルク聖王国が保有していたのは暴竜カリブンクルスだね。他の二国の神獣は不明だけど、同格の存在のはず」

「暴竜カリブンクルスならあたしも聞いた事あるかも。何百年か前に暴れて、シルジア皇国を半壊させた事があるとか何とか」

「そうだね。後の世にも何度か喚よび出されては色々と破壊した記録がある有名な魔獣。ローエンブルクの国旗にもなってる」

　アーシェは人差し指を立てながら、

「それぞれの神獣は単体で国家をたやすく滅ぼすほどの力を持っていたみたいで、もし大国間で戦いになったら皆が壊滅的な被害を受ける。そんなギリギリの状況で、魔ま導どう大戦が本格化するまでは辛かろうじて平和が保たれていたらしいの」

「相互確証破壊だっけ？　相手を攻撃したら自分も倒れるから、互いに手が出せなくなっちゃうっていう」

「そう。詳しいね、ラキアさん」

「呼び捨てでいいのに」

　わざとらしく拗すねるラキアを少し困った顔で流し、アーシェは続ける。

「話はここからだよ。魔ま導どう大戦の時代は大国同士がぶつかり合う中、突如魔神の軍勢が現れ、神獣を持つ列強諸国を滅ぼしてしまった。そのまま周辺諸国もいくつか吞のみ込こんで、人類は絶滅する寸前までいったけれど、当時小国だったシルジア公国の勇者が残った小国群をまとめあげ、魔神を討ち倒したとされているの」

　拾った木の枝に魔法を付与し、光の線で空中に図解して説明するアーシェ。

「ずいぶんと歴史に詳しいな。首席魔術師も伊だ達てじゃないって事か」

「これ、普通に授業で習う範囲だよ？」

「歴史の先生は睡眠魔法が得意らしくてな……」

「適当な事言わないの！」

　ペチ、と頭にチョップをかまされる。

「……魔神ってのはなんだ？」

「さぁ。召喚された神話の怪物だの、超古代文明の魔ま導どう兵器だのと諸説あるけど、具体的にどういう存在なのかはわからないよ」

「何かヒントはないのか？」

「ヒントと言われても……。魔ま導どう大戦期は人類史の中でも有名な暗黒時代の一つで、魔法技術を始めとするあらゆる文化が大きく衰退した時期だから、そもそも資料が少ないの。魔神の正体について信しん憑ぴよう性の薄い仮説まで含めていいなら、人気があるのは異界の神説かな。主にオカルト分野でね」

「列強の三国をまとめて滅ぼすような魔神とやらを、周辺国を味方に付けたとはいえ魔力塔くらいしか持たない弱小国が倒せるのか？」

「私に言わないでよ。歴史の先生がそう言ってたんだもん」

　エリオットは眉を寄せてあごをさすりながら、

「まぁいい……。それよりもだ。空間転移の魔法なら実用化も近いらしいが、時間転移、特に過去への転移は理論的に否定されてなかったか？」

「あくまで既存の理論が否定されただけで、過去転移が不可能と決まったわけじゃないよ。学会ではおそらく出来ないだろうって意見が大多数を占めてるけど……」

　アーシェの声が先細りになってゆく。実際に過去へ来てしまったとしか思えない今の状況下では、自分の発言に自信が持てないのだろう。

「仮に、だ。ここが千年前の世界だとしよう。俺おれ達たちが元の時代へ戻る方法はあるのか？」

「……」

　場に沈黙が訪れる。アーシェもラキアもエリオットも、互いに顔を見合わせるだけだ。

（当然と言えば当然か……）

　エリオット達たちは最先端魔法を研究しているとはいえ学生の身分なのだ。千年もの時を超えるほどの時間転移魔法など、どうやればいいのか想像も出来ない。

「そういえばラキアはソブルムの書を持っていたな。ちょっと見せてくれないか？」

「やーよ。取り返すつもりでしょ？」

　ソブルムの書を抱いてそっぽを向くラキア。

「違う。そこにはソブルム魔ま導どう学院で研究されてきた魔法が全て記されてるんだ。もしかすると帰る方法が見つかるかもしれない」

「書いてあったとしてもどうせ読めないわよ。厳重に封印されてて開く事も出来ないし」

「なら封印を解除する方法を見つければ──」

　ふと、エリオットは強烈な違和感を覚えた。

（……待てよ？　もし時間転移魔法が使えたとしても、そもそも俺おれ達たちは帰れるのか？）

　アーシェもその可能性に気付いているのか、木陰で眠るフラミリスを困惑の眼まな差ざしで見つめている。

「なぁ、アーシェ。俺おれ達たちは初代皇帝の姉とやらを助けたが、本来の歴史だとどうなってる？」

「……」

　無言。力なく尻尾と耳を垂らす様子からして、その答えは察しが付く。

「つまり、フラミリス＝シルジアはここで死ぬはずだったという事か？」

「うん……」

　アーシェは小さくうなずき、魔導端末グリモアの画面を見せてくる。

「フラミリス＝シルジア姫。皇歴三〇四年三月一六日生まれ。シルジア皇国初代皇帝であり魔神を討ち倒した勇者ディラン＝フェリクス＝シルジアの姉として生を受けたが、皇歴三一八年四月一二日、ローエンブルク聖王国との魔力塔を巡る戦いの中、十四歳の若さでその生涯を終えた……か」

「どうしよう……？」

「どうすると言われてもな……」

　今ここでフラミリスを殺せば歴史は元通りかもしれないが、さすがに自ら手を下す気にはなれない。

「……まぁ、せっかくお姫様を助けたんだ。彼女を手土産にシルジア公国へ行ってみよう。未来へ帰る方法さえ見つかれば、歴史を修正する事も可能かもしれないしな」

　エリオットはそう自分を納得させる。

　帰る方法さえあれば、フラミリスを未来へ連れて行くという選択肢だってあるのだ。今一番やってはならないのは、何も行動しない事である。

　記録が正しければ、今はフラミリス姫の命日、つまり皇歴三一八年の四月一二日となるはずだ。これは魔ま導どう大戦が勃発する十年ほど前であり、アーシェの知識や魔導端末グリモアに保存された書籍があれば、今後何が起こるかもある程度わかるだろう。

「……ねぇ二人とも。その事なんだけど、ちょっとこれ見てくれない？」

　ラキアが自分の魔導端末グリモアを向けてくる。上空で待機中の軽銀の蜂ワスプの視界だ。

　そこには、今まさにブラムド古城の周りを包囲する無数の兵士達たちが映し出されていた。

　数千の歩兵が銀色の列を成し、騎兵隊がそれに続く。その中央には、兵に守られるようにして立派な鎧よろいを着た一人の指揮官と、魔術師と思おぼしきローブを着た者が十名。そして炎をまとう四足竜りゆう鱗りんの魔獣達たちの姿があった。

「これは……火竜を引き連れた部隊か？」

「ブラムド古城の方角に向かってるみたいだけど……」

　竜の旗を掲げている事から、あれはローエンブルク聖王国所属の部隊だろう。

　シルジア公国の城門は固く閉ざされ、城を囲うように別働隊も動いている。辺りには不穏な気配が漂っていた。

「友好を訴える平和の使者には見えないわよねぇ」

　ラキアの言う通り、兵士達たちは手に手に武器を取り、雄お叫たけびを上げている。今にも城へ攻め込まんとしている事は傍はた目めにも明らかだ。

「アーシェ、この時代のシルジア公国はどれくらい強いんだ？　これだけの兵力で攻められても大丈夫なのか？」

「……どうだろ。でも、もし今ここで攻め滅ぼされるようなら、私わたし達たちの時代にシルジア皇国は存在しないんじゃないかな？」

「いや、本来の歴史でも同じ条件で戦ったとは限らない。既に俺おれ達たちは歴史に手を加えてる」

　エリオットは晴れ上がった天を仰ぐ。

　先ほどまでこの辺り一帯は大嵐だった。叩たたき付つけるような雨に打たれながらでは兵の進軍もままならないし、何より水に弱い火竜を活いかす事も出来なかっただろう。

（だが、嵐はアーシェの魔法で吹き飛ばされてしまった。この行動がもたらす未来は……）

「まさか……私のせいで……？」

　震えながら青あお褪ざめるアーシェ。自分の行動により、母国が滅びてしまう可能性に思い至ったようだ。

　エリオットは彼女の肩に手を乗せる。

「お前のせいじゃない。俺だって間違えた。こんな事を予測出来る奴やつはいないんだ」

「だけど……歴史はもう変わってしまった可能性があるんだよ？　この世界では、将来私わたし達たちが生まれるかどうかもわからない……」

「師匠殺しのパラドックス、だったか？」

　時間遡そ行こうをテーマとした議論でよく聞く話だ。

　師匠から時間遡そ行こうの魔法を習った弟子が、過去に戻って師匠を殺したとする。そうすると師匠は弟子に魔法を教える事が出来ず、弟子は時間遡そ行こうして師匠を殺せなくなり、師匠は弟子に時間遡そ行こうの魔法を教える……という論理矛盾が生じる。

　その矛盾を回避するため、神が因果律を監視しているという説や、そもそも時間遡そ行こうが不可能とする説、過去へ戻った時点から似て非なる別の世界が新たに生まれるとする説など、様々な考察がなされている。

　だがいずれも検証など出来ないため、仮説の域を出ないものばかりだ。確かな事は一つしかない。

　今、自じ分ぶん達たちがここにいる事。

「だったら、今俺おれ達たちがやるべき事をしよう」

「やるべき事って……？」

「俺おれ達たちの帰るべき未来を守るんだ」







「蹂じゆう躙りんせよ！」

　敵の指揮官が命令を下し、火竜達たちが一斉に炎を吐く。たったそれだけで、外側の城壁が春の雪のごとく溶解してゆく。

「……始まってしまったか」

　黒い髪にヒゲを蓄えた男がつぶやく。その鍛え上げられた肉体に立派な装飾が施された鎧よろいを着込み、腰に白銀の長剣を差している。その右頰には鍵の紋章が浮かぶ。

　敵兵に囲まれた城門を見つめながら、アレン＝ブラムド＝シルジア公爵は精せい悍かんな顔立ちを苦渋に歪ゆがめていた。

　五年前、皇都がローエンブルクの神獣の攻撃を受け、敬愛する皇帝陛下と共に国は滅んだ。しかし家族と領民を守るため、シルジア公領は独立を宣言。以来公爵はあらゆる手を尽くしてこの地を守り抜いてきた。

　だが、それも終わりだ。

　火竜の炎は鉄をも溶かす。矢は触れる前に燃え尽き、強きよう靱じんな鱗うろこは魔力を帯びているため並の攻撃では傷付かない。ローエンブルクの聖女が従える神獣と比べると矮わい小しような存在だが、それでも竜の力は強大だ。

　交渉のために送った使者は、話す間もなく斬り捨てられた。魔力塔からもたらされる膨大な魔力で魔法壁マジツクシールドを張って耐えてはいるが、それもいずれ破られるだろう。

　神の加護としか思えないほど吹き荒れていた風雨も突如止やみ、打つ手はなくなった。

　公爵は控えていた側近達たちの横を抜け、歩を進める。

「閣下、どちらへ……？」

「私も戦う」

「なっ!?　なりません！　ここは我らに任せてお逃げを……！」

「その逃げ道を切り開くために私が行くのだ」

　公爵は地下通路から逃した少女の顔を思い出す。亡なき妻が残した忘れ形見、先月十四になったばかりの愛する娘──フラミリス姫だ。

「これまでの奴やつらの所業はお前まえ達たちも知っていよう。敵は我らの家族や領民を誰一人とて生かすつもりはない。フラミリスも地下通路を通って無事逃げおおせているだろうが、万一という事もある」

「逃げ道があるのでしたら、なおの事閣下がお逃げになるべきでは……っ」

　側近の言葉に公爵はかぶりを振る。そして腰の長剣を抜き──

「宝剣パルクラヴィスよ。我がシルジアの血の盟約に従い、その力を示せ！」

　その直後、公爵の持つ長剣に魔力の光が宿った。

　魔力塔と共に神話の時代より伝わる神器で、シルジア公国が誇る宝の一つである。

「古の契約により、この宝剣を扱えるのは鍵の紋章を持つ我が血族のみ。この首を討ち取れば、敵は我が子らを殺す事が出来なくなる。私が死んだら、敵の指揮官にその事を伝えよ」

「閣下……」

「後事はお前まえ達たちに託した」

　そうして振り返る事なく城門前まで行き、公爵は馬にまたがり宝剣を構える。

　魔法壁マジツクシールドが音を立てて割れた。怒号とともに敵兵や火竜が崩れた城門へ押し寄せる。

　門の中で待ち構える味方の兵は千にも満たない。疲弊したこの国に正規兵などは百もおらず、戦える領民をかき集めて何とかそろえた即席の兵達たちだ。魔術を修めた者に至っては片手の指で数えられるほどしかいない。

　彼らの先頭に立ち、公爵は馬を走らせた。

「ローエンブルクの侵略者ども！　貴様らにくれてやる物など、我が領地には草木一本とてありはせぬ！　どうしても欲しくば私を倒してゆけい！」

　宝剣で炎を切り裂き、放たれた魔法の刃が火竜の首を刎はね飛ばす。召喚された炎の魔獣は粒子となってかき消え、敵兵にどよめきが広がった。

「公爵様に続け！」

　味方の兵達たちが決死の覚悟で走り出す。崩れた城門から雪な崩だれ込こむ敵兵に盾でぶつかり、剣や槍やりを突き出す。

　そんな彼らを尻目に、十の騎兵と共に公爵は敵陣で宝剣を振るう。

　一いつ閃せんするごとに命が散さん華げし、銀の列に穴が空く。後続の騎兵達たちが脇を固め、風切る一本の矢のように公爵は敵兵を薙なぎ払はらう。

「どうした！　ローエンブルクの力はその程度か!?」

　敵を挑発するも、その勇猛さに敵兵は為なす術すべなく蹂じゆう躙りんされてゆく。

　狙うは敵の指揮官だ。

　命を捨てる覚悟をしたとはいえ、公爵もただでくれてやるつもりはない。混戦に持ち込んで火竜を使えなくし、指揮官さえ斬り伏せれば、この大軍を混乱させる事も可能なはずだ。

　だが──

「ブレスを放て！」

「なっ!?」

　猛烈な熱波が押し寄せた。

　火竜の吐いたブレスがローエンブルク兵もろとも焼き払い、公爵達たちに降りかかる。

　辛かろうじて宝剣で防いだが、左腕に火傷やけどを負い、馬から放り出された。後ろの騎兵も何人か巻き込まれてしまったようで、半数が炭と化し絶命。残りも半死半生の者ばかりだ。

「ぐぅぅ……」

　焼け焦げた小手を外し、大地を蹴る。繰り返し放たれる炎のブレスを宝剣で切り払い、迫り来る火竜を刻んでゆく。

　だが何度倒そうと魔術師によって召喚され、火竜はその数を戻してゆく。これではいくら倒してもキリがない。満身創そう痍いの中、ついに公爵は膝を折った。

（もはやこれまでか……）

　燃え盛る火竜のあぎとを見ないよう、うつむく。

　元よりこうなる事は覚悟の上だったが、それでも敗北の悔しさは拭い切れない。公爵は心の中で家族や領民達たちに謝罪の言葉をつぶやき、歯を食い縛る。

　その時だ。

「創換魔法アセンブル〈水晶の騎士クオーツナイト〉！」

　声が聞こえた直後、迫り来る炎が二つに割れた。

　公爵が驚きに目を見張る。

　眼前に出現したのは、青い鉱石が埋まった透明な鎧よろい、人を倍するほどの巨きよ軀く、湖面のようにきらめくタワーシールドを構える五体の彫像だった。

「火竜を倒せ！」

　召喚者であろう少年の命令で、鎧よろいの彫像達たちが駆け出した。敵を目掛けて水晶の大剣が振るわれるが、硬い鱗うろこに阻はばまれて刃が滑る。

　火竜が再びブレスを吐いた。赤熱しながらもそれをタワーシールドで防ぎ切り、炎が途切れるや再び大剣を振り上げる。

「アーシェ、援護してくれ！」

「ほい！　付与魔法エンチヤント〈超振動ハウリング〉！」

　横合いから現れた獣人の少女が赤い短剣を掲げた直後、水晶の大剣が異音を奏かなでて震え出した。

　鎧よろいの彫像がそれを燃える竜りゆう鱗りんに叩たたき付つけると、まるで熱したナイフでバターを切るように真っ二つにされる。

　あっという間に全ての火竜を斬り伏せられ、敵も味方も関係なく兵達たちに動揺が走った。

　敵の魔術師達たちも焦あせったのか、新たに火竜召喚の詠唱を始める。

　だが──

「そうはいかないわよ、幻惑魔法イリユージヨン〈幻肢痛フアントムペイン〉」

「ぐあっ!?」

　更に別の少女が魔法を放つと、魔術師達たちがうめき声とともに倒れた。まるで腕を失ったかのごとく悶もだえ苦しんでおり、召喚どころではないようだ。

「て、撤退！　撤退！」

　火竜と魔術師を無力化され、人外の騎士達たちに巨剣を向けられては、数で勝る敵軍もさすがに戦意を失ったようだ。潮が引くように敵兵達たちが逃げてゆく。

　何が起きたかもわからぬ内に戦いは終わり、先の少年少女が公爵の前に立った。

「貴殿らは……一体……？」

「安心してください、俺おれ達たちは味方です」







　公爵が運ばれていくのを見て、エリオットは一ひと息いき吐ついた。

　クォーツナイトを砂に戻し、魔ま導どう核を回収する。

「うまくいったみたいだな」

「下級の竜はそんなに強くないからね。ペットで飼う人もいるくらいだし」

「本当かそれ？　あいつら人間の倍くらいの大きさがあるぞ？」

「だって実際にいたんだもん。冬は暖かいらしいよ、お風ふ呂ろも沸かせるし。ちなみに飼い主は私の研究室仲間の一人。属性を持つ竜の鱗うろこに別の属性を多重付与する研究で、飼育してる間に仲良くなったんだって」

「あんなでかいトカゲをペットにする奴やつの気が知れん……」

　そう言いながら、エリオットは真新しいブラムド古城を見上げる。

　脳裏に浮かぶのは、先ほど火竜を斬り倒した白銀の魔法剣だ。エリオットの目をしてもかなりの逸品だと見受けられた。

「あのおっさんが持っていた剣、ソブルム魔ま導どう学院の学位授与式で見た覚えがある」

「宝剣パルクラヴィスだね。シルジア皇国の皇帝陛下だけが持つ事を許されてて、叙勲式とかでも使われてるものだよ。魔力塔を制御するための鍵で、古の契約により鍵の紋章を持つ皇族にしかその力を引き出せないとか」

「古の契約……ってなんだっけ？」

「神話の時代に皇帝陛下のご先祖様が、魔力塔を建造した大賢者と交わしたとされる契約の事だよ。それによりシルジアの地は魔力に富み、栄えたって。というかこれ知らないって、歴史の単位取れたの……？」

「取れてなかったら俺は留年して今ここにいないだろ」

　歴史はギリギリだったけどな、とエリオットは自嘲する。

　そんな風に雑談をしていると、ラキアが歩いてきた。

「こっちは大体片付いたようだけど、お姫様は大丈夫？」

「護衛にココを置いてある。今は森で寝てるよ」

「そう、ならそっちはいいわ。で、今後のあたし達たちのプランはどうなってるのかしら？」

「とりあえず飯食って寝たい」

「それは魅力的な話だけど、他にやる事があるんじゃない？」

「俺は徹夜明けで眠いんだ。魔ま導どう工学のレポート提出が明日までだったんだよ」

「あっそ。提出期限が千年も伸びて良かったわねー」

「良いいわけあるか！　あれは召喚術学会に提出するやつなんだぞ。俺の創換術が華々しく世にデビューするために必要なレポートだったのに……」

「よしよし、かわいそうにね」

　背伸びして頭を撫なでて来るアーシェ。エリオットは憮ぶ然ぜんとした表情になる。

「……創換術は世界を変えるほどの革新的な魔法技術なんだぞ。これが普及すれば俺は大魔術師に出世して、エリートコースまっしぐらだったんだ」

「エリオット君って意外に俗物ねぇ」

「ああそうだよ、俗物だよ俺は。今凹へこんでるんだから少しはアーシェを見習えよ……」

「じゃあ……あたしも慰めてあげようか？」

　そう言ってラキアは恥じらうような仕草でスカートの裾を持ち上げた。実に扇情的なポーズである。

「ダ、ダメだよ！　不純異性交遊は学則で禁止されてるの！」

「安心して。あたしは学院の人間じゃないから禁止されてないわ」

「そんな屁へ理り屈くつは通らないの！」

「……俺が悪かったよ」

　エリオットは疲れた顔でうなだれた。

「ひとまずシルジア公国と交渉しようと思ってる」

「何の交渉？」

「衣食住の。対価は国防だ。俺おれ達たちは母国を守りながら生活出来るし、あちらにとっても悪い話じゃないはず」

「未来へはどうやって戻るつもりかしら？」

「現状、ソブルムの書が頼みの綱だな。どうにかして封印の解除方法を探そう」

　千年後の母国を思い返しながら、エリオットは戦後処理に追われる兵士達たちを眺めていた。








第二章　銀死病と魔法薬









　戦いの後、三人はフラミリスを引き渡し、ブラムド城内の来賓室へと招き入れられた。

　壁や天井は白を基調としており、床には花模様の赤い絨じゆう毯たんが敷かれている。決して豪ごう奢しやではないが、上品で落ち着いた部屋だ。

　エリオットはアンティーク調の椅子に腰掛け、ガラスもない窓から青空を眺める。

「まずは名を名乗ろう。私はアレン＝ブラムド＝シルジアという。このシルジア公国の君主で肩書上は大公だが、皆は公爵と呼んでおる」

　テーブルの対面に座る黒ヒゲの男──シルジア公爵が名乗る。左腕や額に包帯を巻いた姿が戦闘の激しさを物語っていた。彼の隣に座る魔術師長の男や周囲に立つ警備兵達たち、メイド達たちからも疲労の色が見て取れる。

「俺……いや、私はエリオット＝ハンクスです」

　エリオットに続いてアーシェとラキアも自己紹介をしていく。

　公爵は硬そうなヒゲを撫なでながら、

「見たところ貴殿らは同じ衣服を着ているようだが、何かの一団なのかね？」

「ええ、まぁ……。旅の魔術師といったところです」

「ふむ、旅をするにしては軽装のようだが……それはさておこう」

　公爵は深く頭を下げて、

「此こ度たびは我が娘と領民を救ってくれた事、誠に感謝する」

「あ、いえその……お気になさらず……」

「しかし我らは命を救われたのだ。何か礼をせねばなるまい」

「は、はい……」

　ひたすら耳をピョコピョコと動かし恐縮するアーシェ。自分の魔法で国が危機に陥ったという罪の意識からだろう。

　エリオットは咳せき払ばらいで彼女を黙らせてから、

「では公爵様、我々を雇っていただけませんか？」

「雇う？」

「はい。私も仲間達たちも魔術師で、皆それなりに実力があると自負しています。今回のように他国が攻めて来る事を考えると、雇って損はないと思います」

「戦神イェルム様……」

「は？」

　エリオットが頭上に疑問符を浮かべると、公爵は意識を現実に戻した。

「ああ、いや……。多重召喚の魔術など、まるで戦神イェルム様のようだと思っただけだ。確かにあれは見事な魔術であった」

「戦神イェルム……ですか？」

「さよう。我がシルジア公領の神話に登場する伝説の英雄でな。一つの肉体に複数の魂を持ち、数多あまたの召喚獣を従えて領民を守ったという」

　初めて聞く自国の神話に首を傾かしげる。アーシェやラキアの方を横目で窺うかがったが、二人とも知らないようだ。

　公爵はヒゲを撫なで付つけながら、

「残念な事に我が国には魔術の才に秀ひいでた者がほとんどおらぬ。貴殿らを雇えるものならこちらから頼みたいくらいだ」

「閣下」

　しかめっ面つらの魔術師長を見て公爵は苦笑する。

「だが、雇えるかは貴殿らに支払う俸給次第となるな。蓄えはまだあるが、今は戦時ゆえにあまり出せるものは多くないのだ」

「我々はひとまず衣食住の確保が出来れば構いません。あとは働きに見合った報酬を都度いただければ。例え我々一人当たり兵十人に相当する金銭が必要だったとしても、たったそれだけでこの国が守られるのならお安い買い物かと」

　エリオットの物言いに、公爵は膝を打った。

「はっはっは！　エリオット殿と言ったな。貴殿はなかなか商売上手な御仁のようだ。しかし旅は良いいのかね？」

「ええ。今のままでは宿なしですし、荷物もほとんど置いて来てしまったのでお金もありません。野山で獣を狩ってもいいのですが、こちらで雇われた方が良いいと判断しました」

「なるほど、利害の一致というわけか。そういう事であれば貴殿らを雇うとしよう」

「閣下……っ」

　立ち上がろうとする魔術師長を手で制し、公爵は言う。

「部屋を用意させる。何かあればメイドに申し付けると良いい。出来うる限り対応しよう」

　そしてメイド達たちと入れ替わるようにして部屋を後にした。魔術師長も慌ててその背を追って行った。







「どうぞこちらでございます」

　メイドの案内で向かったのは、石造りの空間にベッドとテーブルや椅子があるだけの簡素な客室だった。

　エリオットはため息を吐いて、

「はぁ……緊張した」

「私も……。魔術師長のおじさん何か含みを持ってそうだったし」

「それは仕方ないわよ、あたし達たちが他国のスパイの可能性もあるしね」

「お前は本物のスパイだろ」

　そんなツッコミに、ラキアは口笛を吹いて誤魔化している。

　だが実際、こちらが他国のスパイである可能性も考えていただろう。その上で公爵が魔術師長を黙らせたのは、単純にエリオット達たちの力が彼らの手に負えるものではないからだ。そういう意味では、あの場で最も緊張していたのはむしろ公爵の方だったかもしれない。

「そんな事よりソブルムの書の封印がどういうものか調べたい。見せてくれないか？」

「やだ」

「必要な事なんだ」

　エリオットの言葉に、ラキアは目に見えてわかるほど表情を歪ゆがめた。事の重要性が頭ではわかっているようだ。

「……ちゃんと返してくれるんでしょうね？」

「それは本来俺おれ達たちのセリフなんだが……まぁ今言ってもしょうがない。調べたらすぐ返すよ」

「絶対？」

「絶対だ」

　そこまで言うと、渋々といった様子でラキアはソブルムの書を手渡してくる。

　古ぼけた羊皮紙の本で、大きさに似合わず重量感がある。赤い宝石はガーネットだろうか？　だが普通の物より大粒な上に極めて透明度が高い。

　超感覚の腕輪パラフ・リングで調べると、微かすかに魔法の反応があった。

「ふむ……反応は三つか」

「何かわかった？　わかったのなら早く返して欲しいんだけど」

「そう焦あせらせるなよ。作り自体は大した事ない。構造は魔ま導どう核と似てるな。この宝石の中に膨大な魔法データが刻み込まれてる。見たところ三重に封印魔法が掛けられているみたいだな。こいつを何とかすれば中身を読めそうだ」

　エリオットはブロンドヘアの獣人の少女へ目を向ける。

「アーシェ、正規の手段で読むにはどうやるんだ？」

「知らないよ。読んだ事ないし」

「なら不正な手段を試すか。封印の解除は？」

「解呪デイスペル系魔法の付与消去デイスエンチヤントなら使えるよ。封印を解除するというより、物体に付与された魔法そのものを消す魔法だね」

「ならやってみてくれ」

「うん、わかった」

　アーシェは赤い短剣を構える。念のためソブルムの書をテーブルに置き、エリオットは距離を取った。

「いくよ──付与魔法エンチヤント〈付与消去デイスエンチヤント〉」

　短剣の切っ先が光を放った。それと共にソブルムの書の周囲に三つの魔法陣が浮かび上がり、うち一つが粉砕される。

　だが──

「!?」

　粉々になったはずの魔法陣が、再び浮かび上がった。

「封印が再生された……？　どうなってるの？」

「どうやら三つ同時に解除しないといけないらしいな」

「……ふ、ふーん？　三つ同時に解除すればいいんだね？」

　耳をピンと伸ばし、口元をヒクつかせるアーシェ。ムキになったのか、オーラとなって目に見えるほど魔力を噴出させている。

「ならこうだよ！　付与魔法エンチヤント〈三重トリプル・付与消去デイスエンチヤント〉！」

　先程と同様に短剣が発光し、ソブルムの書の上に魔法陣が三つ浮かぶ。

　けれど今度は何の反応もない。一度目は破壊されたはずの魔法陣も、何事もなくそのまま残っていた。

「どうして何も起きないの!?」

「同じ魔法で三つ同時には解除出来ないようになってるみたいだな。おそらく不正な手段で中身を閲覧しようとすると、最低三種類の解呪デイスペル系魔法がないといけないんだろう」

「解呪デイスペル系魔法ってわりと最先端な魔法だよ？　そんな三種類も使えないよ……」

「これはそういうセキュリティなんだろう。誰でも簡単に開けられるようじゃ、封印の意味がない」

「エリオとラキアさんは使えないの？」

「そっち系は勉強してないな」

「あたしは騙だます専門だから」

「むぅー……」

　アーシェは風船のように頰を膨らませる。ずいぶんと悔しそうだ。

　魔法の事となると、彼女はいつも負けず嫌いになる。だからこその首席なのだろう。

「そうムキになるな。とりあえず今後の方針は、この封印を解く方法を探す事だ」

　エリオットはソブルムの書をラキアに返し、椅子に腰掛けた。

「俺は疲れたからちょっと寝るよ。二人はどうする？」

「私は封印の解除方法について調べる」

「あたしは散歩がしたいわねー」

「そうか。なら何かあったら起こして──ん？」

　椅子の背もたれに体を預けていたエリオットだったが、アーシェの肩に乗るココが銀毛を逆立てて扉を睨にらんでいるのに気付いた。

（誰かいる……？）

　意識を向ければ、確かに何者かが扉の裏側に立っている気配があった。部屋に入るでもなく、息を殺して室内の様子を窺うかがっているような。

　アーシェとラキアも気付いたらしい。

　二人にアイコンタクトを取りながら、エリオットは静かに扉の前へ忍び寄る。そして勢い良く扉を開け──

「誰だ！」

「あっ」

　そこにいたのは一人の少女だった。

　くすんだ茶色の髪を一つに括くくり、大きな目を瞬まばたかせる。赤い生地にリボンやレースで飾り付けられたワンピースドレスを身に着け、無防備に立っていた。

　ローエンブルク聖王国の騎兵達たちから助けた少女、フラミリス＝シルジア姫だ。

「あの、勝手に覗のぞいてごめんなさい……」

「いや……君か。何か用かな？」

　フラミリスはワンピースの裾を握り締めながら、

「あなた方がわたくしを助けてくださった魔術師様ですよね？」

「そうだが」

　エリオットの返答に、フラミリスは眩まぶしい笑顔を見せた。

「お会い出来て光栄です。この度はわたくしだけでなく、お父様や領民達たちの命までお救いいただき、なんとお礼を申し上げれば良いか……」
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「同じ事をさっき公爵様からも聞いたよ。それに君の護衛は助けられなかった」

　死んだ騎士の話が出ると、フラミリスは悲しそうに顔を伏せる。

「彼の事は残念でした……。けれど、そもそもあなた方が来てくださらなければ皆生きていなかったはずです。だからわたくしや弟も感謝しているという事をお伝えしたかったのです」

「弟……」

「はい。ディラン＝シルジアという名で、五歳になります」

「ディラン＝シルジア？」

　アーシェが首を傾かしげて言う。

「ディラン＝フェリクス＝シルジアじゃなくて？」

「え？　いえ、弟にミドルネームはございませんが」

　目を瞬まばたかせるフラミリス。アーシェが何を言っているかわからないようである。

「あの、もし良ければ弟にもお会いしていただけませんか？　あの子もお礼がしたいと言っておりましたので」

「……どうする？」

　救いを求めて視線を向けるが、二人とも興味があるのか小さくうなずいている。助け船にはならなさそうだ。

「お時間は取らせません。ほんの少しだけで構いませんから」

「ま、まぁそれならいいが……」

　にこやかな微ほほ笑えみに気け圧おされ、エリオットは思わず承諾してしまうのだった。







「どういう事だろ」

　石畳の廊下を歩いていると、アーシェのつぶやきが耳に届いた。

「どうした？」

　フラミリスに聞こえないよう、アーシェは声を潜めて、

「シルジア皇国の初代皇帝の事だよ。授業で習った内容だと、初代皇帝はディラン＝フェリクス＝シルジアって名前のはずなんだよね。でもミドルネームはないって言われたでしょ」

「後から付けたんだろうさ。ミドルネームの付け方なんて割と適当だろ。親とか聖人から取ったり、あだ名を付けたり、あるいはアーシェみたいに種族や称号を付けたりする人もいるしな」

「でも皇族の名前だよ？　何となくで付けるような立場の人じゃないと思うけど」

「まだ皇族じゃないんだろ。なんたって未来の初代皇帝様だ」

「それはそうなんだけどね」

　アーシェは唇に指を当てて考え込んでいる。何かが引っかかっているようだ。

「ちょっと疑問なんだけど、公爵は皇帝じゃないの？」

　ラキアが顔を近付けてくる。外国人の彼女なら不思議に思っても仕方がないのかもしれない。

「あの人はあくまで建国の父。皇帝を名乗ったのはその次の世代からだよ」

「じゃあどうして皇暦はその日が一年じゃないのよ？」

「それはファランド皇暦だからだよ」

「ファランド？　何それ？」

「シルジア公国はね、元々はファランド皇国っていう国に属する領土の一つだったの。でもその国がローエンブルクに攻められて滅亡しちゃったから、シルジア公領は独立したんだって。だから皇暦はシルジア皇国が基準じゃなくて、その前身たるファランド皇国が興おこった日を一年と設定したわけね」

「ふーん」

　さほど興味なさそうに曖昧に相あい槌づちを打つ。自分から聞いておいて勝手な事だ。

　そんな雑談をしていると、目的地に着いたようだ。

　鉄の扉に雄々しい獅し子しの絵が刻まれており、その両脇に警備兵が立っている。

「ディラン、入りますよ」

　部屋に通されて最初に目にしたのは、大きなベッドで横になる幼い男の子の姿だった。

　顔はやつれて頰がこけ、手足も骨と皮だけのようになっている。何より目立つのは、体中に浮かぶ銀色のあざだろう。それは痛々しいほど肌全体に広がっていた。

「こちらが弟のディラン＝シルジアです。ディラン、魔術師様が来てくださいましたよ」

　男の子──ディランは虚うつろな眼まな差ざしをエリオット達たちに向ける。意識はあるようだが苦しそうに喘あえぐだけで、言葉を発しているようには見えない。

「ごめんなさい……さっきまでは喋しやべる気力もあったのですけれど」

「……弟さんは、その、病気なのか？」

「はい。ディランは銀死病を患わずらっております。それまでは衛兵に剣の稽古をせがむような快活な子だったのですが……」

「銀死病？」

「ええ。体のあちこちに銀色のあざが浮かんでいるでしょう？　あれが増えるほどに弱っていく病です」

「感染は大丈夫なのか？　患者は何人いる？」

「あ、いえ。他人に感う染つったりなどはしないのでご安心を。銀死病はこの国においてごく稀まれに発症する病でして、現在患わずらっている者はわかっている限りだとディランだけです」

「そうか……」

　感染しないと聞いて、エリオットはホッと胸を撫なで下おろした。

「治療は？」

「我が国の魔術師長が定期的に治癒魔法をかけています。ただ、それで治るかは……」

　フラミリスは悲しげな目を弟へ向ける。

　この時代の治癒魔法がどの程度のものかはわからないが、この様子だとあまり劇的な効果はないのだろう。

　しばらくの沈黙の後、彼女は手をパンと叩たたいて明るい笑みを浮かべた。

「せっかくですから、わたくしがお城をご案内しましょうか。礼拝堂でお祈りするのもいいですし、庭園など歩くのも楽しいと思います」

　案内と聞いてか、アーシェは耳をピンと立てる。

「フラミリスさん、このお城に書庫はないかな？　あれば本を読ませて欲しいんだけど」

「書庫ならございますよ。ただ、書物は貴重なので一般には開放していないのですけれど……いえ、そうですね。魔術師様なら有効活用出来るでしょうし、お父様にお願いしてみます」

「あたしは庭園に行ってみたいわねー」

「それでは後でわたくしがご案内しますね」

「あら、いいの？　フラミーちゃんって良い子ね」

「フラミー……ちゃん？」

「あなたの愛称よ。その方が早くお友達になれそうでしょ？」

　ラキアの言葉でフラミリスは花のような笑顔になる。

「ラキア様って何だかお姉さんみたいですね」

「あら、嬉うれしい事言うじゃない。あたしの事はラキアちゃんって呼んでちょうだいね。この娘は獣人のアーシェちゃん」

「はい！　ではラキアちゃんと、アーシェちゃんって呼ばせていただきますね！」

　アーシェは頰を染めてそっぽを向き、

「な、なんで私までちゃん付けなの？　普通でいいよ……」

「でしたらラキアさんと、アーシェさんにしましょうか」

「えー、ラキアちゃんでいいのに」

　盛り上がっている彼女らを見て、一人げんなりするエリオット。フラミリスの処遇について真剣に悩んでいる自分がバカみたいである。

「エリオはどうする？」

「俺は休憩がしたい……」

「なら書庫で寝ればいいよ、読み終えたら起こしてあげるから。ね？」

　アーシェに袖を引っ張られ、エリオットはため息を漏らしながらも歩を進めるのだった。







　ひんやりとした空気の中、魔法の光を宿すランプシェードが周囲を照らす。

　書庫はそれなりに立派なものだった。

　ソブルム魔ま導どう学院の大図書館には遠く及ばないが、分厚い魔道書や歴史書に始まり、薬草学や占星術、錬金術の書、果ては日記や料理のレシピ本まで。全て合わせれば優に数千冊はあるだろう。

　アーシェは羊皮紙の本と魔導端末グリモアの画面を見比べながら、テーブルに突っ伏すエリオットの背を指でツンツンと突く。

「ねぇ、ちょっと思ったんだけど聞いてくれる？」

「ん……なんだ？」

「ディラン君の病気だけど、あれは魔素過敏症だよ」

「知ってるのか？」

「私も昔同じ症状の病気にかかった事があるからね」

　魔素とは、魔法現象を起こすエネルギーの最小単位の事だ。通常は空気中に微量に含まれており、体内に取り込まれて蓄積したものを一般的に魔力と呼ぶ。

「魔素過敏症というのは、要するに体内に保有していられる魔力の限界値を超えた状態、と思えばわかりやすいんじゃないかな。コップに水を入れすぎると溢あふれてしまうイメージね」

「溢あふれた魔素に対して拒絶反応が出る病気って事か？」

「そんな感じ。魔素が体表にまで溢あふれ出だした結果、銀ぎん斑ぱんが浮かぶの。患わずらってからおおよそ半年くらいでね」

　目だけで文字を追うアーシェ。ページをめくる彼女の手に合わせて、ココが顔を左右に動かしている。

「一応この時代の疫学の書で銀死病を確認してみたけど、やっぱり魔素過敏症で間違いない。それも銀ぎん斑ぱんが多数出ている事から、末期状態まで進行してる」

「アーシェがそんなのにかかった事があるってのは初耳だな」

「別に言い触らすような事でもないしね。ほら、シルジア皇国って魔力塔があるでしょ？　そのせいでこの辺りの空気は魔素が濃いの。普通の人は大丈夫だけど、生まれつき魔力が多い人ほど発症しやすいんだって」

「魔術の才能がある奴やつほどかかりやすいのか？」

「何をもって才能とするかによるけど、そういう側面はあるかな。魔力が多いほど魔法を行使できる回数も質も上げられるし。だから獣人は特にかかりやすかったみたい」

「ふむ……」

　エリオットは体を起こし、ディランの姿を思い出す。

　衰弱しきった小さな体はまるでガラス細工のようで、触れただけで壊れてしまいそうだった。魔神を倒した勇者であり、後の世で国家を率いる皇帝になるなど、現在の姿からは想像も付かない。

「末期と言ったが、治るのか？」

「治るよ。体内に過剰に溜たまった魔力を減らせばいいだけだから、例えば解呪デイスペルや吸収ドレイン系の魔法を使えば一発。一旦治って耐性が付けば、普通にしてる限り再発しない」

「普通にしてないと再発するって事か？」

「治療後、一日程度抗魔レジストや反射結界リフレクトウオールを掛けて療養すれば耐性が付くよ。以後は外部から大量の魔力を無理やり流し込んだりしなければ大丈夫。これは例えるならプールいっぱいの水を一気飲みすると死んじゃうって言ってるようなものかな。そんなの普通はしないよね」

「そりゃ確かに普通じゃないな……」

　そこまで聞いて、エリオットは眉を寄せる。

「今聞いた限りだと、あまり怖い病気には思えないが」

「私わたし達たちのいた時代ではね。でも原因が解明されて治療法が確立するまでは、高い致死率で恐れられた病気だったみたい。特に五百年前の魔素過敏症が大発生した大厄災では、患わずらった人の二人に一人が亡なくなって、シルジア皇国の人口が激減したって記録もあるくらい。獣人との混血化が進んだ中で、魔力塔の出力を上げる改修工事が行われたのが原因って言われてる」

「致死率五割か。それはまた厄介だな」

「厄介どころじゃないよ。この時代は予防という概念がないみたいだし、幸運に恵まれる以外に防ぐ方法がないのに、末期だと絶望的なんだよね。全身に銀ぎん斑ぱんが浮かんだ時点で死が確定するから、銀死病って呼ばれるようになったって。ソブルム魔ま導どう学院が設立されたキッカケも、大厄災で猛威を振るった魔素過敏症の治療法を研究するためだったとか」

「だが、ディランはシルジア皇国の初代皇帝になるはずだろう。末期で大丈夫なのか？」

「それが気になったから書庫を借りて調べてるの」

　アーシェは羊皮紙の本と魔導端末グリモアの文面を交互に見つめる。

　エリオットも端末の画面を横から覗のぞき見て、

「抗魔レジストや反射結界リフレクトウオールは古くから存在している防御魔法である。既に体内に入った魔素は減らせないが、外部からの流入を阻害するため、魔素過敏症の予防や早期治療、再発防止などに対して有効──か。一応聞くが、アーシェは末期の魔素過敏症を治す魔法を使えるんだよな？」

　エリオットの問いに、けれど予想に反してアーシェは首を横に振った。

「付与消去デイスエンチヤントでもダメなのか？」

「私が使えるのは物体や空間なんかの非生物に掛ける付与魔術だけだよ。生物に掛けるのは強化魔術の分野だから専門外」

「だが、アーシェは治癒魔法を使えるだろ。あれって人間に掛けるものだよな？」

「あれは再構成リジエネレートっていう、れっきとした付与魔術の魔法だよ。負傷して死滅した体の部位を非生物とみなして魔法を掛けてるの。でも魔素過敏症の銀ぎん斑ぱんは生体が魔法生物化してる状態だから、付与魔術は掛けられない」

「じゃあ他に治療する方法はないのか？」

「それは──」

　アーシェは一旦開いた口を閉じた。何か迷うように視線を落とす。

「……あるにはあるかな。出来れば避けたいけど」

「どんな方法だ？」

「私の魔法薬」

　そう言って鞄かばんを開け、錠剤の入った小瓶を取り出す。

「月霊草ムーンリーフは万能薬だからね。魔素過敏症だって治せるよ」

「いや、だがそれを使ったら……」

「うん……使わなくて済むならそれがいいんだけどね」

　魔法薬の枯こ渇かつはアーシェの死を意味する。残りのおよそ四十錠を使い切る前に、未来へ帰るなり魔法薬を補充するなりしなければならないのだ。

「月霊草ムーンリーフはどこに生えてる？」

「未来では魔法薬ギルドにより管理された専用農場で栽培してるらしいよ。発見されたのは五百年前の大厄災後で、栽培に成功したのが三百年前」

「ずいぶん詳しいな。それも本に載ってたのか？」

「ううん、魔法薬の説明書に書いてたの」

　そう言ってアーシェは鞄かばんから四つ折りにされた紙片を見せてくる。そこには魔法薬の正しい使い方と効能、それから月霊草ムーンリーフの歴史について簡単にまとめられていた。

「少なくともこの時代、その辺に生えてるようなものじゃない事は確かだね」

「……解呪デイスペルや吸収ドレインはこの時代だとまだないのか？」

「あるわけないよ。解呪デイスペルは概念こそ古くからあるけど、ここ数年でようやく実用化された新しい魔法だし。吸収ドレインだって三百年程度。抗魔レジストや反射結界リフレクトウオールなら私も使えるけど、末期じゃ意味がない」

「なら、やっぱりソブルムの書を読むしかないな……。あの本なら解呪デイスペルや吸収ドレインの使い方も書いてあるはず」

「封印を解除出来れば良いんだけどねー」

　書庫の扉を開けて入って来たのはラキアだ。フラミリスとは一緒じゃないらしい。

「聞いてたのか」

「まーね。それより面白い情報を仕入れて来たわ。封印の解除方法と、ディラン君がどうやって助かるのか」

「面白い情報って……まさかそのためにフラミリスと友達に？」

「情報収集をする最良の手は仲良くなる事だし、否定はしないでおくわ」

　柔和な笑みを浮かべるラキア。どこから建前でどこまで本音か、表情からは推し量れない。

「……心情的にはあまり肯定したくないやり方だが、まぁいい。聞かせてくれ」

「封印の方は簡単よ。宝剣パルクラヴィスにはあらゆる魔道具の封印を解除する力があるらしいわ。魔力塔の鍵として機能してるって辺りからそうじゃないかと思って聞いてみたけど、当たりみたいね」

「あらゆる魔道具の……？　そんな万能の魔法が存在するのかな？　解呪デイスペルっていうのは、発動した魔法を逆算して正確に反対の魔法を当てるものだよ？　少しでもずれたら効果がないどころか、魔法を強めたり暴走させたりするんだけど」

「そんなの知らないわよ。フラミーちゃんが言ってただけだし」

「あらゆる、という部分の真偽はともかく、試す価値はあるな。宝剣は皇族にしか使えないが、公爵様に頼んでみるか？」

　アーシェは何か考え込むように耳を垂らして、

「んー……でも宝剣パルクラヴィスって国宝だよ？　雇われたとはいえ、部外者の私わたし達たちに使わせてもらえるとは思えないんだけど」

「まぁそうだな……。よしんば使用許可が降りても、その用途は聞かれるだろう。ソブルムの書の封印を解くためだと話したとして、そこから未来の魔法技術が漏ろう洩えいする危険もある」

「ならフラミーちゃんにお願いすればいいじゃない。あの娘は宝剣が使えるし、口止めすれば漏ろう洩えいも防げると思うわ」

「確かにフラミーは鍵の紋章を持っているが……宝剣の使用にはどう考えても公爵の許可が必要になるぞ。どうするんだ？」

「ディラン君を銀死病から救えば、宝剣使用の交渉材料になるじゃない。そこは恩を着せていきましょ」

　人差し指を立ててウィンクするラキア。

「ならもう一つの方の、ディランが助かる方法は？」

「フラミーちゃんはディラン君の治療をするため、一週間前に月霊草ムーンリーフという植物を採りに行こうとしたらしいわ。諸事情で行けなかったみたいだけど。煎じて飲めば、万能薬になるそうよ」

　アーシェの耳がピクリと震えた。尻尾をくねらせ、疑わしげな目をラキアへ向ける。

「月霊草ムーンリーフがあるの？　どこに？」

「場所までは教えてもらえなかったわね」

「この時代に薬効と生息地が判明しているなら、文献なり何なりに記録されててもおかしくないはず。五百年前の大厄災と矛盾しない？」

「だからあたしに言わないでよ。疑うならフラミーちゃんに聞いてちょうだい」

「フラミーに、か……。確かにあの娘とは色々と話をした方が良さそうだな」

「話すって、何を？」

「色々だ。月霊草ムーンリーフの事、宝剣の事、俺おれ達たちが未来から来た事も含めてな」

「私わたし達たちが未来人って事、話しちゃって大丈夫かな……？」

　うつむくアーシェ。エリオットにも不安はある。

　歴史の記録が正しいなら、フラミリスは死んでいないといけない存在だ。自じ分ぶん達たちが未来の知識を持っている事を話さずに矛盾を解消するなど、もはや殺す以外には思い付かない。

「とにかく、一つずつ解決していこう。まずは明日の朝、フラミーと話をする事からだ」







　翌朝、日の出と共にエリオット達たちはフラミリスの部屋へ向かった。

「どうぞ、お入りください」

　中の声で扉を開け、室内へと足を踏み入れる。

　フラミリスの部屋は物が少なく、棚もクローゼットもきれいに整頓されている。この時代では高級品であろう等身大の姿見が壁に備え付けられ、部屋をより一層広く錯覚させる。

　彼女はまだ着替えておらず、ベッドに腰掛けていた。胸元が大きく開いた白い肌着姿で無防備な肢体を晒さらしている。

「今朝はずいぶんとお早いですね」

「ちょ、ちょっと！　エリオは見ちゃダメ！　あっち向いて！」

「もう向いてるんだが……」

「フラミーさんもそんな格好で入室許可を出さないで！」

「え？　あっ……」

　頰を染めてそそくさと胸元を隠すフラミリス。どうやら本気で気付いていなかったようだ。

「あ、あの……入室許可を出してしまったのはこちらの落ち度ですから、エリオット様を壁に押し付けるのはやめてあげてくださいね。すぐに身支度を整えますので」

　フラミリスはベルを振り、メイドを呼ぶ。エリオット達たちは一旦部屋の外に追い出され、着替え終えてから再度部屋に入る運びとなった。

「お待たせ致しました」

　出迎えたのは白いワンピースドレス姿のフラミリスである。メイドはエリオット達たちが入るや、ペコリと頭を下げて部屋を出る。

「それで今朝はどうされましたか？」

「あのね、フラミーさんに話しておかなきゃいけない事があるの。他の人には内緒にしておいて欲しいんだけど……」

「はぁ。それは構いませんが、どのようなお話でしょう？」

　アーシェは手をもじもじさせながら、

「実はね、私わたし達たち……千年後の未来から来たの」

「千年後……ですか？」

「うん。千年後のこの国にある、ソブルム魔ま導どう学院ってところにいたんだけど、いきなり時間転移らしき魔法に巻き込まれちゃって。気付いたらエリオやラキアさんと一緒にこの時代の洞窟の中へ飛ばされてて……」

「……」

　当然の反応というべきか。フラミリスは目を大きく見開いて絶句しているようだった。

「も、もちろんすぐに信じられないというのはわかるよ。だけど本当なの。あなたを助けたのも、火竜部隊を倒したのも、全部未来の魔法で──」

「──やはり、そうでしたか」

「えっ？」

　フラミリスの反応に、今度はエリオット達たちが驚かされる番だった。

　ラキアは訝いぶかしげに目を細め、アーシェも耳を立てている。

「……どういう事だ？　俺おれ達たちが未来人だと知ってたのか？」

「知っていたわけではありません。ただ、未来から来たなどと言われた方が、納得出来る事が多いというだけです。たったの三人で数千人からなる火竜部隊を退けるなど並大抵ではございませんし。エリオット様など一度に五体もの魔獣を従えておりましたが、一人の召喚術師が同時に使役出来る魔獣は一体のみという事くらい、わたくしとて存じております。それに──」

　フラミリスは朝日が差し込む窓へ目を向ける。

「一週間ほど前月霊草ムーンリーフを採取しに向かった日の事です。道中でローエンブルク兵に襲われて逃げていたわたくしは、黒衣をまとった一人の魔術師に助けられたのです。そして訪れるべき未来を予言されました。いわく、シルジア公国はどんなに攻め入られても決して滅びず、弟のディランが銀死病で死ぬ事もない。そして……近日中にわたくしはこの世を去るだろうと」

　それはまさしくエリオット達たちがこの場で伝えようとしていた内容だった。

　しかもまだ話していないはずのディランの治療やフラミリスの死までもが予言されている。

「正直なところ半信半疑だったのですが……現に我が国は最大の国難においても滅びる事はありませんでした。まるであの黒衣の魔術師があなた方の来訪を見通していたかのようです」

「その魔術師ってのは何者だ……？」

「何者かと聞かれましても……。お知り合いではないのですか？」

「未来から来た俺おれ達たちにはこの時代の知り合いなんていない。その魔術師の着ていた服は、俺おれ達たちが着ているようなものか？　例えばこの紋章とか」

　エリオットは制服の胸元を指差す。そこにはソブルム魔ま導どう学院の学生である事を示す金の鷲わしが刺し繡しゆうされている。

「いえ……。そのような見事な刺し繡しゆうはございませんでした。というよりも、装飾の類は何もない真っ黒なローブだったかと」

「すると学院の人間じゃないのか……。そいつの名前は？」

「わかりません。ただ、魔神とだけ名乗っておりました」

「魔神っ!?」

　エリオットの中で衝撃が走った。驚きのあまりアーシェやラキアと顔を見合わせる。

「ご存知なのですか？」

「い、いや……詳しくは知らない。だがこの時代に魔神を名乗る存在がいたらしいって事だけはわかってる」

　歴史において、神獣を従える列強三国を滅ぼしたとされる存在──魔神。

　未来を知り、歴史の裏で暗躍する、黒衣の魔術師。その人物が魔神の正体なのだろうか？

「因果律の監視者……」

　アーシェがふとそんな事をつぶやいた。

「時間遡そ行こうにおける仮説、神のような存在が因果律を監視して全てを決定しているという、運命論の一種だな。魔神がそうだと言うのか？」

「わかんないよ。ただ、その可能性もあるんじゃないかってだけ」

　ラキアはその意見に失笑する。

「あたしはそうは思わない。もし因果律の監視者なんてものがいるなら、過去を変える事は出来ないはずよね。でも実際はそうなってない。だから魔神はあたし達たち同様、未来人と考える方がスマートじゃないかしら？」

　あれやこれやと意見が飛び交う。

　だがここへは議論をしに来たわけじゃない。エリオットは手を叩たたき、

「とりあえずその話は後にしよう。ここへはディランの銀死病を治療する算段を付けるために来たんだ」

「では、やはりディランは治るのですか？」

「治せるが、それについていくつか聞きたい事がある。月霊草ムーンリーフはどこにあるのかと、なぜ君はそれで銀死病が治ると知っているのかだ」

　その問いに、フラミリスは笑顔を曇らせた。

「言えない事情でもあるのか？」

「……恩人との約束なのです。月霊草ムーンリーフの生えている場所は誰にも話さないで欲しいと。それにお話ししたところで入手など……」

「私が持ってる」

　アーシェの言葉にフラミリスは目を丸くする。

「月霊草ムーンリーフをお持ちなのですか？」

「うん」

　アーシェはうなずき、小瓶を見せる。

「瓶の中身は月霊草ムーンリーフから作られた、未来の薬だ。アーシェは生まれつき心臓が弱くてな、発作を抑えるために毎日飲まないといけない」

　あえて『死ぬ』という単語を避けたが、フラミリスは察したようだ。困惑したような表情でラベルや中の錠剤を凝視している。

「これが月霊草ムーンリーフ……？」

「正確には成分を抽出して作った魔法薬だね。これを使えばディラン君の病気は治せるよ」

「これで……ディランが……」

　不意に伸ばされた手が、けれど小瓶に触れる前に引っ込められる。

「で、でも、これはアーシェさんも必要な魔法薬なのですよね……？」

「うん……。だからこの時代で入手出来ればいいんだけどね」

　苦笑するアーシェ。半ば諦観混じりの表情である。

　しばし逡しゆん巡じゆんするように目を泳がせ、それからフラミリスはうつむいた。

「……誰にも言わないと約束していただけますか？」

「約束しよう」

　エリオットが答えると、彼女はポツポツと話し始めた。

「あれは確か……十年ほど前でしょうか。わたくしは獣人の森へ迷い込んだ事があるのです。そこで獣人の女の子に出会い、村へ連れて行かれ──月霊草ムーンリーフにより助けられました」

「月霊草ムーンリーフで助けられたって……まさか？」

「ええ、わたくしも銀死病を患わずらっていたのです」

　フラミリスは小さくうなずく。

「月霊草ムーンリーフは万病に効く希少な薬草で、門外不出の秘薬。決して人間には広めないでくれと言われました。獣人は銀死病の発症率が人間よりも遙はるかに高いようで、もし月霊草ムーンリーフが枯こ渇かつすれば村が滅んでしまう危険があるからだとか」

「幻想種の獣人は飛び抜けて魔力が高いからね、それは仕方ないと思う」

　アーシェが腕組みしながらうなずいている。同じ獣人として共感するところがあるのだろう。

「事情はわかった。つまり獣人の森に行けば入手出来るんだな？」

「それはそうですが……月霊草ムーンリーフを採りに行こうにも、あの辺りは現在ローエンブルクの占領下にあります。危険ですよ」

「危険は承知だ。何も行動せずに元の時代へ帰れるとは思えないからな」

「……わかりました。そういう事でしたら月霊草ムーンリーフを入手出来るよう協力致します」

「うん！」

　にっこり笑ってうなずくアーシェ。ラキアと違って裏表のない笑みだ。

「じゃあ獣人の村にはいつ行く？」

「今から行こう。魔法薬の数には限りがあるし、ディランの病状を考えるとのんびりやってる暇はないからな」

「そうだね。じゃあ早速準備しなきゃ。お弁当も三人分用意しないと」

「いや、俺とラキアの二人で行く。アーシェはフラミーと留守番していてくれ」

　アーシェの青い瞳が丸く見開かれる。

「ど、どうして？　私も行きたい」

「俺おれ達たちが薬草探しをしている間にローエンブルクが襲撃してきたらまずいだろ。誰かが残っていた方がいい」

「じゃあなんで私がお留守番なの？」

「アーシェが適任だからだ。俺の創換術だと、火竜みたいな物理耐性を持つデカブツを倒すのは骨が折れる。ラキアの幻術もどちらかと言えば戦闘向きじゃない」

「アーシェちゃんは戦略級の付与魔術師だもんねー」

「人を魔ま導どう兵器みたいに言わないで！」

　不満そうに頰を膨らませ、ふさふさの耳を倒すアーシェ。よほど行きたかったようだ。

　考えてみれば当然かもしれない。獣人の村は彼女の祖父母が暮らしていたであろう故郷なのだ。見れるものなら見たいだろう。

「軽銀の蜂ワスプの画面越しに見れるさ」

「うー……」

「わかったわかった。余裕が出来たら俺が連れてってやるから」

「絶対だよ？　約束破ったら隣の国まで吹き飛ばすからね」

　ふて腐れたように口を尖とがらせるアーシェに、エリオットは苦笑した。

「お手柔らかに頼むよ」







　その後ほどなくして、エリオットはラキアと共に崩れた城門前に立った。

　兵士達たちが城壁の修復作業を進める中、二体のグラナイトウルフを創換する。

　見送りはアーシェとフラミリスだ。

「今日は晴れで良かったわね？」

「……ラキアさん、なんでそこで私を見るの？」

「それはだって、雨だったらまたアーシェちゃんにお祈りしなきゃいけないところだったし」

「私を何だと思ってるの！」

「雨あめ除よけの御守りタリスマン？」

「人を魔道具扱いしないで！」

「んもう、アーシェちゃんってば可か愛わいい！」

「頭を撫なでないで！　子供扱いしないで！」

　抱き締められながら髪をワシャワシャされて、真っ赤な顔で歯は嚙がみするアーシェ。一応エリオットとは同い年だが、背は低いし獣人としては幼児も同然である。

　エリオットは剣を手に苦笑した。何だかんだで仲良くなっているらしい。

「じゃれ合うのもいいが、そろそろ行くぞ」

「あ、うん……ってエリオ、なんで剣なんか持ってるの？」

「敵国が支配する森に行くんだ、これくらいあっても良いだろう」

「魔法も掛かってない鉄の剣なんか役に立つかなぁ。何か付与する？」

「なら遠くから攻撃が出来る魔法で頼む」

「ほい。それじゃあ──付与魔法エンチヤント〈鎌鼬ワールウインド〉」

　向けられた短剣が輝きを増し、鉄の剣に魔法の風がまとわりつく。

　それを腰に括くくり付つけ、エリオットはグラナイトウルフにまたがった。

　フラミリスはその様子を不安げに見つめながら、

「場所はお伝えしましたが……大丈夫でしょうか？」

「ああ。上空に軽銀の蜂ワスプを飛ばしておくから迷ったりはしない」

「ですが、馬を使っても往復で一日はかかります。そんな軽装では……」

「それなら速度上昇の魔法を付与するから大丈夫。馬で一日の距離ならあっという間だよ」

　アーシェが更に短剣をかざし、二体のグラナイトウルフに〈追い風テイルウインド〉を付与する。重い岩の彫像に風がまとい、羽根のように軽いステップを踏んだ。

「軽銀の蜂ワスプは念話魔法の中継としても機能するようにしておく。現地に着いたら連絡するから、月霊草ムーンリーフかどうかの鑑定を頼む」

　そう言ってエリオットは軽銀の蜂ワスプを創換、命令一つで空高く舞い上がる。

　フラミリスは目を丸くしながら、

「……未来の魔法というのはすごいのですね」

「これで驚いてたら、千年後に行くと卒倒しそうだな」

　エリオットは軽く手を振り、ラキアに目配せする。

「それじゃ行って来る──走れ」

　命令を受け、グラナイトウルフが地面を蹴った。

　ラキアと並走しながら凄すさまじい速度で大地を駆ける。道中にすれ違った馬車馬に驚かれ、鳥が羽ばたく。

《めちゃくちゃな速度ね……。制服の防御魔法がなかったら大怪け我がしてるわよ、これ》

　ラキアが念話魔法を飛ばして来る。音速以上で走っているため、声が届かないのだ。

《防御魔法があれば落ちても死なないだろうが、振り落とされるなよ》

《あら、心配してくれるの？》

《当たり前だろ》

《あたしがソブルムの書を持ってるから？》

《……》

　無言の返事を肯定と捉えたか、ラキアはつまらなさそうに目を細める。

《聞きたいんだけど、どうしてアーシェちゃんを連れて来なかったのかしら？　獣人の住む森に行くならあの娘にも来てもらった方が良さそうだけど》

《あいつは病弱だからな。あまり荒事には巻き込みたくない》

《健けな気げねぇ。あんた達たちって恋人か何かなの？》

《違う。あいつとは幼おさな馴な染じみだよ》

《本当かしら？　それ以上の何かを感じるけどねー》

　ニヤニヤと笑うラキアから顔をそらし、エリオットは念話魔法を飛ばす。

《アーシェと俺は一緒に育った兄きよう妹だいみたいなものなんだよ》

《兄きよう妹だい？》

《そうだ。俺は物心付く前、通り魔に襲われて両親を亡なくしたらしくてな。ご近所さんで俺の親と仲が良かったアーシェの親が、俺を引き取って育ててくれたんだ》

《……なんか重そうなお話ねぇ。急に聞く気が失うせてきたわ》

《俺は別に重く感じてない。親の顔さえ覚えてないからな。まぁ、会ってみたかったという気持ちはあるが》

《ふぅん。だけどアーシェちゃんの親とは面識あるんでしょ？　でもあの娘は獣人最後の幻想種って》

《ああ。アーシェの両親は他界したよ。五年くらい前だったか》

《やっぱり重い話じゃないの……》

《そうだな》

　彼女の両親が死んだ当時、アーシェは涙が枯れ果てるほど泣きじゃくっていた事を覚えている。エリオットにとっても、本当の親同然の存在だった。

《親から受けた恩は子に返せと言う。そんなわけで俺がそばでアーシェの面倒を見てるんだが……人間の俺はあいつの寿命に付いていく事が出来ない。だから創換術を編み出したんだ》

《あら、大魔術師になってエリートコースを進むためじゃなかったのね》

《そうなりたいという気持ちがないとは言わないがな。理論上は寿命がなく、幻想種の獣人よりも長く生きられる存在を作るために考え出したんだ》

《もしかして、それがココちゃんだったり？》

《まぁな。元々はあいつが飼ってた黒猫だ。寿命で死んだ後にオートマギアの素体にしたら、毛が銀色になってしまった》

《かなりトチ狂った研究ねぇ……。国際法で禁じられた死し霊りよう魔術に通じるところがあるわよ、それ》

《言いたい事はわかるが、俺は魂を人工的に作っただけで、別に死者の魂を弄んじゃいない。それにココが死んだ時もアーシェはかなり塞ぎ込んでたからな。……埋めたり焼いたりして忘れるのを待つよりは良いいと思ったんだよ》

　雲の浮かぶ青空を見上げ、エリオットは憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべた。







　獣人の森までそう時間はかからなかった。馬で半日はかかるであろう距離も、風の速度ならば十分程度である。

「ここが獣人の森か」

　グラナイトウルフから降り、エリオットはつぶやいた。

　鬱うつ蒼そうとした森が眼前に広がっている。鳥の羽音や鳴き声が断続的に聞こえ、草の匂いに獣臭が混じる。生物の息遣いがそこかしこで感じられる。

「気味の悪い森だな。魔獣が住んでてもおかしくない」

「ま、いるでしょうね。あたしの幻術にかかればいないも同然だけど」

「俺にも魔法を掛けてくれるのか？」

「嫌よ、めんどくさい──と言いたいけれど、魔獣が寄って来るとそれはそれで鬱陶しいのよね。だから今回は特別に掛けてあげる。感謝しなさいよ？」

「……そりゃどうも」

「じゃ、掛けるわよ。幻惑魔法イリユージヨン〈透明化アンシーン〉！」

　ラキアが手を振るなりエリオットの足元に魔法陣が浮かんだ。キラキラと光る粒子が体の周りに舞う。

「もう消えたのか？」

「ええ、消えてるわよ」

「傍はた目めにはわからないな。ラキアの姿も見える」

「対象を選べずして幻術師を名乗るのは三流以下よ」

　言ってウィンクを飛ばして来る。

「それじゃ行きましょ」

「……ああ」

　グラナイトウルフを砂に戻し、魔ま導どう核を回収後、エリオットとラキアは森の中を進んだ。

　透明化アンシーンの魔法が効力を発揮しているのだろう。途中何度か黒妖犬ヘルハウンドや風妖精シルフなどと出くわしたが、見向きもされなかった。

「さすがは最先端の幻術だな」

「当然よ。そこらの魔獣や精霊なんて相手にならないわ」

　自慢げに胸を反らすラキア。

　そんな雑談をしていると、やがて開けた空間へ出た。

「ここが獣人の村……？」

　炭化した木々、えぐれた地面。燻くすぶる煙もないほど時間が過ぎたのだろう、焼け焦げて半壊した家屋には蔦つたが巻き付き、風化しつつある。

　視界に広がっていたのは、廃はい墟きよと化した村だった。

「これはひどいな……」

「何者かに襲撃されたのかしらね？」

　ラキアは家屋の壁に刺さった矢を指差す。ここで戦いが起きた事は間違いないようだ。

　土の匂いがする地面を踏み締めながら、エリオットはその中を散策する。それなりに大きな村にも拘かかわらず、骨一つ見当たらない。おそらく逃げたか連れ去られたかしたのだろう。いずれにしても獣人達たちには厳しい運命が待ち受けているだろうが、死体がない事はエリオットにとって救いと言えた。

「ねぇ、アーシェちゃんに連絡しないの？」

「……わかってる。しかし、あいつにこの光景を見せるのは……」

「ならどうやって月霊草ムーンリーフを探すつもり？　この森は結構広いわよ」

「画像ならもらってる」

　魔導端末グリモアに月霊草ムーンリーフを表示させる。

　それを見たラキアは深いため息を漏らした。

「……まぁ何でもいいけどね。とりあえずそこの木に生えてるのがそうじゃないかしら？」

　ラキアが指差したのは樹皮がウロコ状になった一本の大樹だ。

　そのふもとに、月霊草ムーンリーフと思おぼしき銀色の花を付けた野草があった。木漏れ日が差し、暗い森の中で一ひと際きわ存在感を放っている。

「確かに画像のものと似ているな。あまりに簡単に見つかった気がしないでもないが……」

「早く見つかって良かったじゃないの。じゃ、採って来ましょ」

「待て」

　前を行く少女の背へ、エリオットは魔法剣を突き付ける。

　そのただならぬ気配を察したか、ラキアは立ち止まった。

「……何の冗談かしら？」

「冗談だと思うのか」

「そう思いたいんだけど。違うの？」

　その問いには答えず、エリオットは質問を被かぶせる。

「さっきお前は幻術の対象を選べると言ったな？　透明化アンシーンの魔法を掛けて、俺おれ達たち以外には見えないようにしたと」

「ええ、そう言ったけど」

「だったらなぜ、俺おれ達たちを取り囲むように魔法の使い手がいる？」

　エリオットは赤い点が無数に浮かぶ魔導端末グリモアの画面を見せる。それを持つ手首には、淡く光る超感覚の腕輪パラフ・リングがあった。

　他者の魔法を感知し、距離と方角を教えてくれる腕輪型のオートマギアだ。魔導端末グリモアとリンクさせれば、それらの位置情報をまとめて画面に表示させる事も出来る。

「参ったわね……。エリオット君、あんた本当に幻術師殺しだわ。一対一じゃ相手にしたくない人物ナンバーワンよ」

　ラキアが片手を挙げたその瞬間、周囲に伏せていたであろう魔術師達たちが立ち上がった。

　全員足元まである白装束を着込んだ者達たちだ。杖つえや弓を構え、敵意の眼まな差ざしをエリオットへ向けている。

「こいつら……転移前に学院を囲んでた奴やつらと同じ格好だな」

「ええ、『黙示録の番人』という魔術結社の皆さんよ。ごめんね、知らないと言ったけど、あれは噓うそだったの」

　しれっと白状するラキア。まったく悪びれる様子もない。

「……黙示録うんぬんはよくわからんが、お前もこいつらの仲間だったのか」

「仲間ってわけじゃないんだけどねー。まぁ、協力関係ってやつかしら。ソブルムの書を盗み出すのをサイラス教授に手伝ってもらったりしたし」

　エリオット達たちの師であり、ソブルム魔ま導どう学院研究所の所長を務める魔術師サイラス。ラキアが幻術で変身していた人物だ。

「サイラス先生が……？　どういう事だ？　先生もこいつらの仲間なのか？」

「そうらしいわね」

「まさか、先生もこの時代に？」

「いいえ、あの人は来ていないみたいよ。それに彼らはこの時代の人間。なんせ古くからある魔術結社だし。それより剣を下ろして欲しいわね。エリオット君と交渉がしたいから」

「交渉だと？」

「ええ、エリオット君の創換術が欲しくてね。対価はあんたの安全と、月霊草ムーンリーフ。悪くないお話じゃない？」

　チラと魔導端末グリモアの画面へ目を向ける。魔法反応のある印はおおよそ三十。弓や剣を構える者は映らないので、敵はその倍はいると考えた方がいいだろう。技術水準の低いこの時代の魔術師だけならともかく、ラキアまで敵に回せば無事で済むとは思えない。

「……」

　エリオットは突き付けていた魔法剣をゆっくりと下ろした。

「ありがとう。一応言っておくけど、危害を加えるつもりはないのよ。交渉に応じてくれさえすればね」

「なぜ創換術を欲しがる？」

「言ったはずよ、あたしは産業スパイだって」

「未来へ帰れないのに産業スパイもへったくれもないだろ」

「……まぁ、それはそうなんだけどね。正確に言うと創換術を欲しがってるのは彼ら。あたしはソブルムの書をオーレリアに持ち帰れば、とりあえず目的を果たせるから」

「どういう事だ？」

　ラキアは周囲の魔術師へ手の平を向ける。

「黙示録の番人はね、一人の占星術師をリーダーとする魔術結社なのよ。彼らを介して、未来のオーレリア魔法国連邦と交信してもらう約束なの。端的に言うと未来視の魔法でね」

「未来視……!?」

「ええ、そのおかげで彼らと接触が出来たの。すごいわよねぇ。星の位置を儀式に利用して未来を視みる魔法なんて、千年後にもない技術よ」

　いつの間に接触していたのだろうか？　だがエリオットはこの時代に来てそう間がなく、ラキアとはずっと行動を共にしている。

　ここから導き出される解は──

「……そうか。お前、俺おれ達たちより前の時間に来ていたな？」

　にんまりと笑うラキア。

「ご明察。あたしはエリオット君達たちより前にこの時代へ来ていたわ。と言っても二日のズレだけど。どうしてかは聞かないでね、あたしにもわからないから」

「こいつらが時間転移魔法を使ったのか？」

「それはないわね。彼らのリーダーが使えるのはあくまで未来視。時間転移魔法は使えない」

「なぜ言い切れる？」

「それが可能なら、そもそもあたしに利用価値がないからよ。彼らはエリオット君にだけ興味があるらしいし」

「……俺にどうしろと？　こいつらに創換術の使い方をレクチャーしてやればいいのか？」

「詳しい事は彼らに聞いてちょうだい。とりあえずエリオット君が持ってる魔ま導どう核を全部渡してもらうわ」

　周りを囲んでいる白装束達たちは、得物を手に身構えている。

「断ったらどうする？」

「その時は残念だけど、消し炭になってもらうほかないわね」

「……」

　エリオットは腰に結び付けていたポーチを放り投げる。

「素直ね。それじゃ剣を捨ててこっちへ──あぐっ!?」

「!?」

　突如、眼めの前まえで爆風が巻き起こった。ラキアは火傷やけどを負いながら吹き飛ばされる。

　とっさに地面に伏せたエリオットは、散らばった魔ま導どう核へ魔力を送り──

「創換魔法アセンブル〈水晶の騎士クオーツナイト〉〈岩石の狼グラナイトウルフ〉！」

　その瞬間魔法陣が浮かび、騎士三体と狼おおかみが一体生み出された。

「俺とラキアを守れ！」

　命令に応じて、クォーツナイトが盾を構える。その表面で、飛来した無数の光球が次々と爆散してゆく。

（白装束の奴やつら、完全に殺す気だな！）

　クォーツナイトを壁にし、間かん隙げきを縫うようにしてエリオットは魔法剣を振るう。風の刃が数人の敵を切り裂き、悲鳴が上がった。

　だが敵の魔術師が多い。如い何かに未来の防御魔法が付与されているとはいえ、しょせんは学生服。集中砲火されればたちどころに魔法の餌え食じきだ。

「おい、ラキア！　生きてるか!?　生きてたら返事しろ！」

「う……」

　かすかにうめき声が聞こえる。先の攻撃でラキアの制服に付与された防御魔法は破壊されたようだが、ある程度は衝撃を防ぐ事が出来たようだ。重傷ではあるが、辛かろうじて生きている。

（何とか月霊草ムーンリーフだけでも回収を──）

　そう思って大樹のふもとへ目を向けるも、辺り一帯は燃え盛る炎に包まれていた。

「くっ……」

　周囲は敵だらけだ。クォーツナイトで守っていれば大丈夫だが、その間に増援でも来られては余計に事態が悪化してしまう。

（どうする……？）

　考えていた時だ。

　突然眼前で爆発が起きた。敵が数人宙を舞う。

　超感覚の腕輪パラフ・リングに一ひと際きわ強い反応があり、包囲の一角が崩されていく。

（一体誰が……？　いや、それは今考える事じゃないッ！）

　エリオットは魔法剣で牽けん制せいしながらクォーツナイト二体を砂に戻し、魔ま導どう核を回収。ラキアを抱えてグラナイトウルフにまたがる。

「走れ！」

　残る一体のクォーツナイトに殿しんがりを任せ、エリオットは風になった。







　わずか十数秒で森を抜け、エリオットは街道脇の草原で速度を落とした。

　ガウンをラキアに被かぶせて防御魔法を発動させているが、それで二人分の範囲を覆えるわけじゃない。このまま超音速で走り続ければエリオットもただでは済まないし、彼女の命もないだろう。

　頰を撫なでる風の音とグラナイトウルフの足音だけが鼓膜を震わす。ラキアは一向に目を覚ます様子がない。

　そうして日が傾いた頃ブラムド城に到着すると、門前でアーシェが出迎えてくれた。慌てた様子で駆け寄って来る。

「エリオ、大変だよ！　今──ってラキアさん大丈夫!?」

「生きてはいる。獣人の森で敵の襲撃を受けたんだ」

「ならすぐ治療しなきゃ！」

　アーシェが赤い短剣を向けて治癒魔法を使うと、たちどころに傷が癒えてゆく。

「それで何か言いかけていたが、どうした？」

「そうだ！　さっきディラン君の容態が急変して……！」

「ディランが……？」

「月霊草ムーンリーフは？　見つかった？」

「月霊草ムーンリーフは……すまん、敵に燃やされてしまった」

「……そっか。でもエリオとラキアさんが無事で良かった。連絡がなかったから心配してたの。なら魔法薬でディラン君の治療をしないとだね」

「だが、魔法薬を使ったら……」

　ほんの一瞬、アーシェの表情に陰が差す。けれど直後に、へらっと笑った。

「残り三十八錠もあるし、一錠くらいなら何とかなるよ」

「アーシェ……」

　躊ちゆう躇ちよするエリオットの手を取り、アーシェは見上げてくる。

「ほら、行こう！　早くディラン君を助けないと！」







　エリオットとアーシェはディランの部屋を訪れていた。

　大きなベッドの上で、小さな男の子が苦しげに息を荒げている。その銀ぎん斑ぱんは足の先からあごまでの大部分を覆っており、じわじわとその範囲を広げていた。

　周囲では公爵を始め、宰相や魔術師長などの家臣、メイド、衛兵達たちなど、十数名の人間が様子を見守っている。その中にはフラミリスの姿もあった。

「ではお父様。もしも彼らがディランを救う事が出来た暁には、一時だけわたくしに宝剣パルクラヴィスの貸与をお約束いただけますか？」

「……ああ。私にはもはやディランを救う手立てがない。銀死病の治癒が出来るのであれば約束しよう」

　公爵がうなずくのを見て、フラミリスはエリオットへ目配せする。これで準備は整った。

「本当に、良かったのでしょうか……？」

　不安そうな面持ちでフラミリスはうつむいた。魔法薬を使う事をまだ気にしているようだ。

　アーシェはそんな彼女の頭を撫なでながら、

「大丈夫だよ、フラミーさん。魔法薬はまだたくさんある。ディラン君に分けても、私は死ぬわけじゃない」

「ですが……月霊草ムーンリーフはとても希少な薬草です。森が焼かれては今後の入手も難しくなるでしょう。それに、今のディランは全身に銀ぎん斑ぱんが見られるほどに病状が悪化しております。アーシェさんの魔法薬を使っても、治せるかどうか……」

「ディラン君は必ず治るよ。私わたし達たちは世界屈指の魔術師なんだから、大船に乗った気でいてね」

　そんな会話を聞いて眉をひそめるのは、魔術師長を始めとした数人の家臣達たちだ。

「銀死病の治癒法はないと聞いたぞ。本当に出来るのか……？」

「しかし戦の時の魔法は圧巻であった。彼らならひょっとするやもしれぬぞ？」

「どうだかのう。長年生きてきたが、銀死病を治す魔法薬など聞いた事がない」

　期待と同じだけの疑惑の眼まな差ざしがアーシェに集まる。それはメイドや衛兵達たちも同じなようで、近くの者とヒソヒソ話し合っていた。

「ではこれよりディラン様の治療を始めます。短剣を抜きますが、魔法を行使するためなのでご心配なさらぬように」

　そう言って、アーシェはベッドの前に立った。

「魔術師……の……お姉ちゃん……？」

「大人しくしててね。すぐに治してあげるから」

　うなずくディランの頭をそっと撫なで、アーシェは目を閉じる。

　彼女の体が淡く光り、風もないのに髪がなびく。反対の手で赤い短剣を構えると、その切っ先に魔法陣が浮かび上がった。

　そして──叫ぶ。

「付与魔法エンチヤント〈抗魔レジスト〉！」

　その瞬間、ディランの衣服が淡い光をまとった。

「さ、魔法薬を飲んで」

　小瓶から錠剤を一つ取り、ディランの口へ入れる。すると銀ぎん斑ぱんが溶けるように光となって消えてゆく。体内で過剰に溜たまっていた魔素が排出されたのだ。

　やがて光が落ち着いた頃、ディランの肌に残ったのは薄いあざだけだった。

「銀ぎん斑ぱんが消えた!?」

「まさか、本当にっ!?」

　驚きよう愕がくする家臣達たちにつられ、周囲にどよめきが走る。

「見せよ！」

「わ、わたくしも！」

　慌てたように公爵らが駆け寄る。

　震える手でディランの四肢をためつすがめつ観察し、銀ぎん斑ぱんが一つとして残っていないのを目にして、ようやく理解が追い付いたのだろう。

「治った……のか？」

「治りましたよ、公爵様。もう大丈夫です」

「ディラン……苦しくはないの？」

　フラミリスの問いかけに、目を瞬まばたかせるディラン。

　彼自身、本当に治ったのかよくわかっていないようだ。アーシェの方をちらりと見て、何とか理解したのだろう。困惑しながらも体を起こした。

「……うん。苦しくないよ、姉上」

「おお……アーシェ殿、感謝するぞ！　貴殿は誠に素晴らしい魔術師だ！」

「ど、どうも……。ただ、再発を防ぐためにディラン様の着衣に魔法を付与しておいたので、少なくとも今日一日は脱がさないでくださいね」

　アーシェの言葉を聞いているのかどうなのか。

　公爵もフラミリスも、涙を流しながらディランの体を抱き締めていた。







　ラキアが目を覚ましたのは、日が落ちきってからの事だった。

　星明りに照らされた庭園の中で、柵に体を預けている。その間の道を抜け、エリオットは赤毛の髪をたなびかせる少女に声を掛けた。

「部屋にいないと思ったら、こんなところにいたのか」

「……」

　機嫌が悪いのか返事がない。振り返りもしない。

「城の中とはいえ一人じゃ危ないぞ」

「……平気よ。変なのが来ても消えればいいだけだし」

「そりゃお前ならそうだろうが」

　エリオットは苦笑し、ラキアの隣に並ぶ。

「……どうしてあたしを助けたの？」

　不意に顔を上げ、ラキアはつぶやいた。

「放っておくわけにはいかないだろ」

「お人ひと好よしね。あたしはあんたを裏切ったのよ？　……いいえ、そもそもあたし達たちは仲間ですらなかった。逆の立場なら間違いなく見捨てていたわ」

　言われるまでもなくその通りだった。ラキアを助ける義理はどこにもない。

　エリオットは頭を搔かきながら、

「お前が死んだらアーシェが悲しむんだよ」

「アーシェちゃんが……？　冗談はやめて」

　目を逸しながら鼻を鳴らすラキア。

「ふん……。その様子だと、あたしの裏切りの事はまだ話してないみたいね」

「ああ。俺は何も言ってない」

「あたしが裏切った事を話したら、死んでも悲しんだりしないでしょうに。あの娘がいくらお人ひと好よしだろうと軽蔑するに決まってるわ」

「いや、それはないな」

「どうしてわかるのよ？」

「わかるさ。あいつはそういう奴やつだからな」

　エリオットは城壁に背を預けて、

「一応聞くが、ソブルムの書をオーレリアに届ける理由は何だ？　なぜそこまで拘こだわる？　今ここは千年も前の世界だ。たとえ任務を果たさなくても、それを咎とがめる奴やつはいないはずだろ」

「聞いたってつまんないだけよ」

「それは聞いてみないとわからないな」

　仏ぶつ頂ちよう面づらになるラキア。そして渋々と言ったように口を開いた。

「……パパがいるのよ」

「パパ？」

「そ。オーレリアの元政治家で、今は──未来では投獄されてる。産業スパイなんてろくでもない職業、進んでなりたがる人は普通いないわ。だから選ばれるのは大抵何かしら事情がある人間なの。あたしの場合は魔法学校で好成績を収めたって事でスカウトされたわ。受ける以外の選択肢はなかった」

「なるほど、父親は人質か」

「まーね」

「なら未来に戻ったらソブルム魔ま導どう学院に保護してもらえばいい。俺が口添えしよう」

　そう言うと、ラキアはほんの少しだけ表情を和らげた。

「それはありがたい事だけど、楽観視する前に考えるべき事は多いわよ。そもそもあたし達たちが未来へ帰れるかどうかもわからないんだし」

「それはそうだが……」

　アーシェの魔法薬は残り三十七錠。一ヶ月と少しの間に帰る算段を付けなければ、彼女を無事に元の時代へ連れて帰る事が出来ない。

　そんなエリオットを見て、ラキアは深いため息を漏らした。

「はぁー……。もう、辛気臭いのはやめやめ！　あたしそういうの嫌いなのよね」

　そう言ってラキアは制服のポケットから袋を取り出した。

　中身は銀色の花を付けた野草だ。土から抜かれてかなり時間が経たっているにも拘かかわらず、その葉は瑞みず々みずしい。

「月霊草ムーンリーフ!?　どうしてこれを？」

「あたしは二日前にこの時代へ来ていたのよ。こんな便利なもの、見つけたら確保しない手はないでしょ」

　ラキアは袋を差し出し、不敵な笑みを浮かべる。

「これを使えばアーシェちゃんの魔法薬を作れるわ。それで貸し借りはなしよ」

「……だそうだが、許してやるか？」

　エリオットの声に、物陰からアーシェがひょこっと顔を出した。それを見てラキアが目を見張る。

「アーシェちゃんいたの!?」

「うん、いたよ」

「いつから!?」

「うーんと、どうして助けたのって言ってる辺りからかな？」

「ほ、ほとんど最初からじゃない！」

「そうだね」

　にこにこと笑みを浮かべるアーシェ。

　ラキアは目を三角にしながら睨にらみを利きかせてくる。

「というかエリオット君、騙だましたの？　あんたさっき何も言ってないって……」

「俺は何も言ってないぞ。隠れてるのは知ってたが、ラキアがアーシェの目の前でべらべら話しただけだ」

「うぐっ……ま、まぁいいわ。なら、あたしが裏切り者だって事はわかったわよね」

「それは元からじゃないかな？　学院の魔道書を盗んだわけだし」

「……わかってるならあっち行きなさいよ」

「でも、月霊草ムーンリーフを分けてくれたよ？」

「べ、別にあたしはそんなつもりじゃ……」

「ありがとうね、ラキアさん」

「ちょ、ちょっとアーシェちゃん!?　抱き付くんじゃないわよ！」
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　顔を赤くして慌てふためくラキア。アーシェはその胸に顔を埋めて尻尾を振り、顔をこすりつけている。まるでマーキングでもしているようだ。

「獣人の森へ行く前と立場が逆転してるな。攻められると弱いタイプか」

「あんたは黙ってなさいよ！」

　エリオットが笑いを堪えていると、彼女は照れを隠すようにそっぽを向くのだった。








第三章　宝剣の乙女









　ディランの治療を終えた翌朝、エリオット達たちはフラミリスの部屋に集まっていた。

　彼女の手には、鞘さやに収まった宝剣パルクラヴィスが握られている。公爵の許可を得て、一時的に借りたものだ。

「準備はいい？」

　言ったのはアーシェである。ココを肩に乗せ、唇を引き結ぶ。

　これからソブルムの書の封印を解き、未来の魔法を読み解こうというのだ。中のデータ次第でエリオット達たちの運命が変わる。ラキアも緊張に息を吞のむ。

　そしてフラミリスはというと、不安を隠し切れない様子で目を泳がせていた。

「大丈夫か？」

「は、はい……」

「宝剣の使い方は？」

「幼少期よりお父様から聞き及んでおります。ですが、実際に手にしたのは初めてで、わたくしに扱う事が出来るのかどうか……」

「それなら問題ない。鍵の紋章を持つ者は宝剣の力を引き出す資格がある。君にしか頼めない事なんだ」

　エリオットが力強く言うと、フラミリスは弱々しくうなずいた。宝剣を抜き放ち、床に置かれたソブルムの書へ向ける。

　そして高らかに叫んだ。

「宝剣パルクラヴィスよ。我がシルジアの血の盟約に従い、その力を示せ！」

　その瞬間、白銀の刀身に魔力の光が宿り──

「解錠アンロツク！」

　叫ぶと同時にソブルムの書の周囲に三つの魔法陣が浮かび上がり、砕け散った。

　魔法陣は瞬またたく間まに再生されるが、その端から破壊され、術式を解除されてゆく。激しい火花が飛び、雪のように白く輝く粒子が無数に舞う。

「封印と解除の応酬だな……。後はどっちが強いかの勝負か」

「なんか花火みたいねー。オーレリアのパレードを思い出すわ」

　ラキアはその様子を楽しげに眺めている。

　そのまま数十秒ほどすると、ようやく勝負は決したようだ。三つの魔法陣が消え、書物の立体映像が空中に投影される。無数の文字や記号が紙面を飛び出し、周囲を回り始める。

　魔道書の封印が解かれたのだ。

「やったやった！　解除出来たよ！」

　ぴょんぴょん跳ねるのはアーシェだ。尻尾を振ってフラミリスの手を取りはしゃいでいる。

「あ、あの、アーシェさん……？」

「これで未来へ帰れるよ！　ありがとう、フラミーさん！」

「い、いえ……わたくしは何も……」

「落ち着けアーシェ。浮かれるのは中身を読んでからだ」

「大丈夫だよ。だってソブルム魔ま導どう学院は世界一レベルの高い魔法学校で、ソブルムの書には学院の設立以来五百年間、研究されてきたすべての魔法の知識が入ってるんだよ？　私わたし達たちがこの時代にいる以上、誰かが時空魔法を研究していたに違いないよ」

　目をキラキラと輝かせながら、アーシェは満面の笑みを浮かべていた。







　アーシェが机に突っ伏したのはそれから十数分後の事だ。

「はぁ～……あると思ったんだけどなぁ、時間転移魔法」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで浮遊する文字列を見つめながらブツクサとつぶやく。

「本当にないのか？　魔法の種類は万を超えてるのに？」

「なかったよ。だーれも研究してないの。こんな事ってある？　私わたし達たちは一体どうやってこの時代に来たの？」

「ふぅむ……」

　エリオットも一通り目を通してみたが、わかるのは錬金術や召喚術など、創換術に関係する魔法くらいだ。大半は何が書いてあるのかさえ理解出来なかった。

「……ん？」

　ふと疑問が浮かんだ。眉を寄せて投影された魔道書をめくっていく。

「おかしいな……」

「どうしたの？」

「創換術のデータがない」

　瞬またたきを繰り返し、アーシェは耳を動かしながら首をカクンと傾かしげる。

「記録される前だったとか？」

「そんなはずはない。俺はサイラス先生と一緒に記録するところに立ち会ったんだ」

「じゃあ何かの手違いでもあったのかもしれないね」

　創換術は世界を一新するほどの魔法技術であるというのに、全くもって納得がいかない話だ。

「まぁいい……。ふて腐れてないで考えよう。今ある中で使えそうなものはないか？　とりあえず時間に関する魔法なら何でも良いい」

　アーシェは手を振ってソブルムの書を操作し、立体映像のページをめくる。

「うーん……。時間に関する魔法はない事もないけど、強化魔術だけかな。効果も術者の時間を伸び縮みさせて、主観的な時間の流れを操作する魔法みたいだね」

「強化魔術か……。使い手がいないぞ」

「エリオット君が勉強すればいいんじゃない？」

　ラキアが無茶振りをしてくる。

「俺は強化魔術に関しては素しろ人うとだ。今から勉強して使いこなせるのはいつになると思ってる」

「じゃあそれをマスターしてから、時間転移魔法でこの時間へ戻って……」

「まず時間転移魔法が使えないんだが！」

　そんな風に騒いでいると、今まで沈黙を貫いていたフラミリスが口を開いた。

「皆さんすごいですね。千年先をゆく魔法との事ですので仕方がないのでしょうけれど、わたくしには難しいお話ばかりです」

「まぁ、そりゃな。この時代の人間で未来の魔法を理解出来たら、確実に歴史に名を残す大魔術師になれる」

「それもそうですね」

　フラミリスはくすりと笑う。

　それから、不意にその表情を曇らせた。

「わたくしの名前は、歴史に残っているのでしょうか……？」

「それは……」

　アーシェが口ごもる。

　エリオットも掛ける言葉が見つからず、ラキアも何も言わず、ただ互いの顔を見合わせるだけだ。

　その時、突然ドア越しに男の声が響いた。

「フラミリス様！　失礼ながら、魔術師殿はこちらにおられますか!?」

　ドアを開ける許可を出すと衛兵がおり、廊下には慌ただしい気配が漂っている。

「どうしました？」

「ローエンブルクが動いたのです！　公爵様がお呼びでございます！」

　衛兵の言葉でエリオット達たちは椅子を蹴倒すように席を立つ。

「敵の行動が速いな」

「とにかく行こう！　どうなってるか聞いておかなきゃ」

「そうね。フラミーちゃん、また後でお話しましょ」

　そうして彼女の部屋を後にする。

「予言は確かなのですね……」

　部屋を出る直前、フラミリスのつぶやく声がエリオットの耳に届いた。







　エリオット達たちが連れられた先は大きな円卓のある部屋だった。

　公爵や宰相を始め、魔術師長や騎士団長など二十名ほどが席に着いている。フラミリスも遅れてやって来たようで、公爵の隣で静かに座っていた。

　張り詰めた空気の中、騎士団長が口を開く。

「斥候が集めた情報によれば、敵軍はおよそ二万。公国へと繫つながる街道付近に駐留しているとの事です」

「街道に駐留……？　そのまま攻め込む気か？」

「いえ、奴やつらはあくまで賊の討伐と言い張っております。それとは別件という体ていで、ローエンブルクより使者も来ております。先ほど公爵様に謁見し、書簡にて和平を結びたいと……」

「使者だと？　我らは聞いておらぬぞ？」

「なにぶん火急の要件と言われましたゆえ、お知らせする暇もなく……」

　それを聞いた家臣達たちが顔を真っ赤にして憤慨する。

「ローエンブルクの蛮族どもめ……。どこまで我らを愚弄する気か！」

「こちらの使者を斬っておきながら、今更何が和平だ！」

「奴やつらの使者など叩たたき切きってオーガの餌にしてしまえ！」

「お前まえ達たち、落ち着くのだ！」

　加熱する議論の中、公爵が叫んだ。水を打ったように静けさが満ちてゆく。

「ここに集まったのは、我らが生き残る方策を考えるためであろう。恨みつらみで感情的になっても仕方があるまい」

　公爵の言葉に、彼らは自分を恥じるように小さくなった。

「ローエンブルク聖王国は何を要求しているんですか？」

　エリオットが口を挟むと、一人の老いた家臣が答える。

「そんなもの魔力塔に決まっておるじゃろう。ローエンブルク聖王国は他の二大国と違い、古代魔ま導どう文明の遺産で辛かろうじて大国足り得ている状況じゃからな。我が国の魔力塔は喉から手が出るほど欲しいのじゃろうて」

　だが騎士団長が首を振って否定する。

「いえ、奴やつらの要求は魔力塔ではございませぬ」

「ほう？　では何を要求しておるのじゃ？」

「奴やつらの言によれば、両国の和平のため、聖王陛下とフラミリス姫の間で婚姻を結びたい、と……。この申し出を受けるのであれば、明後日あさつての夜明けまでにベルメスタ城塞まで来城されたし、との事です」

　衆目が一斉にフラミリスへ向けられる。

　哀れみや怒り、悔しさや無念など、様々な感情が渦巻く視線に晒さらされ、彼女は暗い表情でうつむいた。

「……これほど一方的に攻め入っておいて、何が和平か！」

「我が国の使者のみならず、フラミリス様に対する無礼千万！　決して許してはならぬ！」

「此こ度たびの賊討伐とやらも、断れば攻めるぞと恫どう喝かつするために違いあるまい！」

　再び家臣達たちが声を荒げる。

　聖王など斬って捨てよと叫ぶ者もいれば、和平のためなら一考の価値ありと主張する者もいる。賛否が極端に分かれた議論は白熱し、怒鳴り合いへと発展していく。

「静まるのだ！」

　その一喝でざわめきが止やんだ。

　叫んだのはまたしても公爵だ。一旦静寂を待ってから、横にいる少女へと顔を向ける。

「……フラミリス、お前はどう思う？」

「わ、わたくしは……」

　声が震えている。シワが出来るほどドレスの裾をつかみ、唇を引き結ぶ。まるで身を切るように苦しげな表情だ。

「わたくしは……構いません……。公国の平和のためならば、喜んでローエンブルク聖王陛下にこの身を捧ささげましょう……」

「フラミリス様、何を仰おつしやるのですか!?」

「そうですぞ！　奴やつらが約束事を守るとは思えませぬ！」

「お前まえ達たち、待つのだ」

　家臣達たちの反論を手で制し、公爵は尋ねる。

「フラミリス、本気で言っておるのか……？」

「はい、お父様」

「殺されるかもしれぬのだぞ？」

「覚悟しております」

　彼女はうなずき、語気を強めて言う。

「跡継ぎならばディランがおります。行けば必ず殺されるとも限りません。ならば簡単なお話ではありませんか。この国が救われる道があるのであれば、わたくしはこの身を捧ささぐ事をいといません」

　フラミリスは真剣な面持ちで応える。その様子はまるで殉教者のようだった。

（いや……彼女は魔神を名乗る黒衣の魔術師から予言という形で自分の結末を聞いている。まさに殉教者の心境なんだ）

　己の死を予言されてなおその道を進むなど、どれほどの覚悟があればできるのだろう。もはや反論する者はいなかった。

　公爵は苦渋に面を歪ゆがめ、家臣達たちも諦観のあまりうつむいている。

　当然だ。全てを破壊する暴竜を従えた大国を相手に、ちっぽけな小国が抗あらがえるわけがない。出来る事など、頭を低くして嵐が過ぎるのを待つくらいだろう。

　だが、史実では既にフラミリスは故人のはずだ。彼女がもしローエンブルクの聖王に嫁げば、本来シルジア皇国の皇族しか持たない鍵の紋章が拡散されてしまう。歴史が大きく狂うのだ。それは避けねばならない。

　両隣の仲間達たちにアイコンタクトをして、エリオットは堂々とした態度で告げる。

「でしたら我々が護衛を務めましょう」

　その言葉に、場にいる全員の視線が集まった。

「魔術師殿が……？」

「ええ。ご存知の通り、我々は一度敵の火竜部隊を退けています。フラミリス姫をお守りする事くらいわけはありません」

　公爵の憔しよう悴すいしきった表情に、かすかな希望が差したようだった。

「……そうだな。魔術師殿なら任せられるかもしれん」

「閣下、なりませぬぞ」

　口を挟んだのは魔術師長だ。一部の家臣達たちも同意するようにうなずいている。

「確かに魔術師殿の力は誰もが認めるところでございましょう。ですが、彼らがローエンブルクの……いや、ローエンブルクに限らず、我が国を狙う敵国の手の者という可能性は否定出来ませぬ。そのような素性のわからぬ者にフラミリス様を預けるなど」

「無礼な事を言うな。彼らは我が国を守っただけでなく、フラミリスの命を救い、ディランの病まで治してくれた。敵国の間者がそのような事をするとは思えぬ」

「しかし……」

「よい！」

　鼓膜が破けそうなほどの大声に、魔術師長は口をつぐんだ。

　公爵は小さく息を吐き、エリオット達たちへ向き直る。

「魔術師殿、我が配下の者が失礼した」

「いえ……。でも魔術師長殿の疑惑も仕方がない事かもしれません。実際、我々には身みの証あかしを立てる術がありませんから。その上で信じていただけるのですか？」

　そんな問いに、公爵は笑って答えた。

「フラミリスの顔を見て思ったのだ。貴殿が護衛をすると言った途端、安心したように笑いおった。娘が信頼している者を、親が信頼せずしてどうする」

「お父様……」

　フラミリスが感極まったように涙を浮かべる。

　公爵は一瞬子を想おもう親の顔を見せ、そして元の厳しい顔に戻して言う。

「魔術師殿──いや、エリオット殿。フラミリスの護衛、よろしく頼む」

「お任せください」

　エリオットは力強くうなずいた。







　その日の昼、エリオット達たちはベルメスタ城塞へ向けて出発した。

　十の騎兵と五台の馬車による大所帯だ。二頭の馬に引かれる車両は飼い葉と獣の臭いが漂っており、舗装されていてなお揺れが大きい。快適な旅とは程遠い代物だった。

「あたしこの馬車無理かも……」

　ラキアが真っ青な顔で窓枠にもたれかかる。本気で辛つらそうだ。

「ねぇ、ちょっと隊長さん。ベルメスタとかいうお城まであとどれくらい……？」

　声を掛けられた騎兵隊長は馬を寄せて、

「馬車であれば片道一日ほどの距離ですな」

「えぇっ……これに一日中乗ってなきゃいけないって言うの？」

「いえ、途中の村で一晩休む予定です。どうか今しばらくはご辛抱願いたい」

　隊長は苦笑しながら馬を離して、周囲の哨しよう戒かいに戻る。上空から魔法で監視していると話したのだが、万一の事態を避けるため警戒は怠れないとの事。ご苦労な事だ。

「ったくもう……エリオット君の作った石の狼おおかみの方が馬車よりも乗り心地が良いいってどういう事よ……」

「俺が乗る事も考えて設計してあるからだ。実際、通学で使ってたしな」

「だったらそっちに乗せてもらえないかしら……？」

「今は軽銀の蜂ワスプを飛ばしてる。その上更にお前のために魔ま導どう核を使ったら、いざという時の手駒が減るだろ。我慢しろ」

「えぇ～……」

「あ、じゃあ私が何とかしようか？　馬車に追い風テイルウインドを付与すれば、たぶんあっという間にお城へ着くよ」

「馬車だけ音速で吹っ飛んで行きそうだな……」

「空中分解するわよ！」

　そんなやり取りを見てフラミリスはクスクスと笑う。

　エリオットは魔導端末グリモアに映し出された上空の映像を眺めながら、

「そういやさっきの話し合いで気になったんだが、ローエンブルクは辛かろうじて大国足り得ているような危うい状況なのか？」

「それについては私も初日から調べてたんだけど、資料がないんだよね。書庫にも十年以上前の特産品とか旅の記録みたいなのしかなかったし、神獣については何もわからないの」

「でしたらわたくしがご説明しましょうか」

　フラミリスはエリオットの魔導端末グリモアに指を差して、

「シルジア公国と最も近い位置から順に、ローエンブルク聖王国、ジルタリア帝国、デルムント魔ま導どう国があります。この三つが強大な神獣を持つ大国です」

　細い指がそれぞれの国の位置をなぞってゆく。列強三国は全てシルジア公国から西側にあるらしい。

「各国の神獣ですが、ローエンブルク聖王国では竜の聖女が暴竜カリブンクルスを、ジルタリア帝国では大錬金術師が人造巨人ペルグランデを、デルムント魔ま導どう国では九人の賢者達たちが精霊王ケレブルムを、それぞれ従えております。いずれも恐るべき力を持つ存在で、これを武力の象徴としているのです。神獣を持たない国では、如い何かなる兵力をもってしてもこれに対抗する事は出来ません」

「でもローエンブルクは神獣を持ってるよね。それなのに危ういの？」

　アーシェの問いに、フラミリスはうなずいた。

「ジルタリア帝国は高度な錬金術を、デルムント魔ま導どう国は強大な元素魔法の知識をそれぞれ独自に保有していますが、ローエンブルク聖王国だけは地面を掘り返して集めた古代魔ま導どう文明の遺産を消費する形で軍事力を維持しているのです。つまり古代文明の遺産が枯こ渇かつするという事は、軍事力の消失、ひいては国の滅亡をも意味するのです」

「なるほど……だからシルジア公国の魔力塔を執しつ拗ように狙っているのか」

「そうですね。暴竜カリブンクルスは神獣の中でも桁違いの攻撃力を持つと聞き及んでおりますが、それ以外に特筆するものはないようです。自前の魔法技術を持ち合わせていないが故、力への渇かつ望ぼうは他の大国よりも大きい事でしょう」

「要するにこの婚姻話も、魔力塔欲しさって事か。フラミーを取り込めば宝剣を使えるようになって、魔力塔の制御が出来るもんな」

　そう言うと、フラミリスは驚いたように口元を押さえた。

「ご存知だったのですか……？」

「何がだ？」

「いえ……宝剣パルクラヴィスが、魔力塔の鍵という事です。シルジア公国でも一握りの者にしか知られていないはずですが……」

　言われてエリオットはアーシェと顔を見合わせる。

「むしろ秘密にされてたって事を知らなかったんだが」

「未来じゃ普通に公開されてるもんね。学校の授業で教えられるくらいだから、私わたし達たちの時代のシルジア皇国民なら皆知ってるんじゃないかな」

「そ、そうなのですか？　何だか実感が湧きませんね……」

　フラミリスは何やら逡しゆん巡じゆんするように目を泳がせて、

「あの……千年後の世界ってどんなところなのですか？　今とどう違うのです？」

「そうだな、例えばこの馬車。今は馬が引いて人や物を運んでるが、未来では魔力タービンで走る魔動車や魔列車がその役目を担になってる。空には星せい導どうエンジンを搭載した飛空艇が飛んでるぞ。こういう奴やつだ」

　エリオットは魔導端末グリモアに表示させた飛空艇を彼女へ見せる。

「絵が動いてる……？」

「ああ、これは動画だ。たまたま学院の近くを飛んでたのを見て魔導端末グリモアで撮影したんだよ」

「この乗り物が空を……？」

「そうだ。これ以外に飛竜を召喚したり、付与魔法や元素魔法で風や重力を操ったりして空を飛ぶ事は出来るんだが、誰でも利用可能って意味で一般的なのはこういった錬金術製の飛空艇だな。魔動車なんて一家に一台はあるぞ。いずれ空間転移魔法の実用化が来れば、魔動車は一気に廃れそうな気もするがな」

「では……馬は要らないのですか？」

「移動に使う人は多分いない。精々パレードとかで雰囲気作りに乗るくらいじゃないか？」

「へぇぇ……未来ってすごいところなのですね！」

　フラミリスは興きよう味み津しん々しんといった様子で目を輝かせ、エリオットやアーシェに更に未来の話をせがむ。

　遠目に村が見えてきたのは、夕刻まで会話を楽しんだ後の事だった。







　村に着いた頃にはすっかり陽も沈んでいた。

　シルジア公国が攻め込まれたあの日、ローエンブルク軍がこの辺りを通ったのだろう。村の建物は大半が焼け焦げ、あるいは崩れている。矢が刺さったままの家屋も多い。村人の姿もなく、結局のところエリオット達たちはその晩、野営する事になった。

　四体のクォーツナイトに森の一画を切り拓ひらかせ、野営地を築く。切り倒した樹木で簡易的な小屋を建造し、魔法壁マジツクシールドを付与した柵を立て、余った木材を薪にする。

　念ねんの為ため、ラキアの虚像幻視フアントムビジヨンで野営地を隠蔽しておいた。

　クォーツナイトが水の入った樽たるを二つ抱えて戻って来るのを見て、エリオットは兵士達たちへ声を掛ける。

「川の水は今必要だと思われる分だけ汲くんでおいたので、足りなければ言ってください」

　全ての作業が完了するまで十分程度しか掛かっていない。騎兵隊長を始めとした護衛の兵士達たちは皆、驚きよう愕がくを通り越してもはや茫ぼう然ぜん自じ失しつになっている。

「さ、さすがは魔術師殿ですな……。これほどの力をお持ちとは」

「はぁ、それはどうも。そこまで大層な事はやってないんですけど」

「はは……。いやしかし、これならばフラミリス様も安心ですな。我らが護衛する必要はなかったやもしれません」

　不意に隊長はエリオットの前でひざまずいた。

「隊長さん、何を……？」

「魔術師殿。情けない話ではございますが、我らだけでは大国たるローエンブルクに太刀打ち出来ませぬ。フラミリス様をどうか……どうか御お守まもりください」

　そう言って深く頭こうべを垂れる。

「ええっと……わかりましたから、とりあえず顔を上げてください」

　動揺する気持ちを抑えつつ、エリオットは先程建てたばかりの小屋の前にいる少女へ目を向けた。何やらその辺の草花で小屋をメルヘンチックに装飾している。アーシェやラキアもグルのようだ。

「ずいぶんと慕われているんですね、フラミリス姫は」

「もちろんです。我らがお仕えする公爵閣下のご息女ですから」

「隊長は新兵の頃にフラミリス様から花冠を賜ったんでさぁ。騎士の叙任式ごっこで」

　周囲の兵士達たちから囃はやし立たてる声が飛んだ。

「十年近くも前の事なのに、隊長は今でもそいつを宝物にしてるんですよ。もう朽ちかけてボロボロになってるってのに」

「なっ……お前まえ達たち、なぜそれを!?」

「そりゃあ我々もいただいたからですよ。ドングリのネックレスとか木の枝の指輪とか、人によって違いますがね」

「そうそう。知らぬは隊長ばかりってね」

　兵士達たちが一斉にフラミリスからもらったというアクセサリーを見せる。どれもこれも子供の工作レベルの出で来き栄ばえだったが、勲章でももらったかのように皆誇らしげだ。

　本来、歴史書の一ページに過ぎない存在だった一人の姫。悠久の刻に隔たれ、相まみえる事は決してなかったはずの少女。だが兵士達たちを見ていると、確かに彼女は生きた人間だったという事を再認識させられる。

　和気あいあいとした彼らを眺めながら、エリオットは自分の表情が硬くなっている事に気付いた。







　夜闇に包まれた村を見ていると、どうしても廃村と化した獣人の村を思い出してしまう。

　低迷した気分を落ち着かせるため、フラミリスの護衛をクォーツナイトに任せて、エリオットは一人川辺まで繰り出した。

　アーシェを見つけたのはその時だ。

「エリオも来たんだ」

　川かわ面もの光を背にし、肩に銀毛の猫を乗せている。憂いを帯びた瞳に月を映す獣人の少女の姿は、どこか幻想的でもあった。
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「こんなところで何やってるんだ？」

「ん……何となく眠れなくて。エリオは？」

「俺もだ」

「そっか」

　川のせせらぎと虫の音色を耳にしながら、しばしの静寂に包まれる。

　先に口を開いたのはアーシェだ。

「私ね、エリオにまだ言ってない事があるの」

「なんだ？」

「この時代に来る直前のあの日の事。私は研究所に泊まってたけど、別に何か用事があったわけじゃないんだよね」

「なんだそりゃ？　別荘代わりにしてたって事か？」

　ソブルム魔ま導どう学院の研究所にはシャワー室が完備されているし、寝泊まりする場所も一応ある。そのため、研究所に何週間も泊まり続ける、いわゆる部屋のヌシのような学生も時折いた。もちろんアーシェがそうだというわけではないのだが。

「あの日の昼頃にね、念話魔法が掛かってきたの」

「誰から？」

「わかんない。わかるのは女の人の声だったって事だけ。内容も一方的で、研究所に泊まりなさいとしか言われなかった」

「なんでそんな奴やつの言う事を聞いて泊まったんだよ？　そのせいでお前、こんなわけのわからない状況に巻き込まれたのか」

「うん、それはそうなんだけどね」

　アーシェは意外にも楽しそうに笑いながら、

「でもさ、念話の人の言う通りにしなかったら、今頃私はここにいなかったよ。だからこれはこれで良かったと思ってる。私がいないとエリオが寂しがるもんね」

「ふん……どちらかというとアーシェが寂しがりそうだがな」

「素直じゃないなぁ」

「お前こそ」

　二人して笑い合う。

　それから、アーシェはふと思い出したように夜空を見上げた。

「フラミーさんの事だけどさ、エリオはどう考えてる？」

「どうとは？」

「史実では既に故人のはずなのに、生きてる事だよ。このまま放置していたら、私わたし達たちの知る未来と違う歴史になるかもしれないよね」

「……まぁな」

　かねてよりの懸け念ねん事項だ。一度救った手前、史実通り亡なき者にするという選択肢はどうしても取りづらい。心情的な意味でも、状況的な意味でも。

「私ね、フラミーさんを未来へ連れて帰るのはどうかなと思ってるの」

「未来へ、か。それは俺も考えたが……」

「何か問題あるかな？」

　可か愛わいらしく首を傾かしげるアーシェ。キョトンとした顔は思いのほか幼く見える。

　エリオットの脳裏に浮かぶのは、先程の楽しげに話す兵士達たちの光景だ。

　フラミリスがこの時代にいると困るというのは、あくまでエリオット達たちの都合に過ぎない。歴史にとっては間違った選択だったかもしれないが、彼女にとっては命を救われた以上の意味はないのだ。それなのに、この時代で生を全うするという選択肢を奪い、未来へ連れて行く事を強要して良いものなのだろうか？

　そんな迷いを口にしようとしたが、エリオットは言葉を飲み込んだ。今そんな事を言ったところでアーシェを困らせるだけだろう。

「……いや、何でもない。それより連れ帰るだの何だのの前に、そもそも俺おれ達たちが未来へ帰る方法を探さないとな」

「帰る方法なら考えてみたよ」

「どんな？」

「見てて」

　アーシェは腰から赤い短剣を抜き放った。

　尻尾の毛を逆立て、ブロンドの髪がふわりと揺らぐ。体から漏れ出る膨大な魔力をオーラのようにまとい、足元の落ち葉や砂利が放射状に飛ばされる。

　そしてココへ肩から降りるように指示し──

「付与魔法エンチヤント〈停滞結界ステイシス〉！」

　剣先に魔法陣が浮かんだ瞬間、ココの動きが目に見えて遅くなった。まるで水中に沈むように、非常にゆっくりとした動きで落下してゆく。

　その数秒後、再び時を戻したようにココは着地し、ちょこんと地面に腰を下ろした。

「これは……？」

「任意の空間における時間の流れを遅くする魔法だよ。今朝見た主観減速の魔法を参考に、付与魔術で似た事が出来ないか色々とこねくり回してみたんだけど、案外出来るものだね」

　開いた口が塞がらないとはこの事だ。

「原理を読んだだけでサクッと新しい魔法を編み出すなんて、普通出来ないと思うが……」

「私、すごいでしょう」

　えっへん、と胸を張るアーシェ。

　エリオットにとって身近な存在すぎて忘れていたが、アーシェは世界一の魔法技術を誇るソブルム魔ま導どう学院で首席になるほどの実力者なのだ。文字通り、彼女は天才なのだろう。

「……お前は本当にすごいよ」

「えへへ、使えそう？」

「そうだな。ラキアも交えてどう使うかを考えよう」

「うん！」







「──というわけだ」

　野営地へ戻るなり先の説明をすると、ラキアは呆あきれたように半眼になっていた。

「即興で新しい魔法を作っちゃうって、どういう頭の構造してるのよ……。皇国の学生ってこんなのばっかりなの？」

「アーシェは特別だ。なんたって首席だしな」

「えへへ」

　嬉うれしそうに尻尾をくねらせるアーシェ。それを真ま似ねているのか何なのか、ココの尻尾も全く同じ動きをしている。

「ちなみにこの魔法は、指定した空間内の時間の流れを十分の一にする事が出来るの。効果時間は数秒程度。千年もの時の流れを遅らせ続けるのはあまり現実的じゃないけど、理論的にはこの魔法で未来へ行く事も可能なはずだよ」

　ラキアは腕を組みながら、

「それだと千年後に行くには体感で百年かかるんじゃないかしら？」

「そこは多重付与すればいいよ。二重付与なら十年だし、三重付与なら一年。四重付与が人間の限界って言われてるけど、それだと体感で三十六日くらいだね。もちろんその分魔力は多く必要になるし、多重付与は重ねるほどに難しさが増すんだけど」

「なるほど、そこまでいけば現実的な数字だな」

　四重付与が可能ならおよそ一ヶ月。アーシェの魔法薬がなくなるギリギリ前に、千年後の未来へ帰還する事が出来るはずだ。

「まぁいいわ。その〈停滞結界ステイシス〉って魔法を使うとして、必要なものは何かしら？」

「千年間安全に過ごせる場所。それと外部から魔法を掛け続ける術者。あとはそれを可能とする魔力源の三つかな」

「それは厳しいわねぇ。場所と魔力源はともかく、千年も魔法を掛け続ける事ができる術者となると……」

　千年の間確実に存在する場所と言われたら、シルジア皇国の魔力塔が真っ先に浮かぶ。エリオット達たちの時代でも稼か働どうしていたくらいだから、魔力源としても申し分ない。

　しかし術者の方は難題だ。人間の魔術師なら百年もすれば老いて死ぬだろう。アーシェのような幻想種だとしても、寿命は数百年くらい。とてもじゃないが千年も耐えられない。

「公爵様に事情を話して専属の魔術師団を作ってもらって、世代交代しながら魔法を掛けてもらうようお願いするとかどうかな？」

　アーシェの意見にラキアはため息を漏らす。

「今にも滅亡するかどうかって国に、そんな余力があるわけないじゃないの……。魔術師だって五人いないって話よ？」

「なら私わたし達たちが育成するのは？」

「人材確保、魔法技術の漏ろう洩えいによる歴史改変の可能性、そもそも育成が終わるまで帰れない。パッと思い付くだけでも問題だらけね」

「でも他に方法があるの？」

「うーん……アーシェちゃんが三人分の魔法を掛け続けるとか？」

「魔力が保たないよ」

「じゃあ、魔力塔からアーシェちゃんへ大量に魔力供給して──」

「魔素過敏症で死んじゃうよ！」

「それもそうね……」

「というかなんで私がやる前提なの？　自分自身も結界の中にいないといけないんだから、私の時間も引き伸ばされるよね。実時間でも数秒で効果が切れるのに、私自身の時間が引き伸ばされてるんじゃ、体感時間だと瞬またたきする間もなくずっとずっと、ずぅっと、多重付与し続けないとダメなんだよ？」

　まくしたてるように反論するアーシェに、ラキアがたじろぐ。

「わ、わかったわかった、あたしが悪かったわよ。真面目に考えるから……」

　そんな中、ふとエリオットはポーチに入れてある青い鉱石を思い出した。

　創換術において中心的役割を持つ人造の魂、魔ま導どう核。

「人には出来ないなら、人じゃないものにやらせたらどうだろう？」

「人じゃないものって何？」

「オートマギアだ」

　アーシェとラキアが瞬またたきを繰り返す。エリオットの意見をイマイチ飲み込めていないようだ。

「オートマギアって、魔ま導どう核を埋め込んだゴーレムの事よね？」

「そうだ。オートマギアに寿命はないし、魔素過敏症にもならない。素材によって耐久限界はあるだろうが、千年くらいなら何とかなる範囲だと思う」

「でもゴーレムって魔法が使えるのかしら？」

「わからん。成功した事例がないからな。だが魂を持つ人間と、魔ま導どう核を埋め込んだゴーレムに、理論上違いはないはずだ。オートマギアが魔法を使えない理由はない」

　知性あるところに魂は宿り、魂が魔法的現象を起こす──というのがソブルム魔ま導どう学院に入学して最初に教えられる魔法の基礎だ。

　獣は魔法を使えず、人間や魔獣、精霊などは使う事が出来る。この差は魂の大きさ──つまり知性の高さで決まるのだという。

「ゴーレムは魂を持つのか……。哲学者が小一時間議論を始めそうなテーマね」

「俺おれ達たちは哲学者じゃない。実用出来るなら理屈は後回しでいい」

「とは言っても、課題は山積みよ？」

「一つずつ解決していくしかないさ。まずは今出来る事からだ。これまで俺が作った魔ま導どう核はそれなりに複雑な命令をこなせるが、人間レベルには遠く及ばない。魔法を使えるオートマギアを作るには、最低でも魔獣以上の高度な知性を持たせる事が必要になる。俺の知る限り、そんな事が出来そうな素材は一つしかない」

「それは？」

　ラキアの問いに、エリオットは指を差して応える。

　お目当てのものは彼女の懐ふところに仕舞われているであろう書物だ。一点の曇りもない高純度の赤い宝石が埋め込まれた、未来の魔道書。

「ソブルムの書……？」

「ああ。その宝石ならおそらく知性を持たせる事が出来る」

「どうしてそう言い切れるの？」

　アーシェが首を傾かしげて言う。

　エリオットは腰のポーチから青い鉱石──魔ま導どう核を取り出す。

「この石を見てくれ。こいつはフローライトという鉱石なんだが、目を凝らすと小さな亀裂がたくさんあるのがわかるか？」

　アーシェとラキアは魔ま導どう核をまじまじと観察する。

「ふん、安物の石ころね。一山いくらってところかしら」

「ほっとけ……。研究費だって有限なんだよ」

　その言葉に共感したか、アーシェは苦笑いする。

「だけど、安物の石でも魔ま導どう核にはなるって事だよね？　ならどうしてソブルムの書に使われてる高そうな宝石が必要なの？」

「書き込める術式の容量は、結晶の大きさに比例するんだ。普通の石は小さな結晶が無数に集まった多結晶体だから容量も少ないが、巨大な単結晶体なら、理論上は人間並み、あるいはそれ以上の知性も書き込めるはずだ」

　エリオットはラキアに向き直り、彼女の目を見つめる。

「ソブルムの書に使われている宝石──おそらくガーネットだと思うが、そいつは万を超える魔法を記述してなお、空き容量が膨大だ。何より記憶媒体として加工済みだから、そのままでも魔ま導どう核として流用出来る。これ以上の素材はこの時代じゃまず手に入らないだろう。使わせてくれないか？」

「……悪いけど、これを持って帰らないとパパが処刑されるのよ」

　ラキアがあからさまに警戒するのを見て、エリオットは肩を竦すくめた。

「言いたい事はわかる。だからもう俺はソブルムの書の返還を一切求めない。たとえそこにオートマギアの術式を書き込んだ事で、創換術の情報が漏れるとしてもだ」

　そこまで言うと、今度はラキアの眉が変な形に歪ゆがんだ。

「……あんた、本気で言ってる？　自分の研究したものを他国に差し出すも同然なのよ？」

「わかってるよ。ソブルムの書には創換術のデータは記録されてなかった。俺が渡さなければオーレリアに流出する事はないんだろ？　だがアーシェの魔法薬もギリギリなんだ。この際、俺は未来へ帰る事だけを優先する」

　決意を込めてそう言うと、ラキアは突然腹を抱えて笑い出した。

「あっはっは！　そういえばそうだったわね。いいわ、それなら利害は一致する。ぜひ使ってちょうだい」

「助かる」

　差し出されたソブルムの書を受け取ると、ずしりとした重みが手に乗った。

　ラキアはアーシェの肩に手を回し、テントの隅で何やら耳打ちする。

「アーシェちゃん、あんた良いい幼おさな馴な染じみを持ったわねー。ちょっと羨ましいわ」

「そ、そう？　それほどでもないけど」

「あら、ここで謙遜しちゃうんだ？　何だかムカつくわねぇ……あたしが奪い取っちゃおうかしら？」

「ダ、ダメ！　エリオは私の幼おさな馴な染じみだよ！」

　騒ぐ少女二人を前に、エリオットは立ち尽くす。話す内容は丸聞こえなのに、全く意に介していない。

「俺はどうしたらいいんだ……？」







　ベルメスタ城塞は、左右の森に挟まれた険しい渓谷の中に建っていた。

　切り立った崖の中、前後一箇所ずつに城門があり、見張り台が来訪者に目を光らせている。

「変なところにある城塞だな。森を通れば迂う回かいできるんじゃないか？」

　エリオットの疑問に、フラミリスは首を振る。

「無理でしょう。ベルメスタ城塞の左右に広がる森は、悪魔の巣の異名を持つほど危険な場所ですから」

「悪魔の巣？」

「ええ。どんなに卓越した狩人かりゆうどであっても方角を見失い、一度入れば二度と出られないという噂うわさもあるほどの恐ろしい森です。数少ない生還者の話から、人喰い鬼オーガや巨大蜘蛛ジヤイアントスパイダーなどの魔獣が多数生息している事がわかっております。あそこを生きて通り抜けるためには、少なくとも万の兵が必要でしょう」

「俺おれ達たちの時代じゃとっくに絶滅してる魔獣ばっかりだな」

「へぇ、面白そうじゃない。ちょっと見てみたい気はするわねー」

「見てどうするんだ。動物園じゃないんだぞ」

　そんな話をしながら城門をくぐると、槍やりや剣を携えたローエンブルク兵の隊列が馬車の一行を出迎えた。

「フラミリス姫様、並びにシルジア公国の皆様方、ようこそおいでくださいました。どうぞこちらへ」

　使用人の男の案内に従って馬車を降り、城塞の中へ案内される。

　石造りの通路は馬車が二台並んで通れるほどの幅があり、エリオット達たちや公国兵の十数人がぞろぞろと歩いていても窮屈さは感じない。

「間近で見るとかなり大きいお城だね。近代建築技術もなしにこの規模の建物を作るって、どういう構造になってるんだろ？」

「好奇心溢あふれるのはいいが、迷子になるなよ」

「な、ならないよ！　子供じゃないんだから！」

　風船のように頰を膨らませるアーシェを横目に、エリオットは警戒しながら前を行く使用人とフラミリスに付いて歩く。

　その時、ふと腕輪が淡く光った。

　最先端の魔ま導どう工学を駆使し、オートマギアを組み込んで作った超感覚の腕輪パラフ・リング。それが魔法の反応を訴えている。

（……何かの魔法が発動している？）

　エリオットは立ち止まり、アーシェやラキアに声を掛けようとして──

「なっ……」

　いきなりの出来事に、エリオットは驚きよう愕がくした。




　後ろを歩いていたアーシェや公国兵達たちが、エリオットの体をすり抜けたのだ。




（幻げん惑わく魔法っ!?）

　とっさに姿勢を低くし、魔ま導どう核を入れたポーチに手を添える。超感覚の腕輪パラフ・リングとリンクさせた魔導端末グリモアに魔法反応のポイントを表示させた。

（念話魔法でアーシェ達たちに連絡を……いや）

　話している間にフラミリスを見失っては元も子もない。エリオットは先に魔法反応を辿たどる事にする。

（壁の中か……？）

　おそらく幻げん惑わく魔法を使った直後に脇道へ逸それたのだろう。

　見た目には硬い石壁だが、予想通り触れようとすると手がすり抜ける。エリオットは躊ちゆう躇ちよする事なくその中へ飛び込んだ。

　しばらく歩くと視界が晴れ、フラミリスの小さな背中が見えた。

　そこはどうやら倉庫か何かのようで、広い空間の隅には空の木箱や中身のない麻袋などが置かれている。窓はなく、入り口も一つしかない。

「フラミー、大丈夫か！」

「えっ？」

　キョトンとした顔で振り返る。案内していた使用人は、驚いた様子でエリオットを睨にらんだ。

「貴様、なぜここにっ!?」

「案内役のあんたがなぜってか？　いきなり騙だまし討ちとは歓迎してくれるじゃないか」

「騙だまし討ち……？　エリオット様、他の皆さんはどちらへ？」

「わからん。幻げん惑わく魔法で散り散りにされたらしい」

「そんな……」

　端正な顔を歪ゆがめて驚きよう愕がくするフラミリス。背後から声が聞こえたのはその時だった。

「おやおや、公国のお仲間もご一緒とは予想外ですな」

　部屋の背後から現れたのは、ガタイの良いい大男だった。

　金のフルプレートを身にまとい、腰には彫刻が施された長剣を、背には黒竜の紋章が描かれた赤いマントを着けている。

「フラミリス様、ようこそおいでくださった。私はローエンブルク聖王国将軍が一人、グレイドル＝オークスと申します。どうぞお見知りおきを」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなほど仰々しい手振りであいさつをするオークス将軍。そして一転、狼おおかみのような獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

「さて、面倒なごあいさつはこの辺にしまして、本題に入りましょう────包囲せよ」

　ザッ、と周りからおびただしい足音が響いた。

　一つしかない出入り口の扉前に、敵兵や魔術師達たちが整列する。使用人に扮ふんした魔術師も列に加わり、エリオット達たちへ槍やりや剣、杖つえなどを向けた。

　フラミリスは恐怖を押し殺すように鋭く目を細めて、

「……オークス将軍、これはどういう事なのですか？」

「どういうも何も、ご覧の通りですよ。正直に申し上げますと、聖王陛下はシルジア公国との和平やフラミリス姫との婚姻など、どうでも良いいのです」

「は……？」

「おわかりになりませんかな？　要するに、聖王陛下のご興味は未来の魔法技術という事です。その対価としてフラミリス様を人質にするため、こうして来て頂いた」

　フラミリスの顔が青あお褪ざめる。

「な……なぜそれを……？」

「黙示録の番人なる連中からの情報ですよ、フラミリス様。彼かの魔術結社のリーダーは、占星術により未来の魔法を会得しているらしいですぞ」

　オークス将軍はニィ、と口元を歪ゆがめる。

　未来の魔法技術は、この時代において恐るべき力を持つ。ローエンブルクがそれを欲ほつするのは当然だろう。そしてこんな重要な情報をエリオットの前で口にするからには、生かして帰すつもりはないに違いない。

《エリオット君、そっちは無事かしら？》

　ラキアが念話魔法を飛ばしてきた。

《何とか生きてる。フラミーも一緒だが、袋ふくろ小こう路じに追い込まれたみたいだな。そっちは？》

《あたしも無事よ。アーシェちゃんは交戦中。だけど、一緒に来た兵士の人ひと達たちが不意打ちで何人かやられちゃったわ。隊長さんも》

《……殺されたのか？》

《残念ながらね……》

　昨晩フラミリスからもらったというアクセサリーを見せびらかし、楽しげに話していた兵士達たち。彼らの何人かが殺されたと聞いて胸がざわつく。

《幻術師のあたしを騙だますなんて、とんでもない連中だわ……。まさか千年も前に虚像幻視フアントムビジヨンがあったなんて。五百年前にソブルム魔ま導どう学院が設立されて以降に開発された魔法って習ったのに、完全にオーバーテクノロジーじゃないの》

《……今そんな事はいい。そっちは逃げられそうか？》

《アーシェちゃんの方は大丈夫そう。兵士さん達たちを守りながらよく戦ってるわ。あたしは姿を消して情報収集するから、手助けが欲しかったら言ってちょうだい》

《わかった》

　会話を終えるや、エリオットはフラミリスの前に立つ。そして魔ま導どう核を三つ放り──

「創換魔法アセンブル〈水晶の騎士クオーツナイト〉！」

　石畳を削り出して生成されたのは、透明な大剣とタワーシールドを構え、フラミリスを背にして立つ三体の騎士達たち。人を倍する巨きよ軀くを持つ鎧よろいの彫像。

　取り囲む敵兵達たちにどよめきが走る。間近で見る人外の騎士の威圧感は相当なもので、大剣を向けられた者は皆怯おびえたように後ずさった。

　だが、オークス将軍だけは違った。ただ一人余裕の態度を見せている。

「そういえば報告では凄すご腕うでの召喚術師がいるという話だったな。なるほど確かに。一人で三体もの召喚獣の使役とは、なんと常識はずれな……。だがしかし」

　彼が左手を上げて合図すると、床に黄金色の魔法陣が浮かび上がり──

「っ!?」

　突如、クォーツナイトが崩壊した。

　もうもうと砂煙が舞い、同時にラキアと接続されていた念話魔法も不通になる。敵兵越しに外を窺うかがうと、光の壁が倉庫を覆っているのが見えた。

「創換魔法アセンブル〈水晶の騎士クオーツナイト〉！」

　エリオットはもう一度魔ま導どう核に魔力を込める。

　だが鉱石内部の術式が起動するにも拘かかわらず、オートマギアは形作られない。ただ光を放つだけだった。

「お得意の召喚術が破られた気分はどうだね？」

　エリオットは砂の中から淡く光る魔ま導どう核を拾い上げ、ソブルム魔ま導どう学院で習った数々の魔法の知識を探る。

「これは……反射結界リフレクトウオールか」

　ピクリ、と眉を寄せるオークス将軍。エリオットは目を細めて彼らを睨にらむ。

「なるほどな。魔素を反射する結界の中では異界との交信も遮断される。それを利用して召喚術を無力化しようってわけか。創換術もデータのみとはいえ異界と交信しているから、確かに有効な手だ」

「……よもや聖王国が誇る最先端魔法を知っていようとはな。さすがは我が火竜部隊を退けただけの事はあるというべきか。だが召喚が出来ぬ召喚術師など、そこらの農夫も同然。もはや何も出来まい？」

「さて、どうかな」

「エリオット様……逃げてください」

　消え入りそうなほどか細い言葉が背中に投げかけられた。フラミリスが声を震わせている。

「何？」

「わたくしを置いて逃げてください。その方がエリオット様にもご都合が良いいでしょう？」

「何の都合だよ？」

「わたくしがいない歴史の先にあなた方が生まれるのであれば、わたくしはその運命を受け入れます。国を救い、家族を救い、お友達になってくれたあなた方には……不幸になって欲しくはないのです……」

「……」

　エリオットは振り返らない。ただ前だけを向いて立つ。

　それらを最後の会話と解釈したか、オークス将軍は一転、親しみを込めたような笑みを浮かべた。

「召喚術師殿。先の魔獣三体の召喚といい、豊富な魔法の知識といい、貴殿は類たぐい稀まれなる力を持った高位の魔術師とお見受けする。ここで殺してしまうのは惜しい。どうだ、ローエンブルクの聖王陛下に仕える気はないかね？」

「へぇ、この状況で勧誘か。金払いは良いいんだろうな？」

「もちろんだとも。俸給は今の倍……いや、三倍出そうではないか。チンケな小国にあごで使われるより、よほど有意義であろう？」

　フラミリスがうつむく。唇を嚙かみ、悔しげに肩を震わせている。

　エリオットはその様子をちらりと一いち瞥べつし、言った。

「三倍か……。俺はまだ宿と三食分の飯しかもらってないんだが、その三倍ぽっちとはずいぶん安く見られたもんだな。古代魔ま導どう文明の遺産が尽きたら吹き飛ぶような貧乏大国じゃ、しょうがないのかもしれないが」

　そんな物言いにオークス将軍は青筋を浮かべる。

「……私はこれでも気が長い方だが、しかし限度はあるのだぞ。もう一度だけ聞く。聖王陛下に頭こうべを垂れるか、否か？」

　エリオットは口元を歪ゆがめて不敵に笑い、

「俺はこれでも友達思いな事を密ひそかに自慢にしててな。つまり答えは否だ」

「それは残念だ……殺せ」

　敵が動いた。杖つえの先端が炎を宿し、十数本の刃が迫る。

「フラミー、伏せてろ！」

　エリオットも魔ま導どう核を握り締め──

「創換魔法アセンブル〈魔法仕掛けの魂マギウスコア〉！」
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　──瞬間、閃せん光こうと共に激しい金属音が鳴り響いた。

　同時、糸の切れた人形のように手前の兵士らが倒れ伏す。

「な、何だ……!?」

「何が起きてる!?」

　たじろぐ敵兵へ向かってエリオットは壁を蹴り、跳躍。奪い取った敵兵の剣で高速の刃を繰り出すたび、一人、また一人と石畳に横たわる人数が増えてゆく。

「奴やつの仕業だ！　殺せ！」

　オークス将軍の雄お叫たけびが上がり、呼応するように魔術師達たちが炎を放った。その猛火の雨を踊るようにかわし、エリオットは刃を敵に届ける。

「こいつ……人間の動きじゃないッ!?」

「ええい、たった一人を相手に何をしておる！」

「ぐあぁっ！」

　悲鳴と怒号が入り乱れる。

　前衛の兵士が盾を構え、後方から魔法を放つという古来より勇ゆう猛もうを奮った陣形も、懐ふところに入られては機能しない。激しい乱戦の中を銀色の影が暴風のごとく駆け巡る。

　そうして瞬またたく間まに敵兵を蹴散らし、エリオットは残るオークス将軍へ切っ先を向けた。

「勝負ありだ、おっさん」

　銀髪と化したエリオットを目にし、オークス将軍がたじろぐ。自分があえて残されたのだと遅まきながら気付いたようだ。

「バカな……一人でこの人数を圧倒するなど……あり得んッ。貴様、何者だ！　召喚獣もなく戦うなど、本当に召喚術師なのか!?」

「悪いな、俺は召喚術師じゃないんだ」

「では何なのだ！　貴様のその髪色といい、さっきの動きといい、一体何をやった!?」

「俺は創換術師だ」

「そうかん……？」

「創換術は魔ま導どう核を魂の代わりとし、召喚術と錬金術を組み合わせて魔導機械オートマギアを作り出す魔法技術だよ。召喚術を応用している以上、反射結界リフレクトウオールで交信が途切れたら、異界から構造データを喚よび出せなくなり、オートマギアは体を維持出来なくなる。だから術者である俺の体と魔ま導どう核を繫つなぎ、思考速度を倍加クロツクアツプした。この銀髪は……多分魔法生物化してるんだろうな。タネを明かせば大した事ないだろ？」

「な、何を言っておるのだ貴様!?」

　エリオットはため息を吐いた。

「……わかるわけないか。まぁいい、それよりあんたは捕虜だ。一緒に来てもらう」

「ぐっ……」

　オークス将軍は苦渋に顔を歪ゆがめ──剣を取る。

「無駄だ。あんた一人じゃ勝ち目はないぞ」

　だがエリオットの予想に反して彼は不敵に笑い──

「愚か者め！　私が万一の場合を想定していないと思ったか！」

　叫んだ途端、オークス将軍の体が薄らいでゆく。

　超感覚の腕輪パラフ・リングの反応は二つ。おそらく先の使用人に扮ふんした魔術師が幻げん惑わく魔法を使ったのだろう。

　とっさにエリオットは剣を投げたが、火花と金属音を散らし、空中で弾はじかれた。

　幻げん惑わく魔法は高度なものらしく、フルプレートを着込んだオークス将軍の気配を完全に消している。姿は全く見えないが、今頃必死に逃げているのだろう。

（距離と方角がわかるから、追う事は出来るが……）

　考えたが、やめた。深追いしても意味はない。

　エリオットが自身に掛けた魔法を解除すると、髪の色が戻ってゆく。そして部屋の隅で小さくなっている少女に声を掛けた。

「フラミー、無事か？」

「は、はい……」

「もう大丈夫だ。立てるか？」

　震えてうずくまる少女へ手を差し伸べる。

「エリオット様、どうして……？」

「何がだ？」

「わたくしを助けた事です……」

　フラミリスはエリオットの手を取らず、涙に潤む瞳で睨にらむように見上げていた。

「わかっているのです……。わたくしが生きていたら、エリオット様が……あなた方が生まれる歴史にはならないのでしょう？　なのに、どうして……っ」

　エリオットは少しの間目を瞑つぶり、ため息を吐いた。そして彼女の前で片膝をつく。

「君はアーシェやラキアと友達になったんだよな？」

「……はい」

「でも俺とは友達になってくれないのか？」

「そ、そんな事はありません！　わたくしはエリオット様もお友達だと──」

「だったら俺に様なんて付けるなよ。こっちは会ったその日からフラミーって呼んでるのに」

「あっ……」

　フラミリスは急に顔を赤くしうつむいた。

　エリオットは苦笑して、もう一度手を差し伸べる。

「俺おれ達たちのいた未来のために、君が死ぬ必要はない。だから何があっても生きろ。君を慕い、君のために命を張った、忠義ある兵士達たちのためにもな」

　エリオットの言葉で、フラミリスの丸い瞳から涙が一筋こぼれた。迷うように伸ばされた指が、そっとエリオットの手に触れる。

「手に、お怪け我がを……」

「敵から剣を奪い取った時だな。まぁ、かすり傷だ」

「……いいのでしょうか？　わたくしが生きていても……」

「心配するな。俺おれ達たちが付いてる」

　そう言ってエリオットは彼女を引っ張り起こす。

　その時、ガラスが割れるような音が鳴り響いた。部屋を覆っていた結界が破壊され、床の魔法陣が光を失ってゆく。

「エリオ、フラミーさん、大丈夫!?」

「フラミリス様！」

　駆け寄って来たのはアーシェと数人の公国兵達たちだった。室内に転がる敵兵の山を見るや、ビックリしたように歩あゆみを止める。

「これはまた派手にやったね……死んでるの？」

「急所は外したから生きてるよ」

「おい、公国の奴やつらが逃げてるぞ!?」

　突如敵兵の叫び声が降ってきた。見張り台の連中に気付かれたようだ。

「くそ、面倒だな！」

　エリオットは魔ま導どう核を出し、クォーツナイトを四体創換する。

「アーシェと兵士さん達たちは後ろでフラミーを守ってくれ。露払いは俺がやる。増援が来る前にとっとと帰るぞ！」

「わかった！」

　そうして城塞を駆け、敵兵を蹴散らしながら厩きゆう舎しやまで走ってゆく。

　たどり着いたアーシェが馬車を確認するが、口元を押さえて顔をしかめた。

「ダメ、御者さんと馬が殺されてる！」

「だったら──創換魔法アセンブル〈岩石の狼グラナイトウルフ〉！」

　その瞬間四体のクォーツナイトが崩壊し、岩石でできた灰色の狼おおかみに組み替えられる。

　最低限の荷物を放り込み、荷台に全員が乗ったのを見てエリオットは叫ぶ。

「馬車を引け！」

　その命令に呼応し、グラナイトウルフ達たちが駆け出した。

　逃げ切れたかに思えたが、しかし予想以上に敵の対応が迅速で、騎兵部隊が迫って来る。魔術師との混成部隊なのだろう。無数の矢と火球が猛然と馬車へ降り注ぐ。

「数が多すぎて避けられない！」

「私に任せて、付与魔法エンチヤント〈魔法壁マジツクシールド〉！」

　アーシェが短剣を構えると、馬車の周囲にガラスのような半透明の壁が浮かんだ。飛来する矢や魔法の数々が空中で弾はじかれ、爆散し、波紋が広がる。

　だがそれらを意に介さず、敵の騎兵部隊は追いすがってくる。距離は徐々に詰められ、飛んでくる矢や魔法が増えてゆく。

「さすがに馬の方が速いか！」

「追い風テイルウインドを使おうか？」

「馬車じゃあの超音速に耐えられるとは思えない！　他の方法にしてくれ！」

「ならこうだよ！　付与魔法エンチヤント〈液状化サンドリプル〉！」

　アーシェの魔法で後方の地面が揺らいだ。広範囲に展開された流砂が騎兵部隊の足を取り、沼地を進むかのように速度を落とす。

　それは軽い移動阻害の魔法だったが、距離が大きく開いた事で敵は諦めたのだろう。馬のいななきと共に足取りを止めるのが見えた。

「もう大丈夫そうだね」

「ああ……。だが被害が大きかったな」

「うん……」

　悲しそうに顔を伏せるアーシェ。

　フラミリスも兵士の人数が足りないのを見て察したのだろう。ドレスの裾を握り締め、肩を震わせている。

　死んだ兵士達たちは皆気の良いい者ばかりだった。今回のような騙だまし討ちで殺されたとあれば、悔しくて当然だろう。

「……隊長達たちはフラミーを守るために付いて来た。そして彼らの願い通り、俺おれ達たちはフラミーを守り切った。だから彼らも喜んでるはずだ」

　エリオットは念話魔法を使い、声を飛ばす。

《ラキア、そっちはどうだ？》

《あたしは大丈夫よ。今ローエンブルクの将軍って名乗るおじさんを一人とっ捕まえて尋問してたところ》

《将軍って、グレイドル＝オークス将軍か？》

《そうだけど、何？　知り合い？》

《いやまぁ、ちょっとな》

　逃げた先でラキアに捕まるとは、運のない男である。

《俺おれ達たちはこれからシルジア公国へ帰る。どこかで合流しよう》

《そんな事よりもエリオット君、少々悪いニュースがあるんだけど……》

《なんだ？》

　ラキアはためらうように間を空けて、重い口調で告げた。

《……暴竜カリブンクルスが動き出すらしいわ》








第四章　因果律の破壊者









「何という事だ……」

　うめき声にも似た公爵のつぶやきがエリオットの耳に届く。

　ブラムド城の円卓は、まるで葬儀のような雰囲気だった。

　エリオット達たちがシルジア公国へ帰った後、捕縛したオークス将軍から得た情報を伝えると、皆絶望の淵ふちに立たされたように青あお褪ざめていた。

　その内容は、二日後に暴竜カリブンクルスがシルジア公国を攻め落とすというもの。ごていねいに期日まで添えられている。

「遂ついにあの暴竜がこの国へ……」

「ほ、他の大国へ救援要請をしてはどうだ!?」

「無駄じゃ。蹂じゆう躙りんしてくる相手が別の国にすげ変わるだけじゃよ……」

　家臣達たちの嘆きを尻目に、エリオットは魔導端末グリモアを覗のぞき見る。

　軽銀の蜂ワスプが見下ろす風景には、赤い宝石を額に有し、魔法銀の鎖で拘束された巨大な黒竜の姿があった。それは火竜や人喰い鬼オーガ、精霊などを引き連れた部隊に守られるようにして、今まさに進軍を始める様子が窺うかがえる。

　黒竜の背には、空色の法ほう衣えを羽織った魔術師が乗っている。目ま深ぶかにフードを被かぶっているため顔などは見えないが、おそらく彼女が暴竜カリブンクルスの召喚者、竜の聖女なる人物なのだろう。
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　ラキアは声をひそめながら、

「アーシェちゃん、カリブンクルスって倒せないのかしら？」

「……どうだろ。倒すだけなら出来るかも。千年先をゆく私わたし達たちの最先端魔法技術は、この時代の神獣に匹敵するだけの力があると思う。だけどそもそも倒しちゃダメだからね。状況的には不可能と言えるかな」

「どういう事？」

　首を捻ひねるラキア。エリオットはあごをさすりながら、

「……倒すと歴史が変わるから、か？」

「うん」

　アーシェはうなずいた。

「フラミーさんの生存は、未来へ連れ帰るなり記録を書き換えるなりで対処は出来る可能性がある。ディラン君の治療法が史実と違っても、生きてさえいれば大勢には影響がない。だけど、暴竜カリブンクルスの討伐だけは無理だよ」

　考えてみれば当たり前の話だ。

　暴竜カリブンクルスが人類史上最大の猛威を振るうのは、十年後に勃発する魔ま導どう大戦期である。他の二大国が従える神獣達たちと比べても桁違いの破壊力を持ち、滅亡するその日までローエンブルク聖王国の守護者として君臨する。その後も何度か暴れ、数百年先のシルジア皇国を半壊させる大事件も起こすのだ。

　それを今の段階で倒しては、もはや歴史は修復出来ないほどに変化してしまうだろう。

「じゃあどうするのよ……。あたし達たちは敵を追い払うしかないわけ？」

「そうだね。私わたし達たちに出来るのは、防御に徹して全ての攻撃を防ぎ切り、召喚者の魔力切れを待つ事くらいかな」

「神獣の中でも最強の攻撃力を誇る暴竜を相手に、防衛戦ね……」

　ラキアは呆あきれたように頰ほお杖づえをつく。この戦いが如い何かに無謀かを察したのだろう。

　だがこちらには未来の最先端魔法技術がある。やれる事はあるはずだ。

「カリブンクルスの攻撃手段はわかるか？」

「記録はあるよ。口から超圧縮された高濃度魔素の塊を放射するって。過去の資料を読んだ限りだと、三発で魔力切れになるみたいだよ」

「つまりその三発をどうにかして防ぎ切ればいいのか」

　アーシェはうなずいた。

「だけどその一撃はものすごい威力だね。何でも、空気が魔力を帯びて青白く光るほどで、山だろうと海だろうと触れたもの全てを塵ちりになるまで分解するって。これを防ぐには魔法的手段しかない」

「魔法的手段って、魔法壁マジツクシールドや反射結界リフレクトウオールか？」

「それで防げたら神獣なんて呼ばれてないよ。多重展開すれば多少は耐えるだろうけど、それでも一瞬が一秒に変わるとかそんなレベル。最先端の防御魔法だともう少し大丈夫だと思うけど、高度な魔法になるほど多重展開が難しくなるし、結局は焼け石に水だね」

　魔法壁マジツクシールドは、その理論の単純さ、子供でも扱える簡便さから、千年後でも利用されている防御魔法の基礎だ。最先端の防御魔法には耐久性で遙はるかに劣るとはいえ、正面から秒速でぶち抜くなど並大抵の威力ではない。

　エリオットは上空に待機している軽銀の蜂ワスプの視界を見ながら、ふと思う。

　暴竜カリブンクルスは兵隊に守られながら進軍している。それはつまり、今この距離からでは攻撃が届かないという事だ。

「カリブンクルスの射程距離とかわからないのか？」

「ちょっと待ってね」

　アーシェは自身の魔導端末グリモアを指でスクロールする。

「うーん……具体的な数値は見当たらないかな。でもオーレリア魔法国連邦の首都とシルジア皇国のちょうど中間にある、衛星都市ガリオンってところから放たれた記録があるね。その時は魔力塔までは届かなかったけど、結構危なかったみたい」

「アーシェちゃん。確かローエンブルクの城って、オーレリアの首都がある辺りよね？　って事は、中間地点までがタイムリミットになるのかしら」

「そうだね」

　その巨体ゆえ、暴竜カリブンクルスの進軍速度は遅い。上空から観察した限りでは、中間地点へ辿たどり着つくのに二日は要するだろう。ラキアが得た情報と時期がピタリ一致する。

　悲壮感溢あふれる家臣達たち。何一つ有意義な提案は生まれず、時間ばかり過ぎてゆく。

　だが残された猶予はたったの二日。事は一刻を争う。こんなところでくだを巻いている暇などないのだ。

「アーシェ、脆ぜい弱じやくな魔法壁マジツクシールドでも多重展開すれば多少は耐えるんだよな？」

「それは……うん。ほとんど誤差だけど」

「なるほど、参考になった」

　小首を傾かしげるアーシェに礼を言い、席を立つ。

　そしておもむろに机を叩たたき、耳目を集めて言い放った。

「我々が何とかしましょう」

　エリオットの一言に、場の全員が顔を上げた。

　だが彼らの絶望を払ふつ拭しよくするには至らない。それは公爵でさえも同じなようで、焦燥にまみれた様子で問い返してくる。

「確かにエリオット殿であれば出来るやも知れぬが……何をどうするのだ？」

「魔力塔を使い、魔法壁マジツクシールドを張って耐え切ります」

「バカな！　相手はかの暴竜だぞ!?」

「いくら魔術師殿でもそれは……っ」

「無理じゃ！　魔法壁マジツクシールドなど瞬まばたきする間も保たぬ！」

　悲鳴にも似た周囲の声。公爵も疑心と期待が半々といった表情だ。

「無謀のようにも思えるが……エリオット殿の事だ、何か考えがあるのだろう。聞かせてもらえるかね？」

　エリオットはうなずいた。そして周囲の皆に目を這はわし、告げる。

「魔法を使うゴーレムを作り、そのゴーレムに魔法壁マジツクシールドを多重展開させるのです」

「魔法を使うゴーレム……!?」

　驚きよう愕がくの声を上げたのは魔術師長ただ一人だ。他の皆はエリオットの言う意味がわかっていないようで、周りの者達たちと顔を見合わせている。もしかしたらゴーレムすら見た事がないのかもしれない。

「ゴーレムとは、あれか？　術者の命令に盲目的に従うだけの人形の……」

「そうですね、普通のゴーレムだとその通りです。でも俺は魔獣以上、可能なら人間並みの知性を持ち、魔法を行使出来るゴーレムを作るつもりです」

「ふ、不可能だ！　出来るわけがない！　人間を創るなど、神にでもなったつもりか!?」

「不可能だと決め付けては何も成し遂げられませんよ。現に俺は、複数体同時使役という召喚術では不可能な事を成し遂げました。常識は、打ち破れるんです」

「し……しかし……そのような事が本当に可能なのか？　どのように実現するつもりだ？」

　身を乗り出して問う魔術師長。何だかんだで興味はあるらしい。

「申し訳ありませんが、技術的な部分をお教えする事は出来ません。他言や記録なども、一切許可しません。それを我々が協力する条件とさせていただきます」

「ぐ……むぅ……」

　魔術師長は力なく腰を下ろした。

　エリオットは咳せき払ばらいをして、

「話を戻しましょう。暴竜カリブンクルスの攻撃は驚異的な威力ですが、三発で召喚者が魔力切れになるそうです。これを狙うほか、我々が助かる道はないでしょう」

「暴竜の攻撃を三発耐えろと……？」

「一発耐えられるかもわからんぞ……」

　再び悲壮感に包まれる家臣達たち。

「……勝算はあるのか？」

「もちろんです。防衛の際は公爵様のご協力を仰ぐ必要がありますが」

　間髪入れず言ってのけるエリオットに、公爵はまるで肺の空気を絞り出すように重い息を吐いた。

「わかった……。元より他に手立てはない。我らに出来る事があれば何でも協力しよう。皆の者も良いいな？」

　有無を言わせぬ瞳を向けられ、家臣一同はうなずくばかりだった。







　話し合いが終わり、アーシェやラキアと共に部屋へ戻る道中の事だ。

「魔術師殿──いや失礼、エリオット殿。少し良いいだろうか？」

　声を掛けてきたのは魔術師長だった。いつになく殊勝な面持ちでこちらを見てくる。

「どうしました？」

「何から言うべきか……いや、まずは謝罪をすべきなのだろうな」

　魔術師長は真剣な眼まな差ざしで口を開く。

「私は貴殿らが我が国の宝を狙う間者の類だと頭ごなしに決め付けておった。貴殿らのような力ある魔術師達たちが、我が国のような小国に加担するなど到底考えられぬと。大国の連中どもは魔力塔を欲ほつしておるし、いずれかの勢力の手の者に違いないと思っておった。だが……先の話を聞いて、はっとさせられたよ」

「先の話……ですか」

　エリオットのつぶやきに、前に立つ壮年の魔術師は首肯する。

「貴殿は紛まがう事なき探求者だ。あれは魔術の深しん淵えんを覗のぞき込こまんとする者の目だった。……私もこの道を目指した当初は、同じ目をしていたはずなのだがな」

　魔術師長はそう言って苦笑し、肩を落とした。

　彼は彼で、これまで魔術の深しん淵えんを覗のぞいて来たのだろう。学校も何もない中では大半が独学になる。それは未開の地を自力で切り拓ひらくように大変な作業だったはずだ。

　そして彼のような魔術師がいたからこそ、未来の魔ま導どう文明は高度に発展を遂げたのだ。先人に敬意を表する気持ちはエリオットの中にもある。

「エリオット殿。閣下も仰おつしやっていたが、私に協力出来る事があれば何でも言ってくれ。貴殿らには遠く及ばぬであろうが、これでも魔術の道を歩んで来たつもりなのだ。微力ながら力になれる事もあるやもしれぬ」

「ありがとうございます、魔術師長さん。では錬金術に使う道具を可能な限り用意してください。ないものは別のもので代用します」

「わかった、すぐに用意しよう。良ければ我が魔術工房も使ってくれ。エリオット殿、よろしく頼む」

　差し出された手を握り、エリオットはうなずいた。







　その後、エリオットは魔術工房を借りてオートマギアの製作を始める事となった。

　工房の壁かべ際ぎわには棚が並べられ、鉱物や干した薬草、何に使うかもわからない瓶詰めの目玉などが所狭しと置かれている。

　樫かしの木のテーブルにはフラスコや水銀計、天てん秤びんなどの他、針金と鉱石で自作した即席の錬れん金きん具がある。周辺の床には金属片や割れた鉱石が無数に転がっていた。

　そんな散らかった工房でエリオットが作業する様子を、アーシェにラキア、フラミリスにココまでもが見守っている。

「何だか大掛かりな装置ですね……。見た事もない道具がいっぱいで、すごいです」

「フラミーちゃん、部屋が汚いって言ってもいいのよ？」

「言っとくが俺が散らかしたんじゃないからな」

　錬れん金きん具の先に火花を散らしながら口を挟む。

　ラキアは小さくため息を吐いた。

「で、実際問題作れるの？」

「何とか作る事は出来そうだ。錬れん金きん具を作るところから始めないといけなかったのはかなり手間だったが」

「千年前の設備だしね。しょうがないよ」

　アーシェの苦笑を耳に、エリオットはお手製の錬れん金きん具を操り、ソブルムの書の宝石に術式を刻み込んでゆく。

「アーシェ、出力が弱まってきた。チャージしてくれ」

「ほい」

　短剣を抜き、錬れん金きん具に魔力が付与される。それにより、エリオットの持っていた針金の鉱石片から放たれる光が色濃くなった。

「ふぅん、アーシェちゃんの付与魔法を使って、ただの針金と鉱石を錬れん金きん具にしてるんだ。便利な娘ねー」

「むー……」

　耳を立てて頰を膨らませるアーシェ。便利道具呼ばわりされるのは不本意なのだろう。

「おそらく明日の朝までに知性のあるオートマギアは完成する。あとはこいつを魔力塔に持って行って、動作テストして、カリブンクルスを迎え撃つだけだ。二日あれば余裕だな」

「そううまくいけばいいけどねぇ……」

　椅子に腰掛け、足を組んで頰ほお杖づえをつくラキア。フラミリスのメイドが持って来た紅茶に口を付ける。やる事がなくて手持無沙汰のようだ。

「エリオなら出来るよ。創換術なんて新しい魔術系統を生み出しちゃうくらいの天才だもん。学校の成績は悪いけど」

「おい、最後の一言は余計だ」

「エリオット君、成績悪いんだ？」

　嫌なところに食い付くラキアである。フラミリスも興きよう味み津しん々しんに耳を傾けている。

「学校……とは何ですか？」

「勉強する所だよ。そっか、この時代にはないんだね」

「エリオットさんは勉強がお嫌いなのですか？」

「嫌いではないと思うけど、エリオは自分の興味がある事以外見向きもしないからね。好きな科目は寝る間も惜しんで勉強するのに、嫌いな科目は全然手を付けないの。おかげで赤点だらけで補習がいっぱい。だから時々私が勉強を教えてるんだよ」

「へぇー。いつもインテリぶってて偉そうなのに、意外ね」

「うんうん。幼おさな馴な染じみをやるのも結構大変だよ」

「お前らなぁ……」

　本人を前にして扱こき下ろしてくる二人に、エリオットの口元がヒクつく。

　そんな事は露ほども気に留とめず、ラキアは何やら思い付いたように手を打った。

「あ、そうだ。せっかく人間並みの知性を持ったオートマギアを作るんだし、姿形を与えてもいいんじゃない？」

「面白い案だね。どんなのにする？」

「そうねー、やっぱり女の子がいいわ。むさい男だとビジュアル的に映えないし。よし、あたしがチョチョイと幻術で作ってあげる」

「幻術って永続するのですか？　普通は一定時間で消えてしまうと思うのですが」

　フラミリスが首を傾かしげると、ラキアは得意げに口くちの端はを上げた。

「この時代の幻術じゃ出来ないだろうけど、未来の幻術なら可能よ。魔力源さえあればね。あたしに任せなさい」

「ラキアさんが開発した魔法じゃないけどね」

「アーシェちゃん！　一言多いわよ！」

「というかそれなら名前も付けてあげようよ。せっかく姿を与えるんだし」

「いいですね。わたくしは可か愛わいらしいお名前が良いいと思います」

「可か愛わいい名前かぁ。じゃあオートマギアだから、マギちゃんとかどう？」

「アーシェちゃん……安直過ぎるし全然可か愛わいくないわよ」

「えぇっ」

「あはは……。では高度な魔法技術を用いているので、アドアステラなんて如何いかがでしょうか？　星のように高く、という意味の古語です」

「へぇ、いいんじゃないかしら。アーシェちゃんのマギちゃんとやらより、よほどセンスあると思うわ」

「マギちゃん、可か愛わいいのに……」

　談笑する女子三人に、エリオットは一人嘆息した。

「オートマギアはお前らの玩具じゃないんだが……」







「早いな……」

　翌日の昼。緊急に招集された円卓の中、エリオットはうめいた。

　将軍いわく、暴竜カリブンクルスが見える距離まで迫っているとの事だ。

　急いで軽銀の蜂ワスプを飛ばしてみたが、確かに敵はもうじき中間地点まで到達するかどうかという状況だった。

「一体どうやって来たっていうのよ……？　まさか、空間転移魔法とか？」

　ラキアがつぶやくが、アーシェは首を振ってそれを否定する。

「空間転移魔法じゃないよ。もしそうなら昨日の内に到着していただろうし」

「ならどうしてこんな事になってるのよ……？　二日って話じゃなかったの？　ローエンブルクの将軍のおじさんがあたしを騙だましたっていうの？」

「いや、おそらく移動速度を上げる何らかの魔法が使われたんだろう。神獣の存在は大国間で抑止力になる。だが留守中に攻められたらどんなに強大な神獣を持っていようと成す術なく蹂じゆう躙りんされるからな。進軍速度を向上させる手段はあってもおかしくない」

　思い返せば、オークス将軍は黙示録の番人と接触していた。未来の魔法が存在する事を知っていたのだ。オークス将軍が噓うそを吐いていたかどうかは知らないが、たとえこの時代に速度上昇の魔法がなくとも、未来の知識を得て実現している可能性はある。そんな事も考え付かなかった昨日の自分が恨めしくなる。

（いや……たとえそれらを考慮していても、結局やる事は同じだ。ならこれは早いか遅いかの違いでしかない）

「エリオット殿、例のゴーレムの状況は如何いかがか？」

　魔術師長が尋ねてきた。

「とりあえず形にはなっています。まだ稼か働どう試験をしていませんが」

「では、魔法壁マジツクシールドの多重展開は可能か？」

「ぶっつけ本番になりますが、おそらくは」

「おお……」

　感嘆の声を漏らす家臣達たち。

　だが内情を知るラキアは硬い笑顔を顔に貼り付けながらこめかみに汗を垂らしていた。

「エリオット君、本当に大丈夫？　あたし達たちまだアドアステラの起動すら確認出来てないんだけど……」

「大丈夫だ。動くよう作ってある」

　真面目な顔で堂々と答えると、ラキアの眉が吊つり上った。

「彼こんな事言ってるけど……アーシェちゃんはいいの？」

「私は動くと思うよ。エリオが動くって言ってるもん」

　へら、と相好を崩すアーシェ。

「ああもう！　どうなっても知らないからね！」

　ラキアは髪をかき乱し、

「話がまとまったんならさっさと行くわよ！　ちんたらやってる暇はないわ！」

　それを聞いた公爵は血がにじむほど拳を握り込み、厳いかめしい面つら構がまえになる。

「ラキア殿の言う通りだ。敵は我らが敬愛するファランド皇国の皇帝陛下を討った仇きゆう敵てき、黙って殺されてなるものか！」

　そう叫ぶや、腰の鞘さやに手をかける。

「これより魔力塔を稼か働どうし、エリオット殿のゴーレムで魔法壁マジツクシールドを展開する！　皆の者、戦の準備をせよ！」

　公爵の掛け声に家臣達たちや衛兵の戦意が向上する。士気は上々のようだ。

　その時、不意にココが唸うなり声を上げた。銀毛を逆立て、部屋の出入り口を睨にらみ付つけている。

「ココちゃん、どうし──」

「敵襲！　敵襲！」

　衛兵が叫んだ。その直後、乱入してきた数人の人影に皆が驚く。

　不気味な紋様が描かれた白装束を身にまとい、目ま深ぶかに被かぶったフードで顔を覆う。以前獣人の森で襲撃してきた連中と似た衣装。

「こいつら……黙示録の番人か!?」

　白装束の者達たちは立ちはだかる衛兵にナイフを繰り出し、斬り倒してゆく。衛兵達たちも奮戦しているが、相手はかなりの手練なのだろう。少人数の敵にも拘かかわらず一方的にやられている。

　超感覚の腕輪パラフ・リングに反応はなかった。魔法を使わずにここまで来たという事は、魔術師ではないのだろう。

　敵は剣の他に投げナイフや針などの暗器も持っているようだ。瞬またたく間まに前面の衛兵を倒した白装束らは、次に家臣達たちへ刃を向ける。

「創換魔法アセンブル〈魔法仕掛けの魂マギウスコア〉！」

　エリオットの手の中で魔ま導どう核が輝いた。人工の魂がリンクし、思考速度を倍加クロツクアツプする。

　ゆっくりと動く視界の中で、躍りかかる敵の刃をくぐり抜ける。投げナイフの射線上にいたフラミリスを突き飛ばし、書記官の羽根ペンを借りて敵の腕ごと壁に縫い付けた。

　見れば、アーシェやラキアの方も敵を片付けたようだ。周りの家臣達たちも怪け我がをした様子はない。

　だが──

「ぐぅ……ッ!?」

　宝剣を持った公爵が、敵と刺し違えるような形で倒れ込んだ。

　小さなナイフが脇腹に深々と刺さっている。

「お父様!?」

　フラミリスが駆け寄るが、公爵の顔から見る間に血の気が失うせてゆく。

「アーシェ、早く！」

「わかってる！　とにかく治療しよう！」

　アーシェが公爵の横に屈かがみ、再構成リジエネレートの魔法を付与する。だが外傷が治ったにも拘かかわらず、刺された脇腹は紫色に腫れていた。

「これは……まさか毒か!?」

「あり得るわね。暗殺しようって連中が使う毒なら、致死性のものである可能性は非常に高いと思うわ」

「だったらっ」

　アーシェが鞄かばんから小瓶を取り出す。

　月霊草ムーンリーフの魔法薬が入ったものだ。

「おい、アーシェ！　それは!?」

「考えてる時間はないよ！　公爵様が死ぬ前に飲ませなきゃ！」

　そう言って錠剤を一つ取り出し、公爵の口に押し込む。すると、毒が広がり壊え死しし始めていた脇腹は、急速に瑞みず々みずしく健康な肌を取り戻していった。

「良かった……何とか間に合ったみたい。公爵様、起きられますか？」

　アーシェが声を掛けて肩を揺らす。けれど反応がない。

「お父様！　お目覚めください！」

「公爵閣下！」

　フラミリスや家臣達たちが必死に叫ぶ。だがどれだけ声を掛けても公爵は目を覚ます気配がない。毒は抜けて呼吸もしているようだが、まだ気を失っているようだ。

「どうしよう……公爵様がいないと魔力塔が……」

「──わたくしがやります」

　凜りんとした声が響いた。

　フラミリスが胸に手を当てて立っている。その姿は一輪の花のように細く、しかし強い意志が感じられる。

　それを見た家臣達たちが血相を変えた。

「フラミリス様、魔力塔への道中にも敵がおるようです。危険ですぞ！」

「身の危険など今更でしょう。何もしなければ国が滅ぶのですから」

「し、しかし閣下がこの状態なのです。この上フラミリス様に万一の事があっては……」

「もしわたくしが倒れても、弟のディランがおります」

「ですが、ディラン様はまだ幼く……」

「……確かにあの子はまだ五歳です。けれどあなた方の補佐があれば立派に国を治めてくれるはずです。わたくしは、そう信じております」

　未来を見通すかのような自信溢あふれる言葉に、家臣達たちは押し黙る事しか出来ないようだった。

「お父様……お借りします」

　フラミリスは公爵のそばに屈かがみ込こみ、宝剣を手に取る。

　それから皆に向き直り、大きく息を吸い込み叫んだ。

「勇敢に戦い負傷したアレン＝ブラムド＝シルジアに代わり、今この時をもってフラミリス＝シルジアが公爵代理となります！　異論ある者は前へ出よ！」

　とても齢よわい十四の少女とは思えないほどの威厳を身にまとい、少女は宣言する。

　彼女の変貌に驚きつつも、誰も何も言葉を発しない。前に出る者もいない。それを確認し、フラミリスの白い手が鞘さやから刀身を抜き放った。

　淡く光る白銀の長剣。シルジア公国が誇る神器。

　魔力塔を制御する鍵──宝剣パルクラヴィス。

　その切っ先を天に向け、高らかに吠ほえる。

「ならば各人に命令します！　魔術師長はアーシェさんの使い魔を通して連絡役を、戦える者は将軍の指揮下で防衛の準備、それ以外の者は領民の避難誘導をなさい！　魔力塔へはわたくしが向かいます！」

「はっ！」

　フラミリスの指示で家臣達たちは一斉に動き出す。

　そしてエリオット達たちへ力強く言った。

「この国の未来はわたくし達たちの手で守るのです！」







　魔力塔はブラムド城の隣、底が見えないほど深い崖に囲まれた岩場にそびえていた。

　世界を生み出したとも破壊したとも言われる、名も無き強大な魔獣の遺骸が魔力源となっているらしい。暴竜カリブンクルスに連なる神獣、あるいは同一の存在だとする説もある。

　未来では足場が整備されていたが、この時代ではアーチ状の石橋が一つ掛けられているだけだった。馬車が一台ギリギリ通れる程度の幅はあるが、手すりなどはなく、落ちれば命はないだろう。

「さぁ、参りましょう！」

　フラミリスの先導で石橋を駆けるエリオット達たち。

　だがその先には、やはりというべきか白装束達たちが待ち構えていた。

　見たところ敵は五人だが、各おの々おの手にナイフやメイスなどを持っている。警戒すべきは、杖つえを持った魔術師らしき人物だろうか。

「……エリオット君、ここで創換術はやめてよね？」

「創換術は橋を崩すような魔法ばかりじゃないぞ」

「でも大半がそうよね？」

「そうだな」

「絶対使わないでちょうだいよ!?」

　走りながら騒ぐラキア。緊張感がないというよりは、吹っ切れてハイテンションになっているのかもしれない。

「もう、数が多くて面倒くさいわね！　幻惑魔法イリユージヨン〈幻肢痛フアントムペイン〉！」

「ぐぁっ!?」

　ラキアの指輪が光ったと同時に、白装束達たちが手足を押さえて苦しみだす。

「さぁ、今の内に行くわよ！」

「お、おのれ……強化魔法エンハンス〈狂戦士化バーサーク〉！」

　魔術師と思おぼしき白装束が仲間達たちに魔法を掛けた途端、彼らの苦鳴が消えた。

　皆その目を赤く血走らせ、青筋を浮かべている。得物を握り締めてはいるが、もはや人間というよりも人の形をした魔獣のようである。

「あんな野蛮な方法であたしの幻術を……!?」

「フラミー、危ない！」

　先頭を走っていたフラミリスに、狂戦士と化した白装束がナイフを片手に襲い掛かる。

「創換魔法アセンブル〈水晶の騎士クオーツナイト〉！」

「付与魔法エンチヤント〈鎌鼬ワールウインド〉！」

　石橋の一部からクォーツナイトを生み出し、その大剣に風の刃が宿る。

　流れるような連携で敵の一人を斬り飛ばして無力化したが、残る敵は微み塵じんも臆せずフラミリスに迫る。

「くっ……近付くんじゃないわよ！」

　ラキアも錬れん金きん銃を抜き、炎の魔弾を放つ。だが全身に火傷やけどを負ったはずなのに、敵はひるむ素振りさえ見せない。

（間に合わないっ!?）

　──その瞬間、白銀の刃が閃ひらめいた。

　白装束の右腕をナイフごと斬り飛ばし、なおも襲い来る敵を振り向きざまに両断する。剣けん閃せんが幾重も走り、その度に白装束が細切れになってゆく。

　底なしの狂気をもってしても耐え切れないほどの斬撃で敵はことごとく絶命し、奈落の底へと消えていった。

「はぁ……はぁ……っ」

　石畳に宝剣を突き立て、肩で息をするフラミリス。クォーツナイトが所在なさげに風纏まとう大剣を下げる。

「フラミーさん大丈夫!?」

　慌てて駆け寄るアーシェ。

　宝剣パルクラヴィスには塔から注がれる魔力により、魔法を打ち消し、竜の鱗うろこすら軽く両断するほどの力が付与されている。しかしそれを扱いこなせるかは、結局のところ人の手だ。

　エリオットは崖の下を見つめ、今なお青あお褪ざめているフラミリスへ掛ける言葉を探す。

「……やるじゃないか」

「こ、これでも、ディランに付き合って剣のお稽古をしていましたから……」

　強がって言うが、無我夢中での行動だったのだろう。彼女は震える手足で辛かろうじて立っていた。

「その割には膝が笑ってるみたいだな。公爵代理の威厳はどこへやらだ」

「実戦は、初めてだったのです……人を殺した事も……」

「やらなきゃ君が死んでいた。仕方がない事だ」

「ですが……」

「今の君は公爵代理だろう。なら、やるべき事だけを考えろ。国を守るために剣を取ったなら、敵を斬る事も躊躇ためらうな。俺もアーシェも学院でそう教わった」

　強い口調で言うと、フラミリスは何とか心の整理が付いたのだろう。

　ほんの数秒覚悟を決めるように目を瞑つぶり、うなずいた。

「そう……ですね……」

　未まだ足はふらついているが、もはやそこに守られるだけのお姫様はいない。目の前に立っているのは、大切なものを守るために戦う一人の戦姫だ。

「……仰おつしやる通りです。こんなところで迷っている暇はありません！　行きましょう！」

　フラミリスの掛け声を受けて、エリオット達たちは先へと急いだ。







　魔力塔は、円筒形の内壁に上下階層へと続く螺ら旋せん階段が設けられた、吹き抜け構造の建物である。

　階数は少ないが、一階層がかなり高い。その頂上部は雲に届く勢いで、未来における高層建築物と比較しても遜色がない。

　入口をラキアの幻術で隠蔽し、エリオット達たちは内部へ足を踏み入れる。

「こちらです！」

　フラミリスが指し示したのは巨大な石碑状の魔ま導どう装置だった。周囲の床には無数の魔法陣が刻まれている。

「ここが魔力塔の内部……？」

「はい。地下に眠る膨大な魔力を汲くみ出だし、人が利用できる形に変換する魔力炉の制御装置です」

「これ……小さい頃に博物館で見た覚えがあるよ。三百年前にソブルム魔ま導どう学院で稼か働どうしていたっていう。そっか……最初は魔力塔で使われてたんだ」

　アーシェが感嘆の息を漏らす。

　魔力塔から多大な恩恵を受けるシルジア皇国民であっても、魔力塔はおいそれと入れるような場所ではない。国家魔術師の資格を持ち、整備や運用に携わる者しか基本的に立ち入りを許されていないのだ。実際、エリオットも内部を見るのは初めての事だった。

　宝剣の存在を察知したように石碑が開く。

　フラミリスはその前に立ち、大きく息を吸った。

　そして宝剣を構え、叫ぶ。

「宝剣パルクラヴィスよ。我がシルジアの血の盟約に従い、その力を示せ──解錠アンロツク！」

　白銀の刀身が魔力の輝きを放った。それに応えるように魔力炉の溝が淡く光り、唸うなるような異音を奏かなでる。

　魔力塔が起動したのだ。

「うおっ!?」

　地面が揺れた。円形の床がせり上がり、上昇してゆく。

「しっかりつかまっていてください！　危険ですよ！」

　フラミリスの注意を受け、皆が石碑につかまる。

　それはまるで未来における昇降機のようで、瞬またたく間まに頂上部へと到達する。

「すごい……」

　アーシェが感嘆の声を漏らした。ラキアも言葉を失っている。エリオットも内心それに同意していた。

　文字が刻まれた複数の岩石が浮遊する、魔力塔の最上階。外壁はなく、太陽光が惜しみなく降り注ぐ。地下から汲くみ上あげられた高濃度の魔素だろう、頭上には紫色の光球が浮かぶ。その光球は刻一刻と形状を変え、まるで生きているかのように脈動していた。

　周りへ目を向ければ、緑溢あふれる広大な野山に、何の整備もされていない河川が見える。森や草原は人の手が加わっている様子がない。千年先では決して見られないであろう、自然の姿がそこにある。

　魔力塔の頂上から見える風景は壮観だった。

「エリオ、見て」

　アーシェが指差す先には巨大な黒竜の姿があった。銀色の絨じゆう毯たんのような兵士達たちの隊列に囲まれ、その体を揺らしている。

　彼我の距離は、およそ山二つ分。暴竜の巨体をして、やっと遠目に見えるかと言ったところだ。軽銀の蜂ワスプでも確認してみたが、中間地点にほど近く、いつ攻撃されてもおかしくない。

「魔力炉の制御はわたくしがやります。エリオットさんはアドアステラを起動して、魔法壁マジツクシールドを張る準備をお願いします」

「わかった」

　エリオットはソブルムの書を取り出した。

　数千万もの術式を刻んだ真紅のガーネット。亀裂一つないその結晶は完全に単一で、思わず見とれてしまうほどの美しさを誇っている。

「もしこれで動かなかったらお笑い種ぐさね……」

　ラキアが引きつった笑みを浮かべる。エリオットは不敵に口元を歪ゆがめた。

「動くさ。俺が作ったんだからな」

　そして宝石へ向けて魔力を込め──叫ぶ。




「創換魔法アセンブル〈魔法仕掛けの人形マギウスドール〉！」




　その瞬間、ソブルムの書の周りに魔法陣が投影された。

　無数の光点が渦を巻いて寄り集まり、ノイズを生じさせつつも次第に少女のシルエットを形作ってゆく。

　銀の髪は足元に届くほど長く、フラミリスが着ていそうな純白のドレスを身にまとう。その姿はまるで水の精霊のように半透明である。
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　エリオットが頭脳を設計し、ラキアの幻術で外見をデザインした、人造の少女だ。その瞳は冷たく、感情の灯ともし火びがないように見える。

　そんな少女の唇が、鈴のような音色で言葉を紡つむいだ。

「──魔ま導どう核、正常。ストレージ、正常範囲。アイオーポート、動作確認。全システム、オールグリーン。識別コード、アドアステラ……起動しました。マスター、ご命令を」

　銀髪の少女型オートマギア──アドアステラは空虚な眼まな差ざしでエリオットを見つめている。

　ラキアは呆ぼう然ぜんとした表情でその顔を覗のぞき込こんだ。

「あたしの幻術がしゃべってる……。これで魔法壁マジツクシールドを展開出来るの？」

「それは動作テストしてからだ。アドアステラ、お前のマスターの名前を言ってみろ」

「イエス、マスター。マスターの名前はエリオット＝ハンクスです」

「お前が使える魔法は？」

「現在、魔法壁マジツクシールドが登録されています。他に使用可能な魔法はありません」

「お前の年齢を教えてくれ」

「起動してからの経過時間は五七秒です」

　表情一つ変えず、アドアステラは答える。

「よし、会話が出来る程度の知性はある。これなら大丈夫だ」

　エリオットはうなずき、アーシェ達たちへ振り向く。

「これから魔法壁マジツクシールドの展開をする。皆準備を──!?」

　その時、超感覚の腕輪パラフ・リングが光った。

　とっさに周囲を見渡すと、刃物を手にした白装束の集団が柱の陰に潜んでいるのが窺うかがえる。ざっと二十人はいるだろうか？　杖つえを持った魔術師もいるようだ。

「敵襲だ！　周りを警戒しろ！」

　そう叫び、エリオットは魔ま導どう核を手にする。アーシェやラキア、フラミリスも応戦の構えを取った。

　魔力塔の入口は幻術により隠されていたはずだ。その上で彼らはここにいる。

（……敵はラキアの幻術を破るだけの実力者か）

　更に悪い事は重なるというべきか。アーシェが表情を強こわ張ばらせて言った。

「皆……魔術師長さんから連絡が……」

「なんて言ってる？」

「暴竜が進軍を止めたって」

　アーシェは赤い短剣を構えながら、困惑するように眉尻を下げる。ココを中継して念話魔法を使っているようだ。

「攻撃をやめた……わけないよね」

　暴竜カリブンクルスへ目を向けると、確かに停止しているのが見えた。軽銀の蜂ワスプの視界でも確認してみたが、牙を向いて息を荒げる様子が窺うかがえる。

「国が滅ぶ威力……か」

　背筋に冷や汗が伝い落ちる。数百年先のシルジア皇国をも半壊させたと言われるくらいだ、今の時代に食らえばひとたまりもないだろう。

「エリオットさん、魔法壁マジツクシールドを！」

「だが、敵に囲まれてる。展開する前にこいつらを何とかしないと……！」

「落ち着きたまえ、エリオット君」

　降って湧いた声に、我が耳を疑った。

　白装束の男の一人が懐ふところから出した水晶玉に、見覚えのある顔が映っている。

　大おお鷲わしの紋章が刺し繡しゆうされた白いサーコートを身に着け、シワの刻まれた目を細める男。

「サイラス先生……」

　ソブルム魔ま導どう学院研究所の所長であり、エリオットの師でもある壮年の魔術師、サイラス＝オルブライトその人だ。

「暴竜カリブンクルスならばまだ攻撃はしない。我々が待たせているからね」

「暴竜を……？　やはり、先生はこいつらの仲間だったんですか……？」

「そうだ。色々と深い事情があってな」

「というか、なぜサイラス先生がここに？　一緒に飛ばされて来たんですか？」

「いいや、飛ばされたわけではないよ。私は君きみ達たちのいる時代からおよそ千年後の、ソブルム魔ま導どう学院から交信しているだけだ。時空視の魔法を使ってな」

「時空視……？」

「うむ。未来と過去を見通し、時空を超えて念話魔法をつなぐ秘術だ」

　黙示録の番人のリーダーが未来視を使えるという話はラキアから聞いていた。この符号が偶然とは思えない。

「……まさか、あなたは」

「気付いたかね。その通り、私が黙示録の番人のリーダーだよ」

　サイラスはシワを寄せて笑う。その表情は一見すると好こう々こう爺やのようで、物腰柔らかな雰囲気をまとっていた。

「サイラス教授、あんたの専門って錬金術とか魔ま導どう工学でしょ？　黙示録の番人のリーダーは占星術師のはずじゃないの……？」

「ふむ、私は別に占星術師を名乗った事はないのだがね」

「どういう事？」

　ラキアの問いに、サイラスはあごひげを撫なでながら、

「時空視の魔法は便利だが、少々難点があってな。発信出来るのは私だけで、彼ら団員から連絡を寄越してもらう事が出来んのだ。それにこの時代はまだ時計がないので時間を指定するわけにもいかん。そこで星の位置を頼りに連絡の時期を定めてみたのだが、いつの間にやら占星術師と呼ばれるようになってしまったのだよ」

「そんな話はどうでもいい。それよりサイラス先生が時間転移魔法で俺おれ達たちをこの時代に飛ばしたんですか？」

「いいや、私ではない。調査はしているが、誰がやったかまだ判明しておらん」

「……では、なぜ俺おれ達たちの邪魔をするんです？　今この国はローエンブルク聖王国に攻められ、国が滅びるかという瀬せ戸と際ぎわなんです。シルジア公国が滅びたら、未来の皇国がなくなって、サイラス先生も困るはずでしょう？」

「皇国がなくなる……か。確かにこの国も居心地は良いいのだがな」

　そうつぶやいて苦笑し、

「エリオット君。君は時間転移魔法に巻き込まれたあの日、死ぬはずだったのだ。そしてシルジア皇国などと言う国自体がそもそも存在しない。本来の歴史では、ここはファランド皇国に属する首都シルジアだそうだ」

「本来の……歴史……？」

　その言葉に、嫌な予感が胸中を渦巻く。アーシェやラキア、フラミリスまでもが驚きと困惑に顔を見合わせる。

「あの日、ソブルム魔ま導どう学院研究所は地下にある魔力炉が暴走し、大爆発を起こして半壊した。調査の結果、それはオーレリア魔法国連邦の産業スパイ達たちが引き起こしたと判明している。そして当時、ただ一人泊まり込みで研究をしていたエリオット君が犠牲になった。……そのはずだった」

　サイラスは困ったように眉尻を下げ、ため息を吐いた。

「だが、アーシェ君がその事をひどく悲しんだようでな……。その後、十年もの歳月を費やして時空視の魔法を独自に開発し、過去の自分へ念話でメッセージを送ったらしいのだ。エリオット君を救うために」

　隣にいる幼おさな馴な染じみへ目を向ける。驚愕に目を見張り、震えている。

　アーシェは転移前に見知らぬ女から念話が届いたと言っていた。それはまさか、未来の自分からのメッセージだったという事なのか。

「だがエリオット君が生存した事で、歴史は過去も未来も大きく歪ゆがめられてしまった。君の手で研究された創換術は、オーレリア魔法国連邦に奪われ、軍事利用され……そこで更なる発展を遂げた。そして五十年後の未来においては、人類を超える高度な知性を持つオートマギアが生まれ、人類文明を破滅に導く事になっている」

　サイラスの顔から笑顔が消えた。深くシワを刻み、厳かに告げる。

「君の創換術が、世界を滅ぼすのだ」

　エリオットは渇きを覚えて唾を吞のんだ。こめかみに汗が伝い、後ずさる。

「俺の創換術が……？」

「そうだ。人類の国家は軒並み滅ぼされ、皇帝陛下を始めとした鍵の紋章を持つ一族も皆お亡なくなりになった。そんな未来を阻止すべく、私は過去の自分に連絡を取り、あらかじめソブルムの書から創換術のデータを削除した上で、あえてオーレリアの産業スパイであるラキア君に渡した。そうすれば創換術は流出せず、軍事利用もされず、人類を破滅に導く知的オートマギアも生まれない。そしてエリオット君の救出も妨害すれば、創換術の情報が漏ろう洩えいする可能性はゼロになる──そう思ったのだがな……。結果はより危険な状況になってしまったようだ」

　サイラスの視線がアドアステラへ向けられる。

　ソブルムの書の宝石に仮初めの魂を宿し、魔法を操るほどの知性を持たせたオートマギア。

　ラキアとの約束では、元の時代へ帰ったらソブルムの書はオーレリア魔法国連邦へ持ち帰らせる事になっている。

　創換術の真髄である、アドアステラを内包したまま。

「さっきも言ったが、今回君きみ達たちが巻き込まれた過去転移が誰の手によるものかはわかっていない。だが経緯はどうあれ、学院の魔力炉が爆発する直前に、創換術の情報はエリオット君ごと千年前へ送られてしまった。……ここまで言えば、私が何をしようとしているかもう理解出来ただろう」

「歴史を、修正するんですか……？」

　サイラスは決意を秘めた眼まな差ざしで、深くうなずいた。

「エリオット君、君は実に優秀な学生だった。成績だけ見れば凡百の人間と誤解されるかもしれないが、首席であるアーシェ君とはまた違う方向で素晴らしい才能の持ち主だった。君を失う事になるのは私も心苦しい……。だが、人類の未来のためだ。わかってくれ……」

　白装束達たちが得物を構える。

　矛先はアドアステラだ。手始めに彼女を破壊するつもりらしい。

　──その時。

　突如、空間に黒い球体が出現した。

　球体は紫電を巻き散らし、膨張してゆく。そして背丈よりも大きくなった辺りで、ずるりと何かが蠢うごめいた。

　現れたのは真っ黒な人影だ。

　ボロボロの黒衣を身にまとい、顔を隠すようにしてフードを目ま深ぶかに被かぶっている。黒い革の手袋やブーツを着けたその体は大きく、エリオットが子供のように見えるほど。その全身が露あらわになるや、黒い球体は蒸発するように消えてゆく。

「魔神……」

　フラミリスが青あお褪ざめながらつぶやいた。

「魔神……？　こいつが？」

「おのれ、魔神イェルムめ！　またしても邪魔をしに来たか！」

　サイラスの叫びで、白装束達たちが魔法を放った。黒衣の魔神へ目掛けて炎や光球、魔法の矢が飛ぶ。

「──創換魔法アセンブル〈黒曜石の騎士オブシダンナイト〉」

　魔神のくぐもった声の詠唱と共に親指で小石が弾はじかれると、無数の魔法陣が投影された。周囲の物質が集まり、魔法が当たっては弾はじけてゆく。

　生み出されたのは人を倍する黒騎士だ。その数は七体もあり、黒騎士の背丈をも超えるほどの巨剣を一振り手にしている。

　エリオットが独自に開発し、他に使い手がいないはずの創換術。それも、開発者であるエリオットを上回るほどの高度な技術だ。黒騎士に使われた魔ま導どう核など路傍の石のような粗悪品でありながら、機能面はなんら遜色がない。

　それを目まの当あたりにして、エリオットは膝を折った。サイラスの話だけでは実感が湧かなかったが、その証拠を突き付けられた気分だった。

「……」

　一瞬の静寂の後、魔神の右腕が持ち上げられる。

　それが戦いの合図となった。

　黙示録の番人の団員達たちとオブシダンナイトが武器を交える。激しく火花が散り、魔法が飛び交い、血しぶきが上がる。サイラスが交信していた水晶玉も砕かれ、持ち手の首が飛ぶ。

　魔神の力は圧倒的で、もはや一方的な虐殺にも見えた。

　それが引き金になったのか、あるいは偶然なのかはわからない。ただ、暴竜カリブンクルスが口を開いているのが遠目に見えた。その口内は青白く、刻一刻と輝きを増している。

「暴竜が……」

「エリオ！」

　膝を折ったエリオットに、アーシェが駆け寄った。腕を引っ張るようにして起こそうとしてくる。

「しっかりして、エリオ！」

「アーシェ……」

「カリブンクルスが攻撃してくるよ！　急いで魔法壁マジツクシールドを展開しよう！」

「だが……俺の創換術が、世界を……」

「創換術で未来が大変な事になるなら、ならないように今から考えればいいじゃない！　出来る事はまだあるはずだよ！」

　そう言って揺さぶってくるが、エリオットは動けなかった。

「……サイラス先生は人望が厚い人だ。俺がココをオートマギアとして復活させようとした時だって、事情を話せば全面的に協力してくれた。あんな優しい先生が無意味にこんな事を言うとは、俺には思えない……」

「そんなの関係ないよ！　確かに先生は良いい人だけど、何でも知ってるわけじゃない！　助ける方法が見つからないから、仕方なくエリオを犠牲にしようとしてるだけだよ！」

「しかし……」

「私がエリオを助ける方法を見つける！　世界最高峰のソブルム魔ま導どう学院で首席を取った私なら、サイラス先生だって超えられる！　未来もエリオも救ってみせる！」

　ボロボロと涙を溢あふれさせ、アーシェはエリオットを抱き締めてくる。

　それは、ココやアーシェの両親が亡なくなった時に見たものと同じ泣き顔だった。

「私にはエリオが必要なの！　エリオが生きてなきゃ嫌なの！　だから……私を信じてよ！」

　彼女にこんな顔をさせないために、エリオットはこれまでがんばってきたはずだ。

　ここでエリオットが諦めれば、またアーシェは深く落ち込むだろう。サイラスいわく、十年もその死を引きずり、過去を変えようと考えるほどに。

「エリオットさん」

　ふと見上げれば、フラミリスが前に立っていた。

　宝剣を携え、凜り々りしく口元を引き結んでいる。

「あなたはわたくしに仰おつしやったではありませんか。未来のために、わたくしが死ぬ必要はない。だから何があっても生きろと……。それはあなた自身にも言える事ではないのですか？」

　言われてエリオットはほんの数瞬、目を瞑つぶった。

「……そうだったな」

　手元にある魔ま導どう核を見つめ、強く握り締める。

「そうだよ。俺は……俺が死んだ後も、アーシェが寂しがらないようにするために、創換術を作ったんだった。こんな大事な事、なんで忘れてたんだろうな……」

　エリオットは立ち上がった。

　アーシェの体を離し、頭を撫なでてやる。

　その向こうでは、白装束の生き残り達たちが魔神と戦う様子が窺うかがえた。オブシダンナイトが巨剣を振るい、魔法を弾く。まるでエリオットやアドアステラを守っているかのようだ。やるなら今しかない。

「これから魔法壁マジツクシールドの展開を始める。準備しろ！」

「うん！」

　エリオットの掛け声で皆が行動を開始する。フラミリスが魔力炉を制御し、アーシェがそのサポートに回る。ココとラキアはその護衛だ。

　エリオットもソブルムの書の前に立った。

「アドアステラ」

「イエス、マスター」

　銀髪の少女型オートマギアが応える。

「魔法壁マジツクシールドの多重展開を頼みたい。何重まで張れる？」

「理論値では四重まで張る事が可能です」

「なら停止するまでそれを維持だ。どれだけ破壊されても構わずどんどん展開しろ！」

「イエス、マスター」

　アドアステラは目を閉じた。周囲に魔法陣が浮かび、光の粉が舞う。

「これより四重展開術式の構築を開始します。魔法壁マジツクシールドの展開まで、残り三十秒」

「こっちは準備出来たよ！」

　フラミリスの代わりにアーシェが叫ぶ。魔力炉の稼か働どう準備が整ったようだ。

　魔力塔が生み出す膨大な魔力が、アドアステラの下に集まってゆく。ソブルムの書を周回する魔法陣の光が一層強くなり、魔力が奔流となって周辺を白く染め上げる。

　だが、同時にカリブンクルスの口内も一段と輝きを増していた。まるで太陽が落ちたかのように、眩まばゆい光が大地を照らす。

「アドアステラ、まだか!?」

「四重展開術式の構築中です。魔法壁マジツクシールドの展開まで、残り十秒、九、八、七──」

（ダメだ、間に合わない……ッ！）

　暴竜カリブンクルスがブレスを放った。

　目も眩くらむほどの閃せん光こうが走り、大気すらも焼き尽くす。その威力はとてつもなく、かすめただけで森は燃え、山が蒸発する。空気が魔化し、ブレスが通った道筋通りに青白い燐りん光こうが舞う。誰も彼もが言葉を失い、その軌跡を見つめていた。




　魔力塔は未いまだそびえている。




「……は、外れた？」

　震えるアーシェの声を耳にし、エリオットは我に返る。

　すぐ隣では、ラキアが不敵な笑みを浮かべていた。

「外れたんじゃない、外させたのよ。あたしの幻術でね」

「幻術……？」

「そ。こんな事もあろうかと、あらかじめ虚像幻視フアントムビジヨンを掛けておいて良かったわ。カリブンクルスからは、シルジア公国の位置がだいぶずれて見えていたはずよ」

　見れば、暴竜カリブンクルスは混乱しているようだった。狙ったはずの位置からブレスが大きく逸それたのだ、無理もない。

　だが敵の動揺はわずかな時間だった。再び暴竜のあぎとが輝き始める。

　ラキアは口元を引きつらせながら、

「……一応言っとくけど、カリブンクルスのブレスで幻術はかき消されたから、二射目以降は当たるわよ。残り二発、しっかり防衛してちょうだい！」

「任せろ！」

「マスター、四重展開術式の構築が完了しました。魔法壁マジツクシールドを展開します──付与魔法エンチヤント〈四重クアド・魔法壁マジツクシールド〉」

　アドアステラが言った直後、シルジア公国を覆い尽くすほど巨大な魔法壁マジツクシールドが展開された。わずかに光が歪ゆがめられ、ドームの輪郭をうっすらと空に映し出す。

　その直後、再びブレスが放たれた。

「ぐぉっ……!?」

　魔法壁マジツクシールドの表面に超圧縮された高濃度魔素の塊がぶつけられる。

　窓ガラスに水を掛けるように、境界面に七色の波紋が起こり、天を揺らす。薄紙を錬れん金きん銃で撃つがごとく魔法壁マジツクシールドが瞬またたく間まに破壊されるが、次々と内側から新たな魔法壁マジツクシールドが展開される。

　ブレスと魔法壁マジツクシールドの攻防は拮きつ抗こうしているかに思われた。

　だが──

「マスター、魔力供給量が不足しています。魔法壁マジツクシールドの展開に支障を来たすまで、約七秒です」

「何っ!?」

　魔力炉の方へ目を向けると、フラミリスが蒼そう白はくになって魔ま導どう装置を操作している様子が見て取れた。

「フラミー、どうした？　出力を上げてくれ！」

「既にやっております！　これが限界なのです！」

「アーシェ、どうなってる!?」

「魔法壁マジツクシールドの展開速度が速すぎるの！　この魔力炉は私わたし達たちの基準からすると旧式どころか骨こつ董とう品レベルなんだよ！」

「くそっ……」

　アドアステラの周囲に浮かぶ魔法陣が明滅する。魔法の発動が失敗し、足りない魔力が更に失われてゆく悪循環だ。

「魔力が足りない……魔法壁マジツクシールドの展開速度が落ちて来てるっ！」

「魔力供給量が不足しています。魔法の不発により魔ま導どう核の温度が急上昇中。危険水準に達しました。魔法壁マジツクシールドの展開速度が五十パーセントを下回っています。マスター、停止を推奨します」

「ダメだ！　停止は許可出来ない！」

　エリオットは自身の魔力をアドアステラに流し、不足分を補助する。それでも圧倒的に足りず、展開される魔法壁マジツクシールドの厚みが四枚から三枚、やがて二枚へと減じてゆく。

　もう限界かと思われたその時、空が晴れた。

　ブレスが止やみ、波紋が消えて陽光が差し込む。

「何とかなったのか……？」

　ギリギリのところで二射目を防ぎ切り、エリオットは安あん堵どの息を吐く。

　だがアドアステラはその機能を失いつつあった。魔法陣は輝きを落とし、周囲を舞う魔素の燐りん光こうも消えてしまっている。

　展開されている魔法壁マジツクシールドはたったの二枚しかない。対する暴竜カリブンクルスは、既に三射目の準備を始めていた。

「アドアステラ！　魔法壁マジツクシールドの展開を！」

「イエ……ス……マス……タ……」

　プツリ、と音が聞こえたような気がした。それを境に魔法陣は消え、魔法壁マジツクシールドも失われる。

「噓うそだろ、おい……？　アドアステラ、応答しろ！」

「……」

　銀髪の少女型オートマギアは何も応えない。目を閉じたまま、眠るようにして機能を停止させている。

「ちょっとエリオット君、どうなってるの!?」

　焦燥感に包まれたラキアの声。エリオットはソブルムの書に駆け寄る。

「アドアステラがダウンした！　今復旧してる！」

「次が来るわ！　魔法壁マジツクシールドは展開出来るの!?」

「わかってる！　再起動まで時間を稼いでくれ！」

　魔ま導どう核である宝石はひどく熱を持っていた。触れると火傷やけどしそうなほどだ。壊れてはいないようだが、暴竜カリブンクルスは再起動まで待ってくれそうにない。

「……私がやる！」

　アーシェが叫んだ。赤いスピネル鉱石の刀身を持つ装飾剣を握り締め、遙はるか遠くにいる黒竜を睨にらみ付つける。

「アーシェ、何を……？」

「時間を稼ぐ魔法ならあるよ。私わたし達たちが未来へ帰るために編み出した、私しか使い手のいない魔法。エリオも見たよね」

「おい、まさか……？」

　アーシェはうなずいた。

「そう、〈停滞結界ステイシス〉だよ。時間の流れを遅くするから、魔法壁マジツクシールドと違って破壊される事がない。三重魔法までなら私も使えるから、魔力塔から供給してもらえばしばらく耐えられると思う」

「バカ言うな！　そんな事したら魔素過敏症で死ぬんだろ!?」

「大丈夫。月霊草ムーンリーフの魔法薬があるから、魔素過敏症では死なないよ」

「し、しかし……」

　反論の言葉を、エリオットは飲み込む。

　魔法薬を使えばアーシェは千年後まで帰れない。だがここで何もしなければ、皆死んでしまうのだ。アーシェの魔法薬を一つ消費して助かる道が開かれるなら、それに賭けるのが合理的判断だろう。

「……わかった。だがアドアステラの再起動が終わるまでだ！　無茶はするなよ！」

「うん！」

　そうしてアーシェは短剣を構え──

「付与魔法エンチヤント〈三重トリプル・停滞結界ステイシス〉！」

　魔法の展開から一拍遅れて、ブレスが届いた。

　千分の一まで減速された時間の中、ゆっくりとブレスが進んでくる。それはまるで水中にインクを垂らしたように、遅々とした動きだ。

　今まさに膨大な魔力をその身に受けているのだろう。アーシェの体に銀班が浮かび始める。ブロンドの髪は銀色に染まり、頰や指先が金属光沢を放つ。

　その時、アドアステラが目を覚ました。ようやく復旧したようだ。

「──魔ま導どう核、高温状態。ストレージ、正常範囲。アイオーポート、数か所で異常動作を確認。システム、イエロー。識別コード、アドアステラ……セーフモードで起動しました。マスター、ご命令を」

「魔法壁マジツクシールドの四重展開をしてくれ！」

「現在、魔ま導どう核が高温状態です。四重魔法を使用すると、再び危険水準に達するものと思われます」

「それでもいい、やってくれ！」

「イエス、マスター」

　アドアステラが魔法壁マジツクシールドを展開したと同時に、エリオットは叫ぶ。

「魔力供給先の切り替えを！」

「わかりました！」

　フラミリスが威勢よく返事をした。その直後、アドアステラ周辺の魔法陣が輝きを増してゆく。

「アーシェちゃん！」

　ラキアが力なく倒れた獣人の少女へ駆け寄る。辛かろうじて息はしているが、ディランの時のように銀班が全身に回っていた。

「魔法薬を頼む！」

「オッケーよ！」

　流れるような動作でラキアは魔法薬の瓶から錠剤を取り出し、アーシェの口に押し込む。

　それにより、銀班が光となって消えていった。

（アーシェの方は何とか間に合ったが……）

　アドアステラの方は限界が近い。またしても魔力不足で魔法陣が明滅し、その機能を失おうとしている。魔法壁マジツクシールドはギリギリ二枚で耐えているが、時間の問題だ。

　ラキアもフラミリスも、その様子を絶望の眼まな差ざしで見つめていた。もはやブレスを防ぐ手立てはない。

（……いや、待てよ？）

　ふと、脳裏に電流が走った気がした。

　この場には、アドアステラ以外に魔法を使えるオートマギアが存在する。遙はるか未来の創換術を操り、あらゆる国家を滅ぼすらしい人類の敵。

　見れば、既に白装束達たちとの戦いは終わっていた。こちらの邪魔をするでもなく、空間転移で消えるでもなく、ただ暴竜カリブンクルスを見つめ、無感情に佇たたずんでいる。

　そんな黒衣の魔神をエリオットは睨にらみ付つけた。

「魔神イェルム、だったか？　協力してくれ！」

　魔神がこちらを向く。

　目ま深ぶかに被かぶったフードのせいで顔は見えないが、それでもそこには自我があるようにエリオットには感じられた。

「お前が人類と敵対してるのは聞いた。なのに俺おれ達たちを殺さないのは、今ここで死なれると未来のお前らが困るからだろ？　なんたって俺は創換術の開発者で、アドアステラはお前らの祖先みたいなものだからな」

「……」

　魔神は何も答えない。ただ冷たく見下ろして来るだけだ。

　それでもエリオットの言いたい事を理解したのか、黒衣を開き、胸元にある魔ま導どう核を露あらわにした。

　紫色の宝石──おそらくアメジストであろうそれは握り拳ほどもあり、妖しい輝きをたたえている。結晶の中には淡く光る文字や記号、魔法陣などが浮かんでは消えていた。

　これを使えと言うのだろう。

　既に魔法壁マジツクシールドは一枚しかない。暴竜カリブンクルスのブレスは凄すさまじい威力だ。最後の魔法壁マジツクシールドが破られた瞬間、この場所は焦土と化す。時間は幾ばくも残されていない。

「フラミー、俺が魔法壁マジツクシールドを使ったら魔力の供給先を切り替えてくれ！」

「ですが……その魔神は……」

「心配するな、こいつは今の俺を殺せない！　だから、頼む！」

「わ、わかりました！」

　そんな返事も待たず、エリオットは手に魔力を込め──

「創換魔法アセンブル〈魔法仕掛けの人形マギウスドール〉！」

　直後、魔神の周囲に魔法陣が投影された。

　光の点が奔流となって溢あふれ出だし、渦となり、螺ら旋せんを描く。

（これが……未来の魔ま導どう核……）

　魔神の魔ま導どう核はとてつもなく高性能だった。エリオットが作ったものどころか、アドアステラすらも遙はるかに超えている。

　創換術を誰よりも知るからこそ、このオートマギアが人類では到達出来ない高みの領域、四重魔法の更に上にまで達している事がわかる。

　それを制御しながら、エリオットは力の限り声を震わせた。




「魔神イェルム、未来の魔ま導どう核を使わせてもらうぞ──付与魔法エンチヤント〈五重ペンタ・魔法壁マジツクシールド〉！」




　アドアステラの魔法壁マジツクシールドの内側へ重ねるように、五重の障壁を展開する。

　魔力塔から供給される量は相変わらず不足しているが、魔神そのものが魔力源を持っているのだろう。暴竜カリブンクルスのブレスに破壊されてなお、それを押し返すほど魔法壁マジツクシールドの展開速度を維持している。

　やがて魔法壁マジツクシールドの揺らぎが消えた。

　ブレスが途切れ、辺りに静寂が戻る。

　軽銀の蜂ワスプの視界で確認すると、竜の聖女が倒れているのが見えた。あれだけ強力なブレスを三度も放ったのだ。魔力が尽きて当然だろう。

　神獣の攻撃を防ぎ切られた事で、ローエンブルク聖王国軍は戦意を失ったらしい。暴竜カリブンクルスを取り囲んでいた銀の絨じゆう毯たんは撤退を始める。

　後に残ったのは、ブレスが作った光の軌跡と、シルジア公国兵達たちの喝采の声だった。








エピローグ









　暴竜カリブンクルスを退けた後はお祭り騒ぎだった。

　ブラムド城内だけでなく、周辺の村々までもが勝利に沸いていた。

　それもそのはずで、ローエンブルク聖王国と十年間の不可侵条約が結ばれた上、多額の戦争賠償金が支払われたのだ。

　竜の聖女は魔力が尽き、しばらく暴竜カリブンクルスは戦う事が出来ないだろう。

　その情報が他の二大国へ漏れると文字通り国が滅ぶため、ローエンブルク聖王国としては口止め料という意味もあったのだろう。和平交渉は終始シルジア公国に有利に進んでいった。

　実際のところ、この約束が守られる保証はない。それに十年後には魔ま導どう大戦が勃発する事になっている。

　だが暴竜を下した事実がある以上、しばらくは問題も起きないだろう。

　魔神は魔力塔での戦いの後、空間転移らしき魔法で消えてしまった。

　黙示録の番人についても、魔神が裏で暗躍しているおかげで、少なくとも転移直前の日までエリオット達たちは守られていると言って良い。何よりシルジア公国においてエリオット達たち三人は救国の英雄扱いである。

　そんなわけで一千年の間魔力塔で眠る計画は、公爵の全面的協力の下で実行に移される運びとなった。







「これで良し。完成だ」

　散らかった魔術工房の中、エリオットは錬れん金きん具を置く。

　作業を固唾を吞のんで見守っていたアーシェとフラミリスから感嘆の息が漏れた。

　樫かしの木のテーブルにはソブルムの書がある。アドアステラが〈停滞結界ステイシス〉の魔法を四重で使用出来るよう調整が終わったのだ。これで一千年の時を、体感で三十六日ほどに圧縮する事が可能となる。

「完成したのはいいけど、アーシェちゃんの魔法薬が足りないわよ。どうするつもり？」

　眉を寄せるラキア。

　彼女の言葉通り、魔法薬は足りていない。停滞結界ステイシスを使っても三十六日分必要になるが、残りは二十八錠と月霊草ムーンリーフ一本、合計二十九日分だ。これでは八百年足らず先までしか届かない。

「心配してくれるの？」

「べ、別に心配してるとかじゃないわよ。あたしはただ事実を言ってるだけで……」

「それを心配してるって言うんだろ？」

「うるさいわね！　エリオット君は黙っててちょうだい！」

　目をつり上げて声を荒げるラキアだが、顔が赤くなっていては全く説得力がない。フラミリスも楽しげに笑っている。

　エリオットは魔法薬の説明書を開いて見せて、

「まぁ大丈夫だ。この説明書いわく、月霊草ムーンリーフが発見されるのは五百年前の大厄災以降で、栽培に成功したのが三百年前だそうだ。魔法薬が二十六日分あればその辺りの時代まで届くから、途中で補給しながら未来を目指せば良い」

「これだけ歴史が歪ゆがんでるのに、そんな紙切れを信用出来るとは思えないけどね……。そもそも獣人の村は焼けちゃったし、月霊草ムーンリーフが絶滅しててもおかしくないわよ」

　ラキアが呆あきれたようにため息を漏らす。

　だがアーシェはニッコリと微ほほ笑えみ、言った。

「月霊草ムーンリーフは絶滅してないよ。ラキアさんがくれた現物が一本手元にあるからね。いざとなったらこれを植えて増やして栽培すればいいんだよ。説明書通りの時代にね」

「ふん……なるほどね。じゃあいつ出発するのかしら？」

「今日中に出発しようと思ってる。魔法薬を無駄遣いするわけにはいかないからな」

「そっか……。じゃあこの時代の人ひと達たちともお別れなんだね」

　アーシェは力なく耳を倒した。

　何だかんだで魔術師長を始めとする家臣や、兵士達たちとも仲良くなった。

　この未来への旅がスムーズに行けば、彼らとは文字通り今生の別れとなる。寂しくなる気持ちはわからないでもない。

「フラミーはどうする？　一緒に来るか？」

　エリオットがそう尋ねると、茶色の髪の姫は少しの間目を伏せる。そして十数秒が過ぎた頃、長いまつ毛をゆるゆると持ち上げた。

「色々と考えたのですが……わたくしはご一緒しない事にします」

　驚いたのはアーシェだ。耳をピンと立て、呆ほうけたようにあんぐりと口を開ける。

「えっ……来ないの？」

「はい」

「本当に……？　どうして？」

「お父様やディランの事もありますし、君主の娘としての務めもございます。まだまだ未熟者のわたくしには、この時代でやるべき事がたくさん残っていますから」

　唇を引き結び、決意を込めた眼まな差ざしで言う。宝剣を手に魔力塔へ向かった時と似た、凜りんとした立ち振る舞いだ。これが皇族の威厳なのだろうか。

「で、でもほら……白装束の人ひと達たちがさ、また襲って来るかもしれないよ？　だから一緒に来た方が──」

「アーシェ、その辺にしておけ」

　肩に手を載せて言うと、アーシェは青い瞳を泳がせながら見上げて来る。

「でも……もう二度と会えないんだよ？　エリオはそれでいいの？　ラキアさんは？」

「フラミーが残ると決めたんだ。それについて俺おれ達たちがどうこう言うべきじゃない」

「……そうね。あたしもエリオット君の言う通りだと思う」

「う……」

　アーシェは何かを堪えるように下唇を嚙かんでいた。

　フラミリスはこの時代において未来の知識を共有し、最も打ち解けた仲間なのだ。別れが辛つらいのはエリオットだって同じだ。

　そんな暗い雰囲気を吹き飛ばすように、フラミリスは笑った。

「大丈夫です。皆さんならきっと未来を救う事が出来ます。だって……本来死んでいたはずのわたくしを救う事が出来たのですから」

「そうだな。フラミーの存在は、俺自身の手で過去を変えたという実例でもある。理論的に可能だと実証出来ただけでも心強いよ」

「はい。ですから大丈夫です。エリオットさんも、ラキアさんも、もちろんアーシェさんも」

「……ん」

　満面の笑みで言うフラミリスに、アーシェはうつむいたまま小さくうなずいた。







　その後、エリオット達たちは魔力塔へと移動した。

　天から陽光が降り注ぎ、地平線を雲が隠す。視界は森と草原の緑に覆われていた。

　ここは魔力塔の頂上だ。公爵に眠る場所を借りられないかと相談した結果、この場所を提供されたのである。

　頂上部は魔力炉を最大出力にでもしない限り使う事はないらしく、また、そんな事態になればエリオット達たちを起こす必要があるに違いない。そういう事情もあってのこの場所だ。人があまり立ち入らない場所でもあるし、守りも堅固とあればここを使わない手はない。

　見送りは、公爵やフラミリスにディランの他、魔術師長ら家臣が数名いる。皆それぞれ正装をしており、ちょっとした式典のようだ。

「……もう眠るのかね？」

　声を掛けて来たのは公爵だ。厳しい表情の中にもわずかに後ろ髪を引かれるような雰囲気があり、エリオットは相好を崩した。

「ええ、諸事情により急ぎ眠る必要が出たので」

「貴殿らは不思議な者達たちだな……。長年生きてきたが、魔力塔で何年も眠る許可を求められたのは初めてだ」

　言われて思わず苦笑してしまう。こんな方法で千年も眠ろうとする人間がそう何人もいようはずがない。

「貴殿らには大変世話になった。正直、礼など全くし足りないほどだ。何か私に出来る事はあるだろうか？　必要な物があれば言うといい」

「ありがとうございます。ですが保存食を一月分以上いただきましたし、それ以上はお気持ちだけで充分です」

　そうして、エリオットはフラミリスへ向き直る。

「君には色々と助けられた。ありがとう」

「それはわたくしの言葉ですよ、エリオットさん。あなたがいなければわたくしは今ここにいなかったのですから」

「なら、お互い様だな」

　そう言って笑い合い、固く手を握る。

　ラキアも一歩前へ出て、同じように手を差し出した。

「フラミーちゃん、元気でね」

「ラキアさんも」

「弟君、しっかり鍛えてやりなさいよ。将来の皇帝兼、魔神を倒す勇者様なんだからね」

「もちろんです。と言っても、鍛えるのはわたくしではないでしょうけれど」

「あら、将来は凄すご腕うでの剣士になれそうなのにもったいない」

「あれは……たまたまうまくいっただけで……」

「ふふ、そういう事にしておくわ」

　そうして軽口を叩たたき合う二人。

　最後にフラミリスはアーシェへ顔を向けた。

「アーシェさんもお元気で」

「……」

　無言のままにうなずく。アーシェは終始うつむいたままで、目も合わせようとしない。ココだけが肩の上でじっと見つめていた。

「アーシェ、これで最後だ。いいのか？」

「……」

　コクリ、と首を揺らす。

「後悔しないな？」

「……」

　再び首肯。フラミリスはその様子を寂しそうに眺めていた。

「それじゃ、俺おれ達たちは眠ります。国家の危機や魔力塔が破壊されるような事態が訪れたら、そこのアドアステラに声を掛けてください。俺おれ達たちを起こす事が出来ます」

　指差す先には、台座の上で腰掛ける銀髪の少女が一人。精霊のように透明感があり、無表情を貫いている。

「うむ、承知した」

「では離れてください。近くにいると巻き込まれてしまいますので」

　エリオットの言葉で、見送りの面々が階段を降りてゆく。

　そんな中、アーシェは不意に顔を上げ、叫んだ。

「フラミーさん！　私、また連絡するから！」

「アーシェさん……？」

「私は将来、時空視の魔法を開発するらしいから……。だから、研究をがんばって、絶対にフラミーさんへ連絡する！　待ってて！」

　ポロポロと涙を零こぼしながらも、声を大きく震わせる。

　それを見たフラミリスもまた、目を潤ませていた。嬉うれしそうに微ほほ笑えみながら強くうなずく。

「……はい！　約束ですよ！」

　二人が最後の会話を終え、フラミリスが離れたところで、エリオットはソブルムの書に宿した銀髪の少女へ声を掛ける。

「アドアステラ、頼む」

「イエス、マスター。──付与魔法エンチヤント〈四重クアド・停滞結界ステイシス〉」

　その瞬間、世界は虹色に包まれた。







　アーシェの洟はなをすする音が止やむまでは、それなりの時間を要した。

　時間の流れは一万分の一だ、結界の外ではもう何ヶ月も経過しただろう。空に浮かぶ太陽や月、周囲を漂う雲などは皆忙せわしなく動き回って見える。

　アーシェはエリオットの制服を握り締め、顔を埋めている。

「落ち着いたか？」

「……うん」

「なら、そろそろ俺の制服に鼻水を付けるのはやめて欲しいもんだ」

「は、鼻水なんて付けてないもん！」

　パッと手を離し、エリオットから離れる。

　ラキアは呆あきれたように鼻を鳴らした。

「あんた達たち仲良いわねぇ……。ほんとに幼おさな馴な染じみか疑わしいわ」

「俺おれ達たちは義理の兄きよう妹だいみたいなものだからな。そういう意味じゃ世間で言う幼おさな馴な染じみとはちょっと違うかもしれない」

「む……」

　エリオットの言葉に、アーシェは頰を膨らませる。

「エリオのバカ」

「なんで怒る？」

「知らないもん」

　プイっとそっぽを向かれてしまう。その視線を追ったのか、ココまでもが顔を逸そらす。

　それから、ふと空を見上げた。

「フラミーさん、元気でやってるかな？」

「そうだな。元気だと思うぞ」

「……また適当に言ってる」

「適当じゃないさ。後ろを見てみろ」

　エリオットが指差す先には、茶色い髪を一つ括くくりにした少女が立っていた。

　大きな革の鞄かばんを持ち、息を荒げている。

　服装はいつものドレスではなく、胸元が開いた動きやすそうなワンピースにケープを羽織る。その胸元には鍵の紋章が浮かんでいた。

　フラミリス＝シルジア姫だ。

「お久しぶりです、皆さん」

「えっ……!?　どうして!?」

「あはは……やっぱり来てしまいました」

　苦笑しながらそんな事を言う。先ほどエリオットが見ている中で、突然彼女が現れたのだ。アドアステラの魔法が中断されていない辺り、停滞結界ステイシスの中へ飛び込んだのだろう。

「フラミーさん、やるべき事があるんじゃなかったの？」

「ええ。ですから、やるべき事を済ませてこちらへ参ったのです。外では一年ほどが経過しました。わたくしは昨日で十五歳を迎えたので、もう大人のレディです」

「大人のレディ……？　十五歳でか？」

「はい。身長も少し伸びたのですよ。見違えたでしょう？」

　そう言ってくるりと回る。髪が長くなった程度で、あまり変わっていないように見えるのはエリオットだけではないはずだ。

「フラミーちゃん……未来では十八歳で成人よ。十五歳はまだまだお子様」

「そうなのですか!?」

「あと三年早かったわねー」

　ラキアの言葉に驚きよう愕がくする。千年ものジェネレーションギャップはなかなか埋まりそうにない。

「やるべき事って結局何だったの？」

　そんなアーシェの問いに、フラミリスは頰に手を当てて答える。

「お父様やディランを始め、公国の皆とのお別れです。わたくしはまだ未成年でしたし、お父様を説得するのに苦労しました。あとは月霊草ムーンリーフが残っていないかの調査もですね」

「月霊草ムーンリーフの調査も……？」

「ええ、少しでもアーシェさんのお力になれればと思って。まだあの森に残っている可能性もありましたし、自分の目で確かめておきたかったのです。残念ながら見つかりませんでしたが」

「そうか」

　魔法薬の残数が厳しく、この時代で探す余裕もなかったが、エリオット達たちの代わりにフラミリスは一年を費やして探してくれていたようだ。

「ありがとう、フラミーさん！」

　抱き付くアーシェを、フラミリスは正面から受け止める。

「あの……見つからなかったのですよ？」

「それはいいの！　探してくれた事が嬉うれしいの！」

　別れた時点ではそこまで身長差はなかったが、よくよく見れば今はフラミリスの方が若干大きくなっている。背が伸びたというのは本当だったようだ。

「こうしてみると姉妹みたいだな。アーシェが妹で」

「どちらかというと飼い主とペットじゃない？　アーシェちゃんがペットね」

「二人とも失礼な事言わないで！」

　耳を立てて尻尾をくねらせるアーシェ。その姿は肩に乗るココとそっくりだ。

　エリオットは苦笑しつつ、フラミリスへ向き直った。

「一緒に来て良かったのか？」

「はい」

「後悔はしないんだな？」

「もちろんです。千年も先の未来へ行くなど、普通は経験出来ない事です。元の時代に置いて来たものは多いですが、それでもわたくしは見てみたい。あなた方が住む世界を」

　笑顔で言うフラミリス。

　アーシェもラキアも、そしてエリオットもつられて笑う。

　その時ふと、結界の外側に黒い影を見た気がした。

　気のせいかもしれないし、見間違いの可能性もある。だが、魔神は今もなお歴史の裏で暗躍しているはずだ。ただ元の時代へ戻れば良いという問題ではもはやなくなっている。

　この先に待ち受ける苦難を思い、エリオットは表情を硬くした。


〈了〉










あとがき






　どうも、えいちだです。

　突然ですが、僕は物作りが大好きです。

　どれくらい好きかと言いますと、何か作っていないと退屈さのあまり死んでしまうんじゃないかというくらいです。

　幼少期は、部屋いっぱいのブロックで色々組み立てて遊んでいた記憶ばかりです。

　その後は紙で風力車やティラノサウルスの人形を作ったり、ペットボトルロケットやアルコールバズーカなんて物をこさえたり。やがて電子工作にハマり、ロボットの競技会に出場して、日々楽しく過ごしていました。

　あれから十数年、今僕は小説を書いています。

　……なんで僕、小説を書いてるんでしょう？

　当時の自分がよくもまぁこの道を進む事を決意したなと思いますが、小説も物作りには違いありませんよね。プログラミングするのも小説を書くのも、文字を打つという意味では大差ないですよね……？

　異論反論はあるかもですが、少なくとも僕にとっては似たようなものです。長期間コツコツと作業をして完成を目指すという点は同じですしね。

　まぁそんなわけで、日々創作に勤いそしむ作家という職業は僕にとって天職です。読むのも書くのも大好きですし、こうして作品を世に出す機会がある事、とても嬉うれしく思います。




　あとがきから読む方もいらっしゃるかもしれないので、大雑把にネタバレのない範囲で作品内容に触れておきます。

　本作は、世界一の魔法学校で最先端魔法を学んだ主人公が、ひょんな事から幼おさな馴な染じみの女の子と一緒に千年前へ飛ばされて、元の未来へ戻ろうとがんばるお話です。

　なんでもできるわけではありませんし、弱点も色々ありますが、とりあえず未来から来ているので超強いです。

　精一杯面白くなるよう書きましたので、楽しんでいただければ幸いです。




　以下、謝辞となります。




　担当編集の大おお谷たに様。このたびは原稿が遅れてしまい、ご迷惑をお掛けしてすみませんでした。色々と助言をいただいたおかげで格段に良いい出来栄えとなったと思います。

　イラストレーターのあやみ様。想像以上に素敵なイラストで、ラフをいただいた時から僕のテンションは上がりっぱなしです。主人公達たちの制服かっこ良すぎです。

　この本の出版に関わったすべての方々。皆さんのおかげで、僕は今日も楽しく執筆する事ができます。

　そして本作を手にとってくださった読者様に無限の感謝を。

　皆さんのご期待に添えるよう、今後も全力で面白い物を作っていきますので、お付き合いいただければ幸いです。




　二〇一八年一一月

















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム
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ファンレターあて先
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電撃文庫編集部
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